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			ハズレ奇術師の英雄譚②

			雨宮和希

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）
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			第27話　始まりの狼煙

			第28話　とある依頼
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			第39話　怪物と勇者

			第40話　酒豪

			第41話　エルフと思惑

			第42話　ミレーユ・マーシャル

			第43話　迷宮の深層

			第44話　禁忌の少女

			第45話　王を名乗る怪物たち
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			第49話　己の矜持のために

		

	
		
			　

			第23話　恐怖の体現者

			　

			　魔王。

			　それが意味するところは――悪魔の、王。

			　百年前の大戦で猛威を振るった、怪物の称号だった。

			　かつて一度、世界を滅ぼしたとされる伝説上の存在、魔神――その直轄の幹部。

			　人々は本能に刷り込まれている。彼らが生み出した、圧倒的な恐怖を。

			「なっ……!?」

			　セドリック・アークライトは絶句していた。

			　本能が警鐘を鳴らしている。

			　葉山集から魔王に関する情報を聞いてはいたが――。

			（――何だ、この重圧は……!?）

			　重力が何倍にも増えたかのような気がした。

			　本能に植えつけられた猛烈な危機感に従い、セドリックは冒険者たちに指示を出す。

			　その顔には明らかな焦(しよう)燥(そう)が浮かんでいた。

			「総員撤退だ！　急げ！」

			　だが、指示を出すまでもない。祭壇前から放たれる圧倒的な存在感に気圧され、冒険者の大半はすでに逃げ始めていたからだ。

			　この戦場にいた魔物のすべてが、儀式の生(いけ)贄(にえ)となっているので、もはや彼らの足を止める者は誰もいない。

			　封印されていた魔王が本当に復活したのなら、セドリックたちでは相手になるはずもない。

			　下手を打てば全滅。その重圧に押し潰されそうになっていると――。

			「何だ……!?」

			　――突如として、世界が夜に染まった。

			　海が丸ごと背中に圧し掛かってきたかのような、莫大な魔力が戦場を席巻する。

			　第一級冒険者ですら比べ物にならない。

			　それほどまでに異質で濃密な魔力が濁流のように垂れ流されていた。

			　そこで、セドリックはあることに気づいた。

			　いつの間にか祭壇前の一角には、ひとりの少女が佇(たたず)んでいる。

			「……え？」

			　セドリックは驚(きよう)愕(がく)に目を剥いた。

			　いったい、いつ姿を現したのだろうか。まるで悟ることができなかった。

			　戦闘の爪痕が色濃く残る荒れ果てた草原地帯。

			　その奥地で、いまだ神秘的な雰囲気を保っている祭壇の前に、ポツリと佇(たたず)む美しい少女。

			　ひどく場違いなように思えた。

			「……間違いない」

			　だからこそ、セドリックは確信する。

			　月光が反射し、夜闇に鋭い輝きを放つ銀色の長髪。不気味な煌(きら)きを灯す紅い瞳。

			　小さく細い指で髪をかきあげている、十三歳程度の小柄な少女。

			　だが、その立ち振る舞いは、明らかに歳相応のものではなかった。

			　セドリックはまだ若い。ゆえに、百年前の戦争を体験したわけではない。

			　だが、それでも――『三大魔王』に関する知識ぐらいは、伝え聞いている。

			　眼前に佇(たたず)む少女の特徴は、確かに伝承のそれと一致していた。

			　固有スキル『不死』をその身に宿し、災禍を呼ぶ魔法を扱う、魔王軍最古の女王。

			「不死魔王、リーファ…………っ!!」
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			　セドリックは思わず足を一歩退いていた。

			　魔王が復活するかもしれない。

			　その情報を知ってはいた。理解はしていた。考慮はしていた。

			　だが――本能が、その存在のすべてを拒否している。

			「まさか…………」

			「……嘘、だろ……」

			　いまだ逃げることなく残っていた勇気ある冒険者も、恐怖で足が竦んでいるようだった。

			　それも当然の反応だろう。

			　敵が悪魔なら、まだ戦う自信はある。

			　悪魔は明確な人間の敵であり、かつ人族より少し戦いに優れているという程度のものだ。

			　今回の敵はその悪魔のなかでも上位に位置する存在ではあったが、神谷士道のおかげで何とか討(とう)伐(ばつ)に成功している。つまり人間側に精鋭が揃っているなら、勝機は充分にあるのだ。

			　だが、今ここにいるのは、かつて世界を滅ぼしかけた『三大魔王』の一角。

			　勝機があると考えられるほうが異常だった。

			「…………」

			　不死魔王リーファ。

			　その名の通り『不死』の固有スキルを持ち――何が起ころうと、絶対に死なない。

			　ずっと少女のまま成長しないことから、不老の効果もあるのではないかと云われている。

			　実際には二百歳を越えているという荒唐無稽な話だが、少女から放たれる重厚かつ荘厳な雰囲気を感じ取れば、誰もが本当のことだと理解するだろう。

			　そんな魔王に向かって、ひとりの男が歩き出した。

			「セドリック。お前は退け」

			　グラントが厳しい声音で告げた。

			　第一級冒険者としての責務を果たそうとしているのか、その目には覚悟の光が宿っている。

			　だが、セドリックは首を振った。

			「いいや、それは無理な相談だ。私には冒険者を率いる者としての責務がある」

			「お前はギルドのトップなんだぞ。こんなところで死なせるわけにはいかない」

			「どのみち、ここを突破されて街が壊滅すれば同じことだ」

			「……」

			「みくびるなよ。私だってかつては第一級にまで上り詰めた冒険者だ」

			「…………分かった」

			　グラントの嘆(たん)息(そく)を横目に、セドリックは剣を構えて様子を見る。

			　彼女にまだ動きはなく、夜空を見上げて立ち尽くしている。

			　そう。

			　彼女はまだ、何もしていないのだ。

			（……だというのに、この威圧感）

			　恐怖を紛らわすように周囲に目をやると、冒険者たちは撤退を終えたようだった。

			　荒野に静寂が舞い戻る。鋭い風が頬を撫でた。

			　ぞくり、と背筋に悪寒が走る。冷や汗が地面に滴り落ちた。

			　セドリック、グラント、そしてサリウス。

			　戦場に残っているのはたったの三人の精鋭。そして倒れ伏している神谷士道だけだ。

			　周囲に幾人もの冒険者の死体が転がっているなか士道だけは生きているが――どうやら、その場から動けないようだった。よく見ると、かなりの重傷を負っている。

			「……」

			　そしてグラントは、無言で玄海の亡骸を眺めていた。

			　玄海はどこか満足そうな笑みを浮かべている。

			　そのさまを見て、やりきれない思いを隠すように、グラントは拳を握り締めた。

			　それを横目に、セドリックはサリウスに目配せする。

			　戦場にいた負傷者は比較的冷静だったエレノアたちが手を貸して撤退させたようだが、祭壇手前で倒れていた士道を助ける勇気はなかったらしい。

			　それは魔王に近づくことを意味するのだから、当然のことかもしれない。だが、上位悪魔を倒した英雄を見捨てられはしない。貴族の誇りに懸けて、彼を救出する。

			「……やるぞ」

			　だが、セドリックが慎重に足を動かした瞬間。

			　魔王が、口を開く。

			　鈴の音のように透き通っていて、高い声が響き渡った。

			「…………上位悪魔か。ストライク家の面影があるな……惜しい男を亡くしたものだ」

			　彼女は士道の近くに横たわっている悪魔の死骸を眺めている。

			　奇しくもその思いは、玄海に対するセドリックたちと同様の感慨だった。

			　魔王はゆったりとした仕草で、倒れ伏す士道に目を向ける。

			「あれを殺したのは……ほう、『女神の使徒』だな」

			　リーファは僅かに笑みを浮かべた。

			　セドリックの全身から、気味の悪い汗が滝のように吹き出す。

			「く、くそ…………っ!!」

			　セドリックは吐き捨てつつも、恐怖に竦む足を叱(しつ)咤(た)する。

			　リーファを迂回して、士道の前へと回り込んだ。

			　サリウスは魔王の背後に陣取り、グラントだけがリーファに向けて歩み続ける。

			　だが、対するリーファは、セドリックたちなど眼中にないようだった。

			　その視線は士道を捉えて離さない。

			　士道に意識はあるようだが、やはり自力で動くことは不可能なようだ。

			　護るように、士道の前に立って剣を構える。

			　リーファはそこで初めてセドリックに興味を持ったらしい。

			　その瞳に静(せい)謐(ひつ)さを湛えたまま、感慨深げに呟く。

			「……人間か」

			　その言葉の意味を、セドリックは測りかねた。

			「……そうだが？」

			　セドリックは言葉を返した。

			　――ここは、会話に応じて時間を稼ぐしかない。

			　おそらくノーランド伯爵は何かしらの手を用意しているはずだ。

			　あれはふざけた男だが、それなりに信頼はしている。

			　祭壇に封印された魔王に関する情報は、彼からは聞かされていなかったが、どうせ話せない事情があったに決まっている。

			　そしてセドリックにそれを伝えなかった以上、また別の手を打っているはずだ。

			　それまでの時間稼ぎぐらいなら、何とかこなしてみせる。

			　セドリックはそうやって自分を鼓舞した。

			　剣を握ったのは久々だが、グラントとサリウスという現役の第一級冒険者も一緒なのだ。

			　何とかなる――何とかしてみせる。そう思っていた。

			　直後。

			「――――――――あ」

			　最後に目に入ったのは、可愛らしく小首を傾げるリーファの姿だった。

			　セドリックの視界は、なぜか闇に包まれる。

			　最期まで何が起きたのか理解することなく、セドリックは絶命した。

		

	
		
			　

			第24話　魔王

			　

			　人の頭が握り潰される瞬間を初めて見た。

			　脳漿が、血飛沫と共に弾け飛ぶ。

			　士道には何が起きたのか、まるで理解することができなかった。

			　だが、その場に残るのは、服を紅く染めたリーファと、頭部を失ったセドリックの残骸。

			　その事実から、起きた出来事を推測していく。

			（ちくしょう……っ!!）

			　おそらくセドリックは目にも留まらぬ速度で肉薄してきたリーファに顔面を掴まれ、そのまま握り潰されたのだろう。士道は、何もすることができなかった。

			　目の前で人が死んでいく。また護れなかった。玄海のときと、同じように。

			「おおおおおお……!!」

			　士道は満身創痍の肉体に全霊を込め、どうにか立ち上がろうとする。

			　だが、膝をついた状態に移行するのが精一杯だった。

			　血を流しすぎて朦朧とする意識のなか、何とかリーファを目で捉え続ける。

			「何だ…………？」

			　そこで士道は自らの肉体に違和感を覚える。直後にその正体を悟った。

			　先ほど殺した悪魔の肉体から、魔素が放出され、それを自然と吸収していく。

			　士道は感じていた。

			　取り込んだ魔素が体組織を造り変え、より強(きよう)靭(じん)な肉体を手に入れたことを。

			　上位悪魔の強大な魔素は、士道のレベルを一気に10以上も上昇させていた。

			　そのおかげか、残り一発程度なら『稲妻』を撃てる。

			　士道はそのタイミングを見計らいながら、『鑑定』を使うかどうか迷った。

			　敵の実力を把(は)握(あく)する上で、これ以上の手はない。

			　だが戦いの最中でバーンにも使用したが、その際には確認できなかった。

			　そしてリーファが集のときのように、『鑑定』に気づく可能性も否定できない。

			　不快に思われ、殺される可能性も高い。

			（いや…………このままじゃ、どのみち殺される）

			　グラントとサリウスがリーファを挟む形で戦闘態勢を取っているが、彼らは目に見えて動揺していた。セドリックを殺された影響だろう。

			　頼りにならない――というより、頼りにするべきではないだろう。

			　これ以上、誰も死なせたくない。

			　そんな士道に対して。

			　リーファは感情の見えない瞳で、首から上のないセドリックの残骸を眺めていた。

			　そして一言。

			「……ふむ。やはり、人間というモノは存外脆いな」

			「貴、様……っ!!」

			　サリウスが怨念の篭った瞳でリーファを睨みつける。

			　普段は温厚な笑みを浮かべているサリウスの表情が、苦渋と憎悪に歪(ゆが)んでいた。

			　今にも襲いかからんばかりの殺気を放つサリウスを、グラントが視線で押し留める。

			　グラントは感情を殺す術をよく心得ているようだった。

			　ともあれ士道は『鑑定』を行使する。

			　警戒するが、リーファは特に反応を見せなかった。

			　

			　リーファ・ラルート：女：２４２歳

			　レベル：１６８

			　種族：魔王

			　天職：水術師

			　スキル：王威

			　　　　：夜天

			　　　　：自動障壁

			　　　　：【固有】不死

			　

			（……不死だと？）

			　士道の危機感が警鐘を鳴らした。

			　漠然と感じていた実力差が、数値となって明晰に現れる。

			　先ほどまで死闘を演じていたバーン・ストライクを、ゆうに越えるレベルだった。

			「この感覚は『鑑定』か」

			「……分かるのか？」

			「フン……わざわざ弾くまでもない。そもそも私のステータスを見たところで、貴様に何か打つ手があるのか？」

			　士道は沈黙した。唇を噛み、表情を歪(ゆが)める。

			「そんな小細工に意味はない。私との力の差に、絶望するだけだ」

			　リーファは淡々とした口調で言った。

			　士道は焦(しよう)燥(そう)感を抱きつつも思考を回していく。

			『瞬間移動』さえ使えれば離脱できるが、残念なことに魔力が足りない。

			　それにグラントたちを置いていくわけには――。

			「――さて、殺すか」

			　そんなことを悠長に考えている場合ではないようだった。

			　何の感慨もなさそうなリーファの呟きに対し、グラントが叫び声を上げる。

			「シドー、下がれっ!!」

			　彼はリーファに向けて地面を蹴ると、凄まじい速度で肉薄した。

			　研ぎ澄まされた剣閃が正確にリーファの首筋を捉える。

			「…………な」

			　だが、刃が通らない。

			　いつの間にか剣と皮膚の間には、魔力による障壁が展開されていた。

			　――スキル『自動障壁』の効果か。

			　そして、リーファはグラントが仕切り直す隙を与えはしない。

			　乱雑に、ただ右腕を振るう。

			　それだけでグラントが回転しながら吹き飛んだ。桁違いの魔力を纏(まと)って身体強化している恩恵だろう。もはや垂れ流しているも同然だというのに――魔力が底をつく気配はない。

			　そもそも、あれほどの強化は肉体に負荷がかかりすぎる。人間には不可能な所業だった。

			　おそらく上位悪魔のバーンですら、ここまでの強化は自滅するだけだろう。

			　魔王という種族のみに許された特権。

			　あるいは、１６８という圧倒的なレベルの賜物だろうか。

			　士道が考察している間に構成されていたサリウスの魔法が、リーファに牙を剥く。

			「〝煉(れん)獄(ごく)〟……っ！」

			「ほう。この私に魔法で挑みかかるというのか」

			　リーファが自分を囲い込む炎に興味を示した。

			『高速演算』のスキルを持つサリウスの魔法はそれだけに留まらない。「〝風嵐〟」という言葉と共に展開された強烈な風が渦を巻き、〝煉(れん)獄(ごく)〟の炎を増幅させた。

			　緻密に計算された術式を掛け合わせ、最適な効果を顕(けん)現(げん)する。

			　第一級冒険者まで上り詰めた魔術師の真価だった。

			　それを証明するように、灼(しやく)熱(ねつ)の炎が渦を巻いて鎌首をもたげる。

			　近くにいる士道は気温が一気に上昇したようにも感じていた。

			　それほどの熱を放出しながら、炎はリーファに襲いかかる。

			　そして『自動障壁』が展開され、それを防御する。

			　轟!!　と、爆音が炸裂した。

			　だが。

			　届かない。

			「…………些か、温いようだな」

			　ひどく冷たい声音だった。

			　無傷のまま君臨する魔王は、ゆらりと指をサリウスに向ける。

			　それだけで魔法が放たれた。

			　あまりにも速い魔法陣の展開は、目で追うことすらままならない。

			　直後の出来事だった。

			　炎が塵のように消えていく。

			「な…………」

			　士道は絶句する。まるで意味が分からなかった。

			　サリウスも目を瞠(みは)っている。

			　魔王だけが悠然と佇(たたず)んでいた。その周囲はよく見ると僅かに湿っている。

			　――まさか、水を放出して消火したというのか。あの一瞬で。

			　彼女は、少し気分を害したように告げた。

			「いちいち驚くな。鬱(うつ)陶(とう)しいぞ」

			　口元で術式名を囁(ささや)く。「〝海蛇〟」という言葉と共に魔法陣が展開。ぼうっ、と地面から巻き上げられた水分が蛇のようにまとまり、唸りを上げてサリウスを襲った。

			　素早く滑らかな動きが、圧倒的な術式の精度を顕(あら)している。

			　士道の目から見ても練度が段違いだった。

			　その術式は、制御に割り込めるような隙は何一つとして存在しない。

			　サリウスは驚(きよう)愕(がく)しながらも必死で〝障壁〟を練り上げる。

			　だが。

			　その障壁はリーファの水流が触れた瞬間、じゅわっという音を鳴らして溶けていった。

			　魔力が濃密に練られているだけではない。温度が極端に高いのだろう。いくら魔力で身体強化しているとはいえ、あんなものを浴びてしまえば生きて帰ることすら困難になる。

			「くそっ!?」

			　サリウスは悪態をつきながら、より後方へと跳躍する。

			　獣のように迫る炎から逃れようとしたのだ。

			　だが、魔王はそれを許さない。

			　目にも留まらぬ速度でサリウスの眼前まで肉薄した。

			　士道の呼吸が冗談抜きに一瞬止まる。拙い――だが、体は動いてくれない。

			「レベルの差ぐらいは、把(は)握(あく)しているはずだろう？」

			　リーファは適当に言いながらサリウスへと手を伸ばした。

			　セドリックの頭を潰した小柄な指先が迫る。

			　それはまるで、死神が振るう鎌のようだった。

			　サリウスがごくりと息を呑む。

			　そのとき。

			「やらせんぞ！」

			　遠方から砲弾のように迫ってきたグラントの剣撃が、リーファに炸裂した。

			　彼は先ほどの一撃を受けてボロボロになっている。

			　だというのに。

			　今までとは桁違いの重さを誇る斬(ざん)撃(げき)が、『自動障壁』に亀裂を入れた。

			「ふむ？」

			　ちょこん、とリーファは不思議そうに小首を傾げる。さらりとした銀髪が揺れた。

			　だが、グラントの様子を見て何かに納得したのか、首(しゆ)肯(こう)する。

			「なるほど……死に際に追いやられると自動発動するタイプのスキルだな。これほど身体能力が向上するとなると――『火事場』、『鬼剣』あたりか」

			「……流石に博識だな。何百年も生きているだけはある」

			　

			　グラントは会話に応じた。

			　体が痛み、意識は朦朧としている。本来なら立っていることすらままならない傷だ。

			　だが会話で時間を稼げるのなら、それ以上のことはない。

			　そう考えていたのだが――どうやら少し選択を誤ったらしい。

			　リーファはグラントの言葉に眉を顰(しか)め、不満そうに口を尖らせた。

			「私は十三歳だ」

			「………………………嘘をつくな」

			「嘘ではないぞ。私をババア扱いするな」

			　泰然と腕を組み、私は怒ってますと言わんばかりに頬を膨らませている。

			　年齢に触れてはいけないらしい。

			　僅かな人間味を感じるからこそ、逆におそろしさが増していた。

			　グラントはあれほどまで躊躇(ためら)いなく人が殺せる者を、生まれて初めて見たからだ。

			「ババア扱いしているわけではない」

			　グラントは『鬼剣』により身体能力が上昇した状態のまま、剣を構え直す。

			　サリウスはその後ろで次々と術式を構築していた。

			「……ふむ。嘘をついているだろう。これは、罰が必要だな」

			　リーファはグラントに指を向けた。

			　だが、何も起きなかった。

			　そういう風に見えた。

			　ボトリ、とグラントの右腕が地面に落ちるまでは。

			「が、お、あああああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

			　絶叫が炸裂する。グラントは肩を押さえつけながら、荒い息を吐いた。

			　右肩に魔力を重点的に流して、どうにか血を止めることに尽力する。

			　魔力制御に慣れれば、こういった応用も可能だった。

			　そして。

			　突如として叫びを上げたグラントに意識を取られていたのか、隙だらけのサリウスに熱水流が直撃する。すべてが蒸発したかのようなおぞましい音が炸裂した。

			　まるで地獄の片鱗を覗き見たかのような悲鳴が響き渡る。

			　僅か一瞬の出来事。

			　二人の第一級冒険者が地面に崩れ落ちるのは、ほとんど同じタイミングだった。

			　激痛に呻きながらも、両者共にまだ息がある。

			　高いレベルと身体機能のおかげだが、このままだといずれ死ぬ。

			「…………化物め」

			　きっと止めを刺さないことに大した意味はない。

			　セドリックを殺したことにも深い理由はないのだろう。

			　ただし――士道に対してだけは、殺すべき理由を持っているようだった。

			　

			　士道はリーファを睨みつけていた。

			　リーファに狙われている理由は単純。

			『女神の使徒』――女神に呼び出された異世界人だからに決まっている。

			　士道の思考が、怒りと絶望に染められていく。

			　リーファが悠然と士道に歩み寄る。

			　一歩。

			　また一歩と、死の足音が、明晰に響いた。

			「さて」

			「……っ!!」

			「殺すか」

			　魔王の指先が士道に向けられる。

			　グラントの絶叫が慟(どう)哭(こく)のように響いた。

			　士道は最後の足掻きとばかりに、切り札の『稲妻』を放つ。

			　当然のように『自動障壁』が発動する。それでも貫くために魔力を込める。

			　バリィッッ!!　という凄まじい音と共に紫電の龍が咆(ほう)哮(こう)を上げた。

			　死に物狂いの咆(ほう)哮(こう)と共に、障壁に亀裂を入れていく。雷と士道の叫びが共鳴する。

			「……これだから、侮(あなど)れないな」

			　――だが、直後。

			　世界がぐるりと一回転した。いや、回転しているのは士道のほうだった。

			　凄まじい勢いで投げ出され、地面を削り取り、ぼろ雑巾のように打ち捨てられる。

			　士道は仰向けに倒れ込み、リーファが展開した夜空を見上げる。

			　スキル『夜天化』。ただ周囲一帯を夜に変えるだけの効果。これに何の意味があるのか士道には分からないが――ともあれ、今度こそ、打つ手はなかった。

			「だが、終わりだ」

			　リーファが魔法陣を展開する。

			　水術師の天職の通りに生み出された水の刃が、士道の命を刈り取る。

			　その直前。

			　

			「――そこまでだ」

			　

			　低い声が戦場に響いた。そこまで大きな声ではない。

			　それでも、周囲にいる者の耳を確かに捉える不思議な声音だった。

			　その気配は、はるか天空で悠然と士道たちを睥(へい)睨(げい)している。

			　雄々しき肉体を誇示するように、美しき白竜が翼をはためかせた。

			　その背中では一人の青年が、白竜の手綱を引いている。
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			「竜騎士か……。百年前と変わらず、動きが速い連中だな」

			　魔王が鬱(うつ)陶(とう)しげに呟く。

			　竜騎士の青年は士道と目があったことに気づくと、獰(どう)猛(もう)かつ不敵な笑みを浮かべた。

			「安心していい。もう、魔王の好きにはさせない」

			　

			　アルバート・レンフィールド：男：29歳

			　レベル：１２６

			　種族：人族

			　天職：竜騎士

			　スキル：竜の契約

			　　　　：竜王の恩恵

			　

			「ノーランドめ……まさか竜騎士を呼んでいたとは」

			　グラントが安(あん)堵(ど)したように嘆(たん)息(そく)する。

			　士道が放った『鑑定』は、頼もしい結果を提示した。

			　同時に。

			「――ほう、お前が魔王というヤツか。存外、可愛らしい姿をしている」

			　ズシン、と白竜より舞い降りたひとりの男が着地する。

			　禿げ上がった頭。背負っているのは、身の丈ほどもある大剣。

			　大柄で筋肉質な体には――なぜか、アロハシャツを着て、短パンを穿いている。

			　よく見ると、目元にはサングラスをかけていた。

			　その珍妙な格好の男を見て、リーファは眉をひそめる。

			「……何だ、貴様は？」

			「名乗るほどの者ではない――とか言ったほうが、カッコいいか？」

			　質問している時点で台なしだった。

			　リーファは苛立ったように、

			「ふざけ――」

			「――ええい、サングラスよく見えんぞ！　邪魔だ!!」

			　ふざけた格好の男は、目元にかけていたサングラスを放り投げた。

			　士道はその男に見覚えがある。

			『白い空間』で、なぜか手に持っていた酒を浴びるように呑んでいた男がいた。

			　つまり――士道と同じく、異世界転移者のひとり。

			「ふざけるなと言っている……!!」

			　ついに怒りを見せたリーファの熱水流が渦を巻き、男へと迫った。

			　だが、獰(どう)猛(もう)な笑みを浮かべた男が、背中から引き抜いた大剣を振り下ろす。

			　ドン!!と。

			　そこから放たれた濃密な魔力波が、リーファの熱水を吹き散らした。

			「こんなものか？」

			「貴様……」

			「名乗れと言ったな。なら、教えてやろう。ワシの名は、榊原迅」

			　三十代前半程度だと思われる風貌の男は、大剣を肩にかけながら、

			「ライン王国の勇者――お前さんの、天敵だよ」

			　そんな風に、告げた。

			「……勇者、だと」

			　リーファが動揺したかのように、一歩後ずさる。

			　迅と名乗った勇者は、強烈な眼光をリーファに叩きつける。

			「アルバート、やるぞ」

			「ああ」

			　天空に佇(たたず)む竜騎士の青年と呼応し、戦闘態勢に入った。

			　だが、そろそろ限界だった。戦いが始まるまで、意識を保っていられそうにない。

			「――リーファ、落ち着いて。今の勇者は、まだ君の敵じゃない」

			　突如として、どこからか優しげな声が響いてきた。

			　聞き覚えがある、その声音の持ち主に気づいた瞬間。

			　士道の意識は闇に閉ざされた。

		

	
		
			　

			第25話　その戦いの行く末は

			　

			　黒一色の夜空で、魔王を威(い)嚇(かく)するように雄叫びを上げる白竜。

			　アルバートと迅は、突然の声に対して、警戒するように周囲を見渡している。

			　だが。

			　リーファの後方にはいつの間にか、灰色の外(がい)套(とう)で顔すら覆い隠した人物が佇(たたず)んでいた。

			　彼はリーファの耳元で囁(ささや)くように会話をすると、背を向けてあっさりと立ち去っていく。

			「待て――」

			「――いや、追わなくていい」

			　迅は視線を険しくしたが、アルバートに引き止められる。

			「魔王が最優先だ」

			　アルバートは白竜の背で手綱を引きながら、リーファに向けて尋ねた。

			「……あの男は何だ？」

			「さて、な。私にも分からない」

			「話す気はないと受け取っていいのか？」

			「どちらでも大した差はない」

			　そんな言葉の応酬をしながらも、リーファは魔法陣を起動していた。

			　休む間もなく放たれ続けるリーファの魔法を、アルバートは適切にかわし、受け止め、吹き飛ばし、いなしていく。一瞬の迷いもないその動きは一流であることの証明だった。

			「まあ、いい。私がやるべきことは、お前を殺すことだけだからな」

			　アルバートは淡々と言う。

			　迅はそんな二人を見てくつくつと笑った。

			「――『不死』を殺すか。なかなかに面白い試みだな。わざわざこんなところまでついてきた甲斐があったというものだ」

			　リーファはその言葉を受けて、気分を害したように目を細める。

			「……ふざけた男だ、叩き潰してやろう」

			　竜騎士と勇者、そして魔王。

			　世界に名を轟かせる、三人の怪物が衝突する。

			　――天が割れ、雲が裂けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　グラントは傷口を押さえるのも忘れ、呆然とした様子で戦いを眺めていた。

			「……王国最強」

			　ポツリと呟く。

			　竜騎士アルバート・レンフィールド。

			　ライン王国が誇る精強な竜騎士隊の隊長にして、最強と名高い若き英傑。

			　ノーランドが用意していた切り札。

			　――なるほど、とグラントは納得する。

			　確かに竜騎士ならば、馬の数十倍の速度で現場に到着することができる。

			　今回のように急に封印が解かれた場合などには、うってつけの存在だろう。

			　そしてライン王国に君臨したとされる、勇者のひとり。

			　

			　――確か、一月ほど前のことだ。

			　唐突に現界した『光の柱』に導かれ、この世界には五人の勇者が光臨した。

			　そのうち四人が現れた位置は、ライン王国、ヴァリス帝国、ミラ神聖国、レーノ共和国。

			　人間側では俗に『四強』と呼ばれる、世界屈指の強国――その首都である。

			　最後の一人は運が悪かったのか、『光の柱』は魔大陸の迷宮『奈落』に現界。おそらくそのまま光に導かれ、迷宮の奥底に落ちていったと予測されている。

			　それは世界最悪とすら呼ばれた、踏破者ゼロの大迷宮。

			　いくら勇者とはいえ、生存は絶望的だという話を聞いているが――ともあれ。

			「この男が……二代目の勇者のひとりか」

			　

			　――世界に悪しき災厄迫りしとき、聖なる光に導かれ、勇者は再び現れる。

			　

			　教会に降りた神託通りの出来事。

			　流石に五人も勇者が現れるとは予想していなかったが――それだけ、世界に危機が迫っているということなのだろう。なぜなら現にグラントの眼前で、魔王が復活したのだから。

			　そして封印から解かれた魔王に対して、召喚された勇者が駆けつけたのだから。

			　つまり、これは必然なのだろう。女神の思惑通りに世界は動いている。

			　少なくとも、今はまだ。

			（――シドーたちを、回収しなくては）

			　グラントは右腕を失くしてはいるが、気力を振り絞ればまだ戦うことはできる。

			　だが、もはや剣を取る気は起きなかった。

			　あの戦いに介入したところで、グラントでは足手纏(まと)いにしかならないのだ。

			　玄海とセドリックの仇を討つことはできない。

			　グラントは無力さを痛感しながらも、ひとまず退避を優先させる。

			　迅は冒険者たちに気を遣ったのか、リーファを吹き飛ばし、戦場を移行している。

			　そのおかげで、倒れている者たちを運ぶことができそうだった。

			　アルバートと迅の猛攻により、リーファはどんどんグラントたちから離れていく。

			　だがグラントの常識を覆すかのように、戦闘の余波は大地を震撼させていた。

			　アルバートたちも、決して余裕綽々というわけではなさそうだ。

			　いつリーファが戻ってくるかも分からない。

			　急いでこの場から離れる必要があった。

			　失った右腕が幻肢痛を発するが、グラントは意思の力でそれをねじ伏せる。

			「シドーを回収しなければ…………」

			　右腕を失ったせいで上手く歩けないが、何とか意識を失っている士道を左腕で抱え込む。

			　思っていた以上に、バランスを取るのが至難の業だった。

			　グラントは歩くことに全霊を込めながら、倒れ伏すサリウスに尋ねた。

			「……サリウス。動けるか？」

			「…………何、とか……」

			　熱水でひどい全身火傷を負っているサリウスは、どうにか立ち上がった。

			　歩くことすら辛そうだ。

			　しかし、左腕しかないグラントではサリウスを抱えて走ることはできない。

			　自力で動いてもらうしかなかった。

			「ぬぅっ!?」

			　そうこうしている間にも、断続的に地響きが巻き起こる。

			　衝突する三人の膨大な魔力の余波が、地震を引き起こしているのだ。

			　グラントはバランスを失って転倒した。

			　激痛で視界が揺れる。

			　動けないグラントはそこで、揺れる草木の囀りを聞き取った。

			「困ってるみたいだね」

			「エレノア……なぜ戻ってきたのだ？」

			　そちらに目をやると、第二級冒険者のエレノアが姿を見せた。

			　彼女だけではなく、数名の上級冒険者たちが慌てたように駆け寄ってくる。

			「……三人とも、ひどい傷だ」

			　エレノアは苦い表情で呟いた。

			　彼女には撤退した冒険者たちの指揮を任せていたので、この場には残れなかった。

			　戦えないことは当然だったが、それでもこの結果を悔いているらしい。

			　エレノアたちは担架に士道を乗せ、グラントとサリウスの肩を担いで歩き出す。

			　魔力による身体強化があるため、それほど苦ではないようだった。

			「少し揺れます。森を抜けた先に馬車があるので、そこまで我慢してください」

			「ああ。済まんな、頼んだ」

			　稀少な治癒術師の天職を持つ女が、グラントの肩に〝治癒〟をかけた。

			　そのおかげで痛みが和らいでいく。

			　彼女は士道やサリウスにも同様の処置をした。

			　いずれも簡易な治療だが、本格的な処置は街に戻ってからなのだろう。

			　グラントは横目にエレノアを見やる。

			　彼女は不気味なものを見るように空を仰いでいた。

			「……巻き込まれただけで死にかねない争いだね」

			「うむ。さっさと退避しよう。俺たちが巻き添えになるのは、彼らも望んでないだろうからな」

			「分かってる……けど、セドリックはどうしたんだい？」

			　グラントは静かに首を振る。

			　エレノアは感情を圧し殺した表情で、小さく「そうか」と呟いた。

			　せっかく勇者と竜騎士が危機から救ってくれたというのに、場の雰囲気は著しく重かった。

			　死者が絡む戦争では当然のことではある。

			　何年か前までは傭(よう)兵(へい)も兼ねていたグラントは、それを明確に理解していた。

			「シドーの血は止まったのか？」

			「ええ」

			「そうか、なら良かった。そいつは一番、血を流している。安静にしておけ」

			　眠りについている士道は安らかな寝顔をしていた。

			　精悍かつ端整な顔立ちには、まだ少年のあどけなさが残っている。

			「……そいつは、死に物狂いで悪魔を倒した、俺たちの英雄だ」

			　グラントは言う。

			　不死魔王の復活こそ止められなかったものの――もしバーンが生きていて、リーファと共闘していたらと考えると、肌が粟(あわ)立つような恐怖を覚える。

			「……悪魔に、魔王か。百年前の伝説みたいな存在が、次々と現れてる。ここが本当に現実なのか、疑っちまうよあたしは」

			　森林を移動している間も、断続的に地響きが鳴り響いていた。

			　はるか上空を仰げば、どうやら空中戦に移行しているらしい。

			　高速で場所を入れ替える白竜と悪魔の翼だけが、辛うじて見えた。

			　まるで神話を見ているかのような光景だった。

			「……アルバートたちが押されているな」

			　グラントが呟く。

			　一つずつ傷が増えていくアルバートに対して、いまだ無傷のリーファ。

			　舞台が空中に移行し、飛行手段を持たない勇者が上手く戦いに絡めていない。

			　このままアルバートと迅が各個撃破された場合、結果は何も変わらない。

			　危機感を抱くが、その思いを察したかのようにエレノアが返答した。

			「その点なら、心配しなくてもいいらしい」

			「どういうことだ？」

			「伯爵に聞いた。アイツが用意していた策は、あの二人のことじゃない」

			　エレノアの言葉を聞くまでもなかった。

			　答えはすぐに現れる。

			　グラントはそれを見て、ゆっくりと息を吐いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なるほど……小賢しい男だ」

			　不死魔王リーファは、忌々しげに口を尖らせた。

			　その言葉を受けたアルバートはニヤリとした笑みを浮かべる。

			「気づいたようだな。少し残念だな、もっと驚いてほしかった」

			　軽い調子で言う。だが、言葉の内容ほどアルバートに余裕はなかった。

			　今このときも、ギリギリまで神経を研ぎ澄ましている。

			「……貴様らでは私を倒せないとは思っていたが、そういう魂胆があったとはな」

			　リーファは吐き捨てるように言った。

			　アルバートは白竜の背で、大きく手を広げる。

			　そのはるか後方には――何体もの竜が羽ばたいていると、辛うじて窺(うかが)えた。

			　ライン王国の騎士団。精鋭と呼ばれた竜騎士隊だった。

			　アルバートは密かに安(あん)堵(ど)の息を吐く。

			　間に合ってくれて助かった。

			　魔王は、やはり規格外の実力を持っている。このままだと殺されていたところだ。

			「……俺が全力で竜を駆ると、誰もついてくることができないからな。だが、事態は一刻を争う。本隊が間に合うまでの足止めのために、俺とジンだけが先行していたというだけの話だ」

			「フン……流石は人間だ。単体では弱くとも、まるで蟻(あり)のように群れる」

			「それの何が悪い？　時代遅れの怪物よ」

			「……」

			「――魔王。このライン王国が、なぜ世界屈指の強国たりえるのか、その理由は知ってるか？」

			「……百年前から、何も変わっていないらしい」

			　魔王は視線を細め、鬱(うつ)陶(とう)しげに呟く。

			　そう、ライン王国が古くから強国で在り続けられる理由は、ただひとつ。

			　世界に唯一存在する、竜騎士隊の精強さゆえだった。

			　百年前の戦争で竜族と契約することで、竜種を手懐けることが可能になった。

			　かつて魔王軍に大規模な損害を与え、初代の勇者に並んで評された、栄誉ある部隊。

			「王国最強――その意味がどういうものか、再び教えてやる」

			　アルバートは白竜の背にて、ゆったりと長槍を構えた。

			　その間にも天駆ける竜たちは、凄まじい勢いでこの場に迫っている。

			　あの速度なら、数分もしないうちに到着するだろう。

			　だが、アルバートにはひとつの懸念があった。

			　それを表情に出さないように意識しながら、リーファに向けて言葉を放つ。

			「さあ、どうする不死魔王。ここにはお前の配下はどこにもいない。いくら魔王でも、ひとりで竜騎士隊を相手にできると思うほどに自惚れているのなら、その間違いを正そう」

			「……そうだな」

			　煽るようなアルバートの言葉に、リーファは素直に首(しゆ)肯(こう)した。

			　その直後。

			　何の予備動作もなく、圧倒的な数の魔法陣が顕(けん)現(げん)する。

			「っ!?」

			　アルバートと白竜を圧倒的な黒の洪水が包み込んだ。

			　墨のような成分が空に現出している。それも大量に。

			　アルバートが白竜に指示を出すと、光のブレスが放たれた。

			　白竜は首から先をぐるりと振り回し、縦横無尽にブレスが黒い水を吹き散らしていく。

			　リーファの魔力で宙に固定されていた黒い水分は、不吉な雨のように地面へ落ちていった。

			　だが、危機からは逃れたものの、リーファの姿はすでにない。

			「…………逃げた、か」

			　アルバートは安(あん)堵(ど)の息を吐く。

			　どっと疲れが押し寄せ、白竜の背中にもたれかかった。

			　竜騎士の隊服もリーファの置き土産の黒い水分で染められ、汚れきっている。

			　白竜も体を震わせるが、それでもかなり黒に汚されていた。洗う必要があるだろう。

			　リーファなりの意趣返し――なのだろうか。

			　ともあれ、白竜が主を心配するかのように嘶きを上げている。

			　アルバートは苦笑して竜鱗を撫でると、後方の竜騎士隊をぼんやりと眺めた。

			　距離が近づくほど、その数が正確に見えてくる。

			　やはり十人もいなかった。

			　王都を守護している平和の象徴たる竜騎士を、そう大量に動かせるはずもない。

			　よって、アルバートは敵わないと悟った瞬間、リーファを騙す策に賭けた。

			　彼女が自発的に逃げるように仕向けたのだ。

			　一世一代の賭けだった。

			　もし魔王が竜騎士隊の数を誇張していることに気づいていれば、アルバートたちは全滅していただろう。魔王はそれだけの怪物だ。その脅威は身に染みて理解した。

			　王国最強の竜騎士たるアルバートでも、後数分遅ければ殺されていただろう。

			　とはいえ――無論、ただで逃がしたわけではない。

			「ジン、成功したのか？」

			「一応はな。しかし、気づかれないとは考えづらい」

			　尋ねながら地面に降り立つと、胡坐をかいて座っていた迅が返答する。

			「まあ、上手くいけば儲けもんってところじゃないかね」

			　迅は言う。その態度から緊張は見えない。

			　アルバートですら魔王に対する恐怖を振り払いながら戦っていたというのに、迅は欠伸すらしてのけるほどの気楽さだ。勇者の天職ゆえか、確かに成長は著しい。だが、いまだ実力はアルバートのほうがはるかに上。だというのに、魔王を前にしてあの態度。

			　異様なまでの胆力を持つ男だった。

			　――いや、それだけの男だからこそ、勇者として異世界から召喚されたのだろうか。

			「……どうした？」

			　迅は怪訝そうにこちらを見ている。

			「いや何でもない。それより、ちゃんと表示はされているのか？」

			「見たほうが早い」

			　迅がひょい、と、掌サイズで円型の物品を投げてきた。

			　その表面には比較的正確な世界地図が映り、一部だけ光が点滅している。

			　つまり――これが、リーファの位置ということか。

			　リーファの背中には、迅が密かに最新式の魔道具『ベル』を取り付けていた。

			　迅曰く発信機のような性能を持つとのことだが、正直なところ、よく理解できない。

			　これは少し前、レーノ共和国に存在する魔道都市アルスフォードという世界屈指の技術都市にて開発され、それを耳にした迅がわざわざ指示をして買いつけたものだ。

			　そのときは疑問に思っていたが、今こうして魔王の居場所を捉えるために役立っているのだから、迅の判断は正しいと認めざるを得ない。どうやら魔道都市に突如として現れ、自らを科学者と呼称した不思議な人物が『ベル』を開発したようだが――それはともかく。

			　これを利用して、悪魔たちが潜伏しているアジトを見つけ出す。

			　あまりにも単純な計画だが、成功の根拠もそれなりにあった。

			　リーファは百年前から今日まで封印されていた以上、それまでの知識しか持たない。

			　最新の魔道具の性能など知る由もなかった。

			　ゆえに、精巧に魔力を隠された『ベル』に気づかない可能性は充分にある。

			「……居場所が分かるだけでも成功だろう。いずれ復活するのは分かっていたというのに、対策の金を惜しんでいた王国上層部の怠慢だな」

			　白竜がアルバートを励ますように首(しゆ)肯(こう)する。

			　高い知能を持つ竜種は、多少なら人語を解することができるのだ。

			「……天候が元に戻るか」

			　迅が淡々とした様子で呟いた。

			　これまで夜に染まっていた空が徐々に、本来あるべき時間帯の空に戻り始めていた。

			　スキル『夜天』を持つ魔王がこの場から逃げたせいだろう。

			　夕暮れの太陽が、荒れ果てた大地に佇(たたず)むアルバートたちを穏やかに照らし出した。

			「ひとまずは解決ということでいいのか？」

			「ああ――だが、これから忙しくなることは間違いない。不死魔王の復活が世に広まれば、必ず悪魔の動きは活発になる。そこを叩くしかない。人々を、危機から守り抜くためには」

			　アルバートが決意を以って告げると、迅は豪快に笑い出した。

			「ハッハッハ！　相変わらずお堅い頭だな。だが嫌いじゃない」

			　そんな迅を見て首を傾げつつも、アルバートは白竜に指示を出す。

			　アクラリアの街へと向かうように。

			　白竜の背に乗った竜騎士は、民のもとへと帰還していく。

			　こうして街の存亡を懸けた戦いは終わりを迎えた。

			　同時にこの戦いは――人間と悪魔の戦争。その、再開の狼煙だった。

		

	
		
			　

			第26話　覚悟の光

			　

			　とても暖かい夢を見ていた。

			　士道は自分の意識のなかを、当てもなく彷徨い続ける。

			　――母親は優しい人だった。

			　士道が少しでも勉強していると、根を詰め過ぎないようにと心配した。

			　部活で失敗する度に、辞めても構わないと逃げ道を与えてくれた。

			　叱ることができない彼女は、教師には向いていない人間だったと思う。

			　――父親は厳しい人だった。

			　幼い頃、悪いことをする度に必ず拳骨が落ちた。

			　そして良いことをする度、大きな手で頭を撫でてくれた。

			　彼は常に多忙で家に帰ってくることは少なく、士道が大きくなると話す機会もなくなった。

			　だから、その感覚は新鮮だった。

			　いつも見守られているような、安心感のある心持ち。

			　異世界にひとり、心細い気持ちだった士道を、支え、導いてくれた老人。

			　古賀玄海。

			　だが、彼はもういない。

			　暗闇の最中で道標となっていた彼の頼もしい背中は、段々と薄れて消えていく。

			　士道は――ただ、手を伸ばすことしかできなかった。

			「シドーさん……」

			　だが、そこで哀しげな声音と共に、僅かな光が差し込んでくる。

			　士道は夢だと気づいて瞼(まぶた)を開いた。

			「ここは……」

			「シドーさん!?　良かった、気がついたんですね」

			　目の前の天井は見たことがある。

			　確か、冒険者ギルドの救護室だったはずだ。

			　視線を横に向けると、目尻に涙を浮かべたレーナが、安(あん)堵(ど)したような表情をしている。

			　ベッドから起き上がろうとしたが、その瞬間、力が抜けてベッドに倒れこんだ。

			「まだ動いちゃ駄目ですよ。傷の大半は治癒術師さんが治してくれましたけど、そう簡単にすべて治せるほど便利じゃないですし、体の疲れや失った魔力まで戻せるわけじゃないので」

			　レーナはにこにこと尻尾(しつぽ)を振り回しつつも、士道に忠告する。

			　士道は改めて自分の肉体を見返すと、各所に包帯が巻きつけられていた。

			　いまだ僅かに痛む体を確認しつつ、士道はレーナに尋ねた。

			「戦いはどうなった？」

			「えっと……王都から来た竜騎士隊と勇者様が魔王を撃退して、とりあえずの終結はしました。ちなみに、もうあの戦いから三日が過ぎてますからね」

			「俺はそんなに寝ていたのか」

			「魔力切れだから仕方ないですけど、みんな心配してましたからね」

			「ずっとついててくれたのか？」

			　士道が尋ねると、レーナは少し頬を紅潮させる。

			　猫耳がぴょこりと揺れていた。

			「……は、はい。シドーさんは、わたしを助けてくれましたし、何か、できることはないかなと思って」

			「ありがとな」

			　士道は自然にレーナの髪に手を伸ばし、優しく撫でる。

			　レーナは気持ち良さそうに目を細めた。

			「……って、何してるんですか!?」

			「駄目なの？」

			「だだだ駄目じゃないこともなくもないですけど、でもなんというか驚きますし……」

			「ともあれ」

			「話を切り替えられた!?」

			「腹が減ったな」

			「あ、ご飯ぐらいならわたしが買ってきますけど」

			「悪い、頼めるか？」

			　士道はそう言ってレーナの髪から手を放す。

			　彼女は少し名残惜しげに見ていたが、ハッとしたように視線を逸らした。

			「……そういえば、さっき随分うなされてましたけど、悪い夢でも見たんですか？」

			「いや……まあ、ちょっとな」

			　家族の記憶。そして――玄海の背中。

			　育ててくれた家族とも、導いてくれた師匠とも、もはや会うことは叶わない。

			　だけど失ったものだけではないと、ぱたぱたと部屋を出ていく少女を眺めて、士道は思った。

			　そこへ、

			「おお、シドー！　起きたようだな！」

			　大声を張り上げながら救護室に入ってきたのは、グラントだった。

			　彼に右腕はない。

			　あの戦いでリーファに斬り飛ばされたからだ。

			　だが、隻腕となったグラントはその影響を感じさせないほど快活な調子で言う。

			「まったく、シドー。一時はどうなることかと思ったぞ！」

			「そんなにヤバかったんです？」

			「血を流しすぎていたからかな。しかし、上位悪魔に続いて魔王だ。状況的にすぐ治癒してやることもできなかった。本当に、申し訳ない」

			「いや、謝ることじゃ……気絶してた俺を運んでくれたんですよね？　むしろ感謝が強い」

			「ハッハッハ！　それこそ、感謝するのはこちらだ。あの悪魔を討(とう)伐(ばつ)した英雄だからな。そのうちギルドからたんまりと報酬が渡されるぞ」

			「ギルド……というと、セドリックさんは……」

			　急に表情を失ったグラントは、静かに首を振った。

			　そうか、と士道は沈痛そうに顔を歪(ゆが)める。

			「お前が気に病むことではない。充分にやってくれただろう」

			　グラントは再び快活な笑みを浮かべる。

			　人一倍悲しんでいるだろうに、そんな素振りはまったく見せない。

			　強い人だと士道は思った。

			「サリウスさんはひどい傷を負ってたと思うんですが……無事なんですか？」

			「うむ。すぐに治癒術師が治療してくれたからな。ひとまず命の危機は脱している」

			「なら、良かったです」

			　士道はそう言って息を吐くと、ベッドの端に手をかける。

			「あ、シドーさん……」

			　再度立ち上がろうとした士道を、ちょうど戻ってきたレーナが止めに入った。

			「大丈夫だ」

			　士道は強い口調で、そんな彼女を押し留めた。

			「頼んでおいて悪いな。食事はそこに置いといてくれるか。戻ったら食べるから」

			　怪我を負っていても、やるべきことがあった。

			　グラントは士道の目的を理解しているらしく、レーナに目配せする。

			「……行きたい場所があるのだ。案内してやれ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　外(がい)套(とう)を羽織った士道は杖をつき、力の入らない肉体を何とか動かしていた。

			　情けないことだが、歩くだけで精一杯である。

			　隣を歩くレーナは心配そうにしているが、止めるような真似はしない。

			　士道の目的を知ったからだ。

			「…………ここか」

			　周囲には綺麗な長方形に削られた石がいくつも並んでいた、

			　そのうちのひとつ、最も新しい石板に士道は足を向ける。

			　人影はなく、吹き荒ぶ風がその場所の寂しさを象徴しているようだった。

			　アクラリアの東端に位置する墓地。

			　そこを訪れた士道の眼前には、周囲と何ら変わりない墓石が佇(たたず)んでいる。

			「……」

			　この地、ライン王国に伝わるミラ教――その教えに従い、墓は自然とこの形式になっている。

			　墓には小さく文字が刻まれている。そのひとつには、こう書かれていた。

			　

			　――〝ゲンカイ・コガ、ここに眠る〟

			　

			　簡素な一文だった。

			　今回の戦死者の名前が刻まれたその墓前にて、士道は無表情で佇(たたず)んでいる。

			　レーナは一歩下がった位置にいた。

			「……未来を紡(つむ)ぐ者へ、か」

			　やがて、士道はポツリと呟いた。

			　玄海が死の直前に放った言葉を思い返しているのだ。

			　

			「……玄海さん。俺は、あなたの期待に応えられる男じゃない。そう思っていた」

			　士道は墓前に語りかける。

			　死者に言葉は届かないと理解していて、それでも自分の心に意思を示すように。

			　孤島で共に過ごした、彼の好々爺然とした笑みが脳裏を過る。

			　本当の意味で、世界の厳しさを知ったような気がした。

			　それでも士道は生きていく。生き抜くべき理由があり、憧れた場所があるから。

			「……でも俺は、あなたに憧れていた。誰かを助け、導くことができるような人間になりたいと、あなたを見て思った。そんな未来を求めた。そう在りたいと願った」

			　その目には、確固たる決意の光が宿っていた。

			「……だから、たとえ分不相応でも、そんな資格がなくとも、俺は――挑み続ける」

			　士道はそう告げて一礼すると、玄海の墓に背を向けた。

			　後ろを振り返らずに、大地を踏み締めて、前へと進んでいく。

			　そこで、

			「……」

			　前方から葉山集が歩いてきた。

			　士道と同じく傷だらけの集は、どこか憮然とした顔をしている。

			　その手には上等な酒瓶を携えていた。
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			　集が誰の墓前へ向かうのか――そんなことは、尋ねるまでもない。

			「別れは済ませたのか」

			「ああ」

			「僕を恨んでくれて構わない」

			「自惚れるなよ。玄海さんが、自分の意思でやったことだ」

			　二人はすれ違いざま、簡潔に言葉を交わした。

			　互いに振り返ることはない。

			　――異世界の太陽が煌(こう)々(こう)と輝き、士道の行く道を照らしていた。

		

	
		
			　

			第27話　始まりの狼煙

			　

			「悪いな」

			　そう呟いたのはアルバート・レンフィールドだ。

			　窓際の壁に背を預け、腕を組んで佇(たたず)んでいる。

			　その正面にいるノーランド・サザルーフ伯爵は、薄い頭髪に手をやりながら言った。

			「いや、もともとこちらの準備不足だ。セドリックを失ったのは痛いが……魔王がいずれ復活するのは分かっていた。それが早まっただけのこと」

			「なら、いいんだが……」

			　アルバートは歯切れの悪い口調だった。

			　普段はライン王国王都を警護しているアルバートだが、今回はたまたまアクラリアの街から遠く離れた場所に出張していて、到着にかなりの時間を要した。

			　何とか戦闘中に間に合うことはできたとはいえ、無為な犠牲を増やしてしまったのだ。

			　ノーランドは慰めるように肩をすくめる。

			「そもそも連絡するのが遅かったからな。他の貴族にはこの一件を糾弾されるだろうが、どうせ王は何も言わん。問題は魔王が復活するという分かりきっていたことではなく、これから活発化する魔王軍を相手にどう動くか――なのだからな」

			「……そうだな。封印の耐久度を考えれば、以って数年だっただろう」

			　二人が会話している場所は、アクラリアの中央に位置する伯爵邸の応接室だった。

			　その周囲には、豪奢な意匠と飾り付けがなされている。

			　すぐ近くのソファには迅が座り、昼間だというのに酒を呑んでいた。

			「魔王の動向は？」

			「ライン王国から離れてはいないな。どうも北方に向かっているらしい」

			「そういえば北方、ピレーヌ山脈付近には悪魔のアジトがあるという噂があったな……」

			　迅の返答を受け、アルバートは顎(あご)に手を当てて黙考する。

			　そこでノーランドが言った。

			「まず間違いないだろう。魔王軍に侵略された百年前とは違い、悪魔たちが大手を振って歩ける場所は魔大陸のみだ。そこ以外でゲリラ活動が散見されている以上、その付近には悪魔のアジトがある。そして奴らは人の目に触れない場所に潜伏する必要があるのだから、周囲の情報にはそれなりに気を遣っているはずだ」

			「そこのアジトにいる悪魔が魔王復活に気づき、接触したと考えるほうが自然か……」

			「うむ。まだ手を出していないだろうな？」

			「すぐにでも攻撃するべきだと主張する貴族を何とか抑えている。無駄死にはごめんだ」

			　アルバートは軽く笑みを浮かべて言う。

			　迅は新しい酒瓶を手に取りながら、豪快に笑った。

			「ははは！　それはそうだろう。攻勢をかけるのはまだ早い。ワシら勇者や、異世界人たちの成長を待ったほうが賢明だな。何のために女神がわざわざ動いたと思っている」

			「……」

			　アルバートは閉口する。

			　迅は異世界から女神に呼び出され、召喚された勇者――そう聞いている。

			　彼の話では、すでにこの世界に、百人の異世界人が転移して来ているらしい。

			　この世界は女神と魔神の闘争のために用意された舞台であり、異世界人は女神の新たな駒なのだと言っていた。

			　しかし、いくら伝説の勇者の言葉とはいえ、簡単に信じられる理屈ではない。

			　女神とはもっと崇高で、拝むことすらままならない存在のはずだ。

			　少なくとも、そう思っていた。

			　アルバートが黙っている間にも、二人の話は続いていく。

			「――だが、今回の件は決定的だ。上位悪魔バーン・ストライクだったか。奴の出現もかなり唐突だっただろう。有象無象ならまだしも、上位の悪魔が我々の網をかいくぐっている」

			「ふむ。それで、ピレーヌ山脈とやらにアジトがあるとして、それはどこのことだ？」

			「迷宮都市ローレン。大陸最北の都市の、さらに北だな。分かるか？」

			「――なるほど、ここか」

			「そういえば確かローレンとピレーヌ山脈の間の森林に、エルフ族の里もあったはずだな」

			　アルバートも口を挟むと、ノーランドは頷いた。

			「そうだ。エルフとの仲も今は微妙なところ。ゆえに、王国も手を出しづらい」

			「だから悪魔はここを選んだ、と。ふむ」

			　迅は納得したように呟きつつ、ワインを一息に飲み干していく。

			　これだけ呑んでも顔色や様子にまったく変化がないところが、逆におそろしい。

			　ノーランドは呆れたように嘆(たん)息(そく)しつつ、

			「そもそも、単体で一国を滅ぼすとも云われる魔王が、わざわざ潜伏する理由は何かね？」

			「それは昔の伝承だ。あの頃とは違い、今は人間も強くなった。いくら魔王でも簡単に滅ぼせはしない。ましてやこのライン王国は、今や世界屈指の強国だ」

			「魔王軍の残党狩りは進んでいるのだろう？　アジトと言ってもたかが知れているのでは？」

			　アルバートは窓の外を眺めながら、首を振る。

			　世間一般の認識はノーランドの言う通りなのだが、アルバートの感覚では異なる。

			　これは、実際に悪魔狩りの現場に立つ者だからこその実感なのだろう。

			「確かに、暴れ回るしか脳がないような奴らは討(とう)伐(ばつ)した。だが、これまで黙して、潜伏し、機会をひたすらに待っている奴だって相当いるはずだ。そして魔王が復活したということは、そいつらが動き出すことに他ならない。仮にそのアジトにはまだ数が少なかったとしても、魔王がいるとなれば、必ず悪魔が集まってくる――再び戦争を仕掛けるために」

			　百年前、サタン王国という強大な国があり、その凶悪な軍部は魔王軍と呼ばれていた。

			　屈強な魔物が数多く存在し、常に厳しい環境に晒(さら)される魔大陸に築かれ、居住する生物はもちろん、悪魔が大半を占めていた。

			『三大魔王』と呼ばれる当時の魔王軍の首脳は、人間たちが支配している中央大陸やユーレンザラード大陸へと侵攻。

			　飛行能力を持つ黒い翼。

			　平均して人間の三倍を誇るとされる強大な魔力。

			　上位、中位、下位と生まれによって分けられた階級に比例して頑丈かつ強力な肉体。

			　そして何より、当時は個体数も多かった悪魔たちは、人間たちを相手に猛威を振るった。

			　対する人間たちはいろいろな国が手を結び、悪魔に対抗したが、それでも魔王軍の脅威に屈して滅亡の危機に瀕していた。

			　そんな情勢のなか――女神の光に導かれて、世界に光臨したのが勇者と呼ばれる存在だ。

			　悪魔を滅する聖剣を握った彼は、そのカリスマと圧倒的な力を以って人間たちを指揮した。

			　すると、勇者の絶大な強さと人々の士気の高まりによって、見事に形勢を逆転。

			　精鋭と共に魔大陸にまで斬り込んだ彼は、どうにか『三大魔王』の無力化に成功し、元の世界に帰還した――そう伝えられている。

			　アルバートはその伝承を思い返し、嘆(たん)息(そく)した。

			（……俺たちは、百年前の戦争を繰り返すことになるのかもしれない）

			　深刻な顔をするアルバートに対して、ノーランドは葉巻に火をつけながら、

			「フー…………そういえば、まだ民衆には勇者の存在を公表していなかったか？」

			「とはいえ、もはや公然の秘密だけどな『光の柱』の時点で分かりきっている」

			　迅も肩をすくめて言う。

			「というか、ワシも魔王との戦闘中に名乗っていたしな。ハハハ！」

			　笑い飛ばす迅に、アルバートはこめかみを押さえた。

			「ともあれ」

			　迅が話を区切る。

			「ひとまずワシは迷宮都市ローレンに向かおう。ピレーヌ山脈のアジトにちょっかいをかけるかどうかは、まずそこに着いてからの話だ」

			「……そうだな」

			　アルバートは頷く。

			　窓枠に肘をかけ、視線を下げると、街はがやがやとした喧(けん)騒(そう)で賑わっていた。

			　その光景を見て、これを守ることこそが、騎士の責務なのだと改めて自覚した。

			　アルバートが来る前に上位悪魔を倒したというあの少年には、感謝してもしきれない。

			　彼のおかげで被害は予想よりもはるかに少なかった。

			「――あの少年のことか？」

			　迅はアルバートの思考を見透かしたように呟く。

			「奴は、ワシと同じ異世界人だ。礼ならワシから言っておこう」

			「本当か？　……そうか、なるほどな。そういうことなら、お前に頼んだ」

			　そう言って、アルバートは立ち上がった。

			「もう帰還するのか？」

			「竜騎士は忙しくてな。人々の希望という役割が勇者に移れば、多少は暇ができるかもしれないけど」

			「ワシが人々の希望というガラか？」

			「違いない」

			　苦笑するアルバートに対して、ノーランドは愉快そうに笑った。

			「……では、またな。お二人さん。ジンはどうせ、すぐに会うことになるだろうが」

			　アルバートが屋敷から出ると、主人の帰還を待ちわびたように、白竜の嘶きが聞こえた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……あの船か？」

			　海上を高速で飛行している少女は、前方に帆船を見つけて目を細めた。

			　黒い翼を羽ばたかせ、銀色の髪をたなびかせるのは――不死魔王、リーファ・ラルート。

			　アルバートと迅の攻勢から撤退したリーファは、そのままアクラリアがある島を離脱し、海上を飛翔して移動していた。

			　その理由は、アルバートや迅との戦闘中に突如として割り込んできた、灰色の外(がい)套(とう)を着た少年があのときリーファに向かって、小声でこう囁(ささや)いてきたからである。

			「――ここと本国を繋ぐ海上。そこの船で待っている。僕はルドルフの部下だ」

			　ルドルフ。

			　その名前を出されては、いくら下位悪魔の言葉とはいえ無視できない。

			　百年前の魔王軍を陰で支え続けた参謀――それが、ルドルフ・ヨハネスという悪魔だった。

			　集団の指揮が異様に上手く、中位悪魔の生まれで破格の功績を上げ続けた熟練の軍師。

			　狡猾にして冷静、そして忍耐強い男だ。

			　魔王の復活を百年も待ち、ひたすら潜伏し続けていても不思議はない。

			「だが、あれは下位悪魔だ。果たして信用に足る者なのか……」

			　リーファは呟きながら、帆船の甲板上に舞い降りる。

			　だが、そこはシンと静まり返っていて、生物の気配はまったく窺(うかが)えない。

			「……騙されたか？」

			「そんなことはないと思うよ」

			　カツ、と――わざとらしく足音を鳴らして、その少年は姿を見せた。

			　リーファは動揺を抑えつけ、振り向くと同時に飛び退く。

			　そして険しい視線を少年に向けた。

			「やあ、魔王様。来てくれるとは思わなかったよ」

			　警戒するリーファに対して、少年は柔らかく笑みを浮かべた。

			　一見すると、平凡な少年だった。

			　黒髪の下には、頼りなさげな顔立ち。優しげな瞳には眼鏡をかけている。中肉中背の体躯には灰色の外(がい)套(とう)を纏(まと)い、足には布から作られた奇妙な靴を履いていた。

			「……何だ、貴様は？」

			　そんな平凡そうな少年だからこそ、リーファは猛烈な危機感を覚えていた。

			　なぜなら、リーファはすでに二度もこの少年に背後を取られている。

			　決して気を抜いていたわけではないというのに。

			「霧崎翔。異世界から呼び出された『女神の使徒』だった者だよ」

			　その言葉を聞いた瞬間、リーファはおそろしい速度で魔法陣を展開した。

			〝水槍〟――あまりに鋭く勢いのある水流は、ときには槍と化して敵を殺傷する。

			　そのはずだった。

			「――なっ」

			　だが、その魔法陣は魔法を発動する前に霧散した。

			「オオオオオオ!!」

			　雄叫びを上げながら、リーファに飛び掛かった男がいたからだ。

			「止まれ」

			　翔と呼ばれた少年の鋭い指示に従い、理性を失ったようだった男の動きは停止する。

			　間違いなく翔の支配下に置かれていた。

			「ほう……」

			　――これは固有スキルか、とリーファは思考する。

			　こんな人間は帆船のどこにも見当たらなかったはずだが。

			「落ち着いて、魔王様。僕は『女神の使徒』だった――と言っただろう？　最初はそうでも、今は違う。それどころか人間ですらない。君ならそれが分かると思うけど」

			「……そう、だな。今の貴様は、確かに悪魔だ」

			　リーファの判断は嗅覚によるものだ。

			　悪魔は同族の匂いを感じ取ると同時に、『女神の使徒』の匂いも本能的に嫌悪感を覚える。

			　その理由は、そもそも世界の始まりに起因する。

			　悪魔は魔神が女神に対する駒として造形したものだ。

			　ゆえに、敵である『女神の使徒』を察知できなければ意味がない。

			　リーファの種族は魔王。悪魔とは異なる点がいくつかあるが、本質的には同じだ。

			「……だとしたら、今の貴様はいったい何だ？　それに、この男は……」

			「気づかなかったことを悔やむ必要はないと思うよ。僕の天職は忍術師。隠れ潜むことだけは得意なんだ。そして他の誰かを隠すこともね。誰かに気づかれるのなら僕の存在意義がない」

			　翔は肩をすくめながら、

			「僕は下位悪魔だよ。少なくとも、今はね。だから君の認識で間違っていない。女神の味方ではなく、魔王軍に協力している。だからルドルフの指示で君を封印から解く手伝いをした」

			「……」

			　確かに、理屈は通っている。

			　だが、この男の薄ら寒い笑みを信用していいのか。

			　リーファは目を細め、鋭い口調で尋ねた。

			「――キリサキと言ったな。貴様の目的は何だ。なぜ魔王軍に協力する？」

			　翔は拍子抜けしたように瞠(どう)目(もく)したが、やがて顎(あご)に手を当てると、こう答えた。

			「強いて言うなら、そうだな……女神が気に食わないから、とでも言っておこうかな」

		

	
		
			　

			第28話　とある依頼

			　

			　朝露を切り裂くように、鋭い剣閃が唸りを上げた。

			　高身長で細い肉体、端整な顔立ちに汗を浮かべた少年は無心に剣を振り続ける。

			　士道は愛剣を握り締めながら、ふと苦笑いを浮かべた。

			　サバイバル生活をしていた頃の習慣が抜けていなかったからだ。

			　鍛(たん)錬(れん)は怠るな――と、玄海は常に言っていた。
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			　もっとも上位悪魔との戦いで重傷を負ったせいで、数日は安静にしていたのだが。

			　今日になり、ようやく体がまともに動くようになってきたのだ。

			　士道は汗をタオルで拭きながら、呟く。

			「よし……悪くないな」

			　まだ体のだるさが残っているので剣筋は鈍っているが、感覚は取り戻してきた。

			　朝の鍛(たん)錬(れん)を終え、士道は深く息を吐く。

			　魔王が復活したあの戦いから、すでに四日が過ぎていた。

			　上位悪魔討(とう)伐(ばつ)の功績を評価され、冒険者の階級も第八級から第三級まで一気に昇格。

			　実力的にはもう少し上だろうと言われたが、まだ実績が足りないらしい。

			　とはいえ、冒険者の階級に大したこだわりがあるわけではない。

			　ギルドから破格の報酬をもらえたこともあり、士道は素直に納得していた。

			（……部屋に戻るか）

			　士道が訓練をしていた場所は泊まっている宿屋の裏手にある広場だ。

			　そこへ、

			「シドーさん、朝ご飯ですよ」

			　宿屋の二階から声が舞い降りてきた。

			　上を仰ぐと、レーナが窓から乗り出して手を振っていた。

			　病み上がりの士道を心配しているらしく、今もこうして世話を焼いてくれる。

			「悪いな」

			　ついつい彼女の厚意に甘えてしまうので申し訳ないと思いつつ、士道は部屋に戻った。

			　簡素な木造りの椅子に座ると、サンドイッチや温かそうなポトフが机に出される。

			「……量多くない？」

			「たくさん食べてください」

			　レーナは鍋や包丁を洗いつつ、妙に威圧感のある笑顔を浮かべた。

			「……お、おう」

			　レーナは士道の対面に腰掛けると、

			「そういえばあの話、聞きました？」

			「聞いたぞ」

			「いや、あの……まだ内容話してないんですが……」

			　いきなり話の腰を折られたレーナが、ジト目で士道を見る。

			「勇者様のことですよ。シドーさん、この前の魔王との戦いで勇者様が助けに来てくれたって言ってたじゃないですか。昨日、正式に王国の発表があったんですよ」

			　へぇ、と士道は頷く。ポトフの温かい味を堪能しながら、

			「……あの変な格好した奴のことか」

			　魔王を撃退したレベルオーバーの竜騎士。そして彼と共に現れた、大剣を背負った男。

			　自らを勇者と名乗った彼は――おそらく、異世界転移者のひとりだろう。

			　勇者を呼んだとされる『光の柱』の出現は、士道がこの世界にやってきた時期と一致する。

			『白い空間』でイリアスが起こしたランダム転移のなかで、五人の勇者という枠に選ばれた者もいる――という話だろうか。

			　集が本当の意味での『女神の使徒』を名乗っていたことを考えれば、そういった特別枠の転移者も多少はいると思っていたほうがいい。

			「まだこの街にいるみたいですし、会ってみたらどうです？」

			「確かに命を救われたようなものだしな……そうしておくか」

			　ともあれ。

			　朝食を食べ終えた士道は、冒険者ギルドに向かうことにした。

			　勇者の男もそこにいるかもしれない。

			「待ってくださいよー」

			　マイペースに外に出た士道を、ぱたぱたとした足音を立ててレーナが追ってくる。

			　慌てて戦闘用の魔道服に着替えたのか、ずれて下着が見えかかっていた。

			「身だしなみはちゃんと整えろよ」

			「ふぇ？」

			　レーナは不思議そうに小首を傾げたが、直後に自分の状態に気づいたようだ。

			　ぷいっとそっぽを向き、頬を紅くしながら服を着直す。

			　素知らぬ顔で空を見ている士道を、レーナはジト目で見つめてくる。

			「むー」

			「気づかないよりマシだろ」

			　涙目のレーナを慰めながら、士道たちは街を歩く。

			　大した距離もないのですぐに冒険者ギルドに到着し、両開きの扉を軽々と開いた。

			　ふわっと風が士道の髪をたなびかせる。

			　泰然とした様子で内部に踏み込むと、冒険者たちがざわめき始めた。

			「おい見ろよ、シドーだ……」

			「怪我が治ったのか……」

			「第三級にまで一気に上がったんだってな」

			　今日は依頼を受けないのか、くつろいでいる冒険者たちに噂をされる。

			　士道は何だかむず痒い感覚に襲われていた。

			　なぜだか妙に嬉しそうなレーナを連れて勇者を探していると、そこで声がかかった。

			「やぁ、シドー、レーナ。怪我はもう大丈夫なのかい？」

			「エレノア……まあ、おかげさまで」

			「今日はどうする予定なんだい？」

			「この前、助けに入ってくれた勇者がまだこの街にいるって聞いてな。探してるんだけど」

			「……確か、向こうでグラントと一緒にいたような気がするねえ。ちょっとついてきな」

			　士道は首(しゆ)肯(こう)してエレノアの後ろをついていく。

			　彼女はどうやら裏手の訓練場に向かっているようだ。

			「相変わらずだな……」

			　そこで士道は苦笑いを浮かべた。

			　なぜなら、一発でグラントのものだと分かる大声が響き渡ったからである。

			「ハッハッハ！　まだまだ甘いぞ、恐れるな、全力で踏み込んで来いっ!!」

			　あの戦いで隻腕になったグラントは、冒険者稼業を引退することを決めたらしい。

			　そうしてギルドの指導員になった。もともと、新人の面倒を見るのが好きだった男だ。

			　どうやらしばらく前から考えていたらしい。

			　ともあれグラントは士道に気づくと、汗をタオルで拭きながら近寄ってきた。

			「シドーよ。怪我が回復したようで何よりだ。ハッハッハ！」

			　快活に笑うグラントに士道は礼を言う。

			　エレノアは呆れながら、

			「それより、ジンを探してるらしいんだけど」

			「さっき、どこかに消えていったぞ。いつも酒を呑みながらフラフラしているからな」

			「そうか……」

			「探してみるか？」

			「いや、別に急いでないから大丈夫だ。また今度にしよう」

			「……ふむ、分かった。ならシドー、今日は空いているか？」

			「ああ」

			「ちょうどお前とレーナにも頼みたい依頼があってな。手伝ってもらえるとありがたい」

			　士道が視線で促すと、グラントは隅のテーブルに無造作に置かれていた紙束から、一枚を抜き出して渡してきた。

			「依頼書か」

			　グラントは頷きながら、士道に尋ねてくる。

			「第六級冒険者のゴルホを覚えているか？」

			「……」

			　士道は数秒考えた後に、ようやく思い出した。

			　初めて冒険者ギルドに入ったとき、玄海に潰された酔っ払いの男のことだ。

			「アレがどうかしたのか？」

			「この前、悪魔との戦いに参加しなかった奴とその取り巻きは、冒険者ギルドに姿を見せなくなった。しばらくは臆病者と後ろ指を指されるのが気に食わないから姿を見せないのだろうと思っていたが――」

			「――調べたら、街の船が一隻なくなってたんだよねえ」

			　エレノアが言葉を引き継ぐ。

			「……なるほど。それで冒険者ギルドに拘束、それが不可能なら討(とう)伐(ばつ)の依頼が出たのか」

			　依頼書にはゴルホたちの推定位置が記されている。

			　誰かが発見してギルドに報告したのだろう。

			　エレノアは嘆(たん)息(そく)しながら、

			「あんなんでも元第六級だ。下級を出して返り討ちにされても困る。しかし、うちの上級はこの前の戦いで負傷してるのが多くてね。戦力が足らなくて保留していたんだ」

			「なるほどな」

			　士道は依頼書を懐にしまいながら、尋ねる。

			「構わないけど、他に参加するのは誰かいるのか。それとも、俺たちだけでやるのか？」

			「少しはね。でも、あたしらがメインでやるしかないかな」

			「わたしも頑張ります」

			「なら良かった」

			　悪魔との戦いで冒険者の数そのものが減っている。

			　少数の精鋭を用いて、死者を出さずに拘束したいところだ。

			　そういえば――と、士道は言う。

			「葉山集の奴はどうしたんだ？」

			「……もしかして聞いてないのかい？」

			　エレノアは不思議そうな顔をした。

			　グラントが新人たちの訓練を監視しながら、大きな声で答える。

			「シュウなら一週間ほど前にこの街から出て行ったぞ。何やら、やるべきことがあるらしい」

			「今、うちのギルドは戦力が減ってるからいてほしかったけど、仕方ないよねえ」

			　上位悪魔との戦いの結末に、思うところがあったのだろう。

			　集とは別れの挨拶を交わすような間柄でもない。

			　それに世界のどこかでまた巡り合うだろう。そんな気がしていた。

			　ともあれ士道は意識を切り替え、依頼に集中することにした。

			「病み上がりにはちょうどいいだろ」

			　そのときは――そんな風に楽観していた。

		

	
		
			　

			第29話　再会

			　

			　ライン王国サザルーフ伯爵領。通称、アクラリアの街。

			　ユーレンザラード大陸と中央大陸の半ばにある大島に造られた街だ。

			　その港からしばらくユーレンザラード大陸のほうに向かうと、大海原には一隻の帆船が浮かんでいた。四本のマストに、大きな甲板。ガレオン級の帆船だった。

			　海に棲みつく魔物は対処が難しく、一隻だけで出航するなど自殺行為。しっかりと商隊を組み、護衛の冒険者などを雇い、万全を期するのが普通だ。

			　もし一隻で悠々と帆を貼る船があるなら、それはよほど腕に自信がある船乗りか、ただの馬鹿の二択だろう。事実、この船に乗り込んでいるのは後者だった。

			「おいおいおい!?　なんか知らんが、格好の獲物が近づいてきてるぜぇ！」

			　ボロ船の甲板で高笑いしているのは、元第六級冒険者、ゴルホ・ケイルス。とはいえ今やただの海賊もどきに成り下がっていた。

			　ゴルホの視線の先にはこの船と同じく、たった一隻の帆船だ。

			　望遠鏡で甲板を覗いただけで、荷物が大量に積まれているのが分かる。

			　――間違いない、商船だ。

			　仲間からはその船を怪しむ意見も出たが、ゴルホはそれらを一蹴する。

			「――目標はあの船だ！　進め、お前ら！」

			　大海原を漂っていた船が、無防備に近寄ってきた商船に向けて針路を転換する。

			　今はとにかく金目のものが欲しかった。

			　アクラリアから本国に逃亡した後、何かと必要な場面が増えるだろう。

			　このガレオン船に積まれている物資だけでは、この人数で分けるには不充分。

			「ヤツらを殺して積荷を奪えば、本国で豪遊できるぜ……!!」

			　とはいえ、所詮は元第六級冒険者。確かに弱くはない――が、それより上の実力者はいくらでもいる。そんなゴルホがトップに立っている集団では、成功は絶望的だった。

			　それに加え、実際に船を動かしている水兵も、剣で脅して連れて来ただけなのだ。

			　ゴルホたちが隙を見せれば、即座に裏切ってもおかしくない。

			　だが、今は違う。明確な勝算がゴルホにはあった。

			「おらおら、さっさと船を出せ！　アレ逃したら承知しねえからな！」

			　剣を甲板に叩きつけ、水兵を脅して帆船を動かす。

			　彼らはなぜここまで従順なのか。それにゴルホは気づかない。

			　不注意なところが強いゴルホの隙を突くなど、簡単なことだというのに。

			「なぁ、ゴルホ……」

			「何だ？」

			　昔からの冒険者仲間である男が、不安そうに声をかけてくる。

			「あの船、やっぱり何かおかしくないか？　どうにも不穏な気配がする」

			「……テメェまさか、ビビってんのか？」

			「そういうわけじゃない。ただ、ここは慎重に行くべきだと――」

			「――うるっせぇ！」

			　冷静な提案をした仲間の男を、ゴルホは力任せに殴りつけた。

			　どよめきが周囲に伝わるが、そのすべてを無視する。

			　今のゴルホは、いつも以上に視野が狭くなっていた。その理由は、罪を犯して焦っているから――だけではない。明らかに、別の要因が絡んでいるほどの異常だった。

			　ゴルホは怒りに顔を歪(ゆが)めながら、水兵たちに怒号を叩きつける。

			「いいから、あの船に舵を向けやがれ！　どんな問題でも、今の俺たちならどうにでもなる！」

			　そう言って、ゴルホは手の甲に刻まれた不気味な紋章を皆に掲げた。

			「俺たちにはこいつがある。そうだろ？　なぁ、キリサキ」

			「――そうだね。今の君たちなら、何の問題もないはずだよ」

			　ゴルホの言葉に軽薄な調子で答えたのは、灰色の外(がい)套(とう)を身に纏(まと)う少年だった。

			　彼は、今となってはゴルホたちの希望そのもの。

			　海賊に身をやつしたゴルホたちに、『呪印』という強大な力を与えてくれた張本人。

			　リーダーのゴルホですら名前しか分からない、身元不明の不気味な人物だ。

			　だが彼の指示により、港で船を奪って出航することに成功している。

			　そんな彼の言葉に、仲間たちが安心したような表情を浮かべた。

			　ゴルホは不敵な笑みを浮かべると、強い口調で皆に告げる。

			「――金も、女も、積荷も、すべて奪い取れ!!　行くぞ、お前ら!!」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シドーさん。どうしました？」

			「ん？　いや、何でもないさ。まさかここまで見事に引っかかってくれるとは思わなかったが」

			　士道の視線の先には、こちらに舵を切っている一隻の大型帆船があった。

			　速度は遅い。振り切ることもできるが――それでは、この作戦の意味がない。

			　士道は腕を組み、ゴルホ率いる海賊たちの動向を見据える。

			「……さて、どう出る？」

			　そこでエレノアが颯爽と指示を出した。

			「弓、構えな。魔術師は攻撃準備。できれば火が良いね」

			「俺たちは？」

			「前衛は武器でも磨いていてくれないかい？　敵船に近づくまでは出番ないからね」

			「了解したよ」

			　士道は肩をすくめる。

			　直後、近づく敵船から火球がいくつか放たれる。対してこちらの魔術師が障壁を張った。

			　ごう、と衝撃で船が揺れる。それを号砲として、弓矢と魔法の応酬が始まった。

			「……まあ順当かな」

			「わたしたち、やることないですね……」

			　前衛の士道とレーナは、ぼんやりと戦況を眺めていた。

			　固有スキルを使えば攻撃に参加はできるのだが、魔力消費を考えると効率が悪い。

			　ゴルホたちに魔術師はあまり多くないらしく、徐々に彼我の距離を縮めてくる。

			　どうやら直接乗り込んできて叩き潰す気でいるのか――そう思っていた。

			「……こっちが商船じゃないって、流石に気づいてるだろうに」

			「妙に迷いがないですね。何か……敵が冒険者でも突破できる切り札でもあるのかも……？」

			「ふむ。警戒しておくに越したことはないな」

			　レーナの指摘の直後、ゴルホたちの放つ魔法の質が唐突に変化した。

			　これまでとは桁違いな破壊力を宿す、炎の大玉がこちらに迫っていた。

			　魔術師たちが慌てたように協力して創った障壁に衝突。爆音が炸裂した。

			　士道が立つ船の甲板にもビリビリとした振動が走る。

			　冒険者たちにざわめきが広がった。

			「な、何ですか…………!?」

			　突如として威力が跳ね上がったゴルホたちの魔法には、いずれも黒い瘴(しよう)気(き)のようなものが纏(まと)わりついていた。どこか禍(まが)々(まが)しい気配を感じる。それはまるで、悪魔や魔王を相手にしていたときのような感覚だった。

			「強すぎる……!?」

			　味方の魔術師たちの障壁に亀裂が入る。

			「何だいアレは、黒い瘴(しよう)気(き)……？」

			　エレノアが尋ねるような視線を向けてくるが、士道はひらひらと手を振る。心当たりはない。

			　だが、考察している暇はなさそうだった。

			　魔術師たちが態勢を立て直している間に、敵船の肉薄を許している。

			　舌打ちをしたエレノアが叫ぶ。

			「前衛は乗り込め！　後衛は一時的に障壁を解除していい。攻撃して支援しろ！」

			「さて、行くぞ」

			「はい！」

			　士道は船から一息に跳躍。宙で一回転して敵船の甲板に着地する。

			「ハッ、馬鹿かよ!!」

			　ゴルホたちに周囲を囲まれたが、士道に慌てる素振りはなかった。

			　続いて飛び込んできたレーナが、しなやかな肉体を駆使して海賊を吹き飛ばしていく。

			　エレノアや他の冒険者もそれに続いた。士道の包囲網はあっけなく崩れ去る。

			「……そこか」

			　士道はこの集団を統括するボスであるゴルホの姿を見つけた。

			「テメェはあのときのジジイと一緒にいた……!?　ええい、やっちまえ野郎ども!!」

			　ゴルホの声に呼応し、高揚した様子で海賊たちが雄叫びを上げた。

			　士道はその様子に違和感を覚える。

			　ゴルホはなぜか、勝ち誇ったように笑っていた。

			「……」

			　直後に士道は悟る。――おかしい、と。

			　ゴルホは元の第六級の冒険者。彼が率いる仲間たちは、それより少し低い程度のはずだ。

			　だというのに、エレノアたちが苦戦している。まだ一人も戦力を削れていない。

			「残念だったなぁ……俺たちは力を手に入れたんだよ!!」

			　ゴルホの言葉と共に。

			　轟!!と、海賊たちが一斉に黒い瘴(しよう)気(き)を身に纏(まと)った。

			「何だ……!?」

			　士道は『鑑定』を使用する。

			　そこには、見たこともない一文が記載されていた。

			（――『呪印』使用状態……!?　何だ、これは……）

			　だが、考えている暇はなかった。

			　海賊たちがこれまでとは比較にならないほど、爆発的な速度で肉薄してくる。

			　士道は舌打ちしながら大地を蹴った。

			　愛剣の鯉口を切り、海賊たちの攻撃をひたすら受け流していく。

			「……慌てるんじゃないよ！　こいつらは力と速度が上がっただけ。技術は大したことない！」

			　エレノアの言葉は正鵠を射ていた。

			　確かに驚きはしたが、冷静に戦えば上級冒険者が負けるほどの強さではない。

			　士道は海賊たちの攻撃をかわしつつ、独特なステップを刻み、幻惑する。

			「お、おい!?」

			「馬鹿！　避けろっ！」

			　それに加えて固有スキル『幻影』を解放する。

			　乱戦のなかで、奇術師の技術に幻惑された海賊たちが同士討ちで倒れていく。

			　ゴルホが泡を食ったように叫んでいた。

			　――この『呪印』とやらの力だけで勝てるとでも思っていたのか。

			　しかし、それとは別の問題で士道は眉をひそめていた。

			「……」

			　上位悪魔バーン・ストライクとの死闘。あれから、士道のなかで何かが変わっていた。

			　今まで漠然と捉えていた奇術師という天職。

			　それがどういうものであるのか、不思議と掴んでいるような気がする。

			　奇術師の真価は手札にある。

			　剣技やスキルを駆使して相手を惑わせ、演技で騙して、できた隙を突く――はずなのだが。

			「くそ……！」

			　士道はもどかしい感覚を覚えていた。端的に言って手札の数が足らない。

			　視界に入る敵の数、予想される戦闘能力。周囲の地形。手持ちのスキル。士道の脳裏に何通りもの戦闘パターンが過る。だが、これだけでは、奇術師の真価は出せない。

			（……せめて、剣術に加えて魔法が使えれば……）

			　もう少し遠距離攻撃の手段が増えれば、選択肢の幅は広がるだろう。

			　ともあれ、そんなことを考えながらも士道は海賊たちを叩き伏せていく。

			　もはや今の士道にとって、彼らは敵ではなかった。

			　漆黒の魔道服には、この乱戦で傷一つない。

			　バーンを倒したことによるレベル上昇が、確実にひとつひとつの動きを強くしていた。

			　そうして海賊の大半が地面に倒れ、激昂したゴルホが叫びを上げる。

			「しっかりしろクソ共！　ええい、何なんだ、お前はいったい!?」

			「ただの奇術師だよ」

			　適当に言いながら、士道は剣の鋒をゴルホに向けた。

			　元第六級のゴルホは『呪印』による底上げで、第三級に及ぶほどの力を手にしている。

			　それでも相手にならない。

			　息を吐く士道。やがて仲間のすべてを失ったゴルホは、怒りをあらわにした。

			　それはどこかの誰かへの糾弾だった。

			「どういうことだ、キリサキ!!　お前、俺たちなら大丈夫だって言ったじゃねえか!?　ふざけんなよクソが!!　これはお前のせいだぞ!?」

			「――そうだね。ごめん」

			「キリサキ……？」

			　その、男にしては少し高めの声は、マストの上部から舞い降りてきた。

			　今までその存在には気づけなかった士道は驚きに目を瞠(みは)る。

			　灰色の外(がい)套(とう)で顔まで隠した少年は飛び降り、軽々と甲板に着地した。

			　そのとき、音がしなかった。それだけで彼の戦闘技術が垣間見える。

			　士道は半ば確信を抱きながらも『鑑定』を行使する。

			　だが、予想通りに弾かれた。その事実が意味しているのは単純。

			（――異世界転移者、それも……）

			「やあ、士道。『白い空間』以来だね」

			　フードを外すと、爽(さわ)やかな顔立ちに眼鏡をかけている。間違いない。

			「霧崎、翔………」

			　――そこにいたのは、再会の約束を交わした少年だった。
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			第30話　忍の末裔

			　

			「まさか、こんな形で会うとは思ってなかったな」

			　士道は漆黒の魔道服をたなびかせながら、愛剣を肩に乗せる。

			　なぜ、翔がゴルホ率いる海賊の味方をしているのか。

			　怪訝に思う士道に対して、翔は苦笑する。そして肩をすくめた。

			「僕もそう思うよ」

			「……お前の目的は何だ？　なぜこいつらに味方している？　――それに、この前の戦いで、魔王に声をかけたのはお前だな？」

			「――驚いたな。気づかれてたのか」

			「確信じゃなかったけどな。お前がこんなところに現れるまでは」

			　目を瞠(みは)る翔に対して、士道は淡々と言う。

			『白い空間』のときのような、友好的な雰囲気は微塵もなかった。

			　今となってはお互いの立場が違いすぎる。

			　話についていけなかったのか、呆然としていたゴルホが翔に問いかける。

			「……あん？　お前、あの野郎と知り合いなのか？」

			「そんなところかな。あまり手を出さないほうがいいと思うよ。『呪印』の暴走化で、身体能力の底上げしたぐらいじゃ士道は倒せないから」

			「あんだと？」

			　ゴルホは苛ついたように顔を歪(ゆが)めるが、そのとき、彼やその仲間たちに纏(まと)わりついていた黒い瘴(しよう)気(き)が空気に溶けたように消えていった。

			「……あ？　これは、何が……あ、あいつらは……？」

			「あっちにいるよ」

			　呆然とした様子のゴルホは、翔が指し示した方角を見やる。

			　エレノアたちに拘束されている仲間たちの姿を見て、ゴルホは顔を青くして黙り込んだ。

			　死者はいないが、無惨な傷を負った者が多い。

			　ゴルホの船を操っていた水兵は皆、裏手に回りこんだ冒険者たちに回収されていて、逃げることも不可能。もはや彼らの敗北は決定事項だ。その事実に、今さら気づいたのだろうか。

			　エレノアたちがへたり込んだゴルホを拘束する。

			　翔はやれやれと肩をすくめた。士道は油断なく彼の動きを見据えながら、

			「――で、最後の質問にしか答えてもらってないんだが」

			「さて、何でだろうね？」

			「まあ、どのみちお前を捕(ほ)縛(ばく)することにはなってる。早いか遅いかの違いだ」

			「それは遠慮したいなぁ」

			　そう言って、翔はおどける。

			「まぁ、これではっきりしたこともあるしね」

			「……」

			「――君が、上位悪魔バーン・ストライクを殺すことができた理由だよ」

			　士道はその真意を見抜くために目を細める。

			　様々な疑念が渦を巻くが、翔はその思考を見透かしたように、

			「……奇術師、か。ハズレ術師とはよく言ったものだね。その呼称がすでにひとつの偽装、君の扱うトリックへの伏線にすらなっている」

			「それがどうした」

			「じゃあ、本題に入ろうか、士道」

			　翔は真っ直ぐに士道の瞳を捉えると、告げた。

			「僕と組まないか？」

			「……具体的に、どういう目的で、何をすると？」

			「僕の目的は魔王を殺すことだよ。そのために君という戦力がいると心強い」

			「お前は、悪魔と繋がってるんじゃなかったのか？」

			「その目的のために、潜入しているんだ」

			「嘘は言ってないな」

			　士道は冷淡な調子で言った。

			「だが、真実でもない。まだ何かを隠してる」

			「――返答は？」

			「否だ。分かってて聞いてるな？」

			「多分そう言うだろうとは思ってたよ。無駄足だったな」

			　翔は苦笑する。士道は告げた。

			「逃がすと思うのか？」

			「確かに正面からの戦闘なら、君のほうが上かもしれない――――」

			　士道は翔の言葉を待たなかった。

			　魔力消費を気にしていられるような相手ではないと判断。士道は『瞬間移動』で翔の真後ろに転移。即座に袈(け)裟(さ)斬りに剣を振るった。だが当たる直前で反応される。

			　前方に倒れ込むような動きで、剣撃をかわされた。

			　しかし翔は体勢を崩した。士道はもう一歩踏み込み、剣で鋭く突きを放つ。

			　その瞬間。翔の外(がい)套(とう)の内側から、地面に落ちた球体を視界に捉えた。

			　だが反応を見せる暇もなく、ボン!!　と派手に音を鳴らして砂煙が渦を巻く。

			（煙玉……!?）

			「――でも、逃げの一手に限れば話は別さ」

			　言葉の直後、煙を掻い潜るように、士道に向けて二つの物体が飛来した。

			　気配を察知。音から予測して剣で弾き飛ばそうとする。

			　だが、反応が遅れて士道の顔を掠めた。

			　それがクナイだったことに気づき、眉をひそめる。

			　先ほどの煙玉といい、この世界のどこで手に入れたのだろうか。

			　疑問は山ほどあるが拘泥している暇はない。

			　エレノアの指示により、煙を魔術師が風で吹き飛ばしてくれた。

			　士道の視界が回復する。

			　周囲を見渡せば、船尾付近まで疾走している翔の姿があった。

			　士道は『瞬間移動』で翔の進路を塞ぐ。

			　逃走に失敗した翔は立ち止まると、士道を賞賛するように口笛を吹いた。

			「やるなぁ。優秀な固有スキルだ」

			「……諦めて拘束されればいいものを」

			「でも、やっぱり君では僕を捕まえることはできない。君は確かに強い。あのバーンを倒すぐらいには。けど逆に言えばそれだけだからね」

			「へぇ、ここまで追い詰められてどうやって逃げる。固有スキルでも使うつもりか？」

			「それもあるかな。ただ、長年培った力のほうが扱いやすさはある」

			「何の話だ？」

			「士道には話してなかったね。僕の天職は忍術師、そして――」

			　翔が数々の動きにフェイクを織り交ぜた。それを見て、薄々と気づいていた感覚がさらに強まる。すなわち、翔の戦い方が士道に似ているということだ。

			「――現代に脈々と受け継がれてきた、忍の末裔なんだ」

			　言葉の直後の出来事だった。コツン、と間抜けな音が響く。

			　船の甲板に落ちたのは、先ほどと同じ丸い球体だった。

			　咄(とつ)嗟(さ)に士道は『鑑定』する。

			　その正体を閃光玉と悟り、舌打ちしながら目を閉じて腕を交差した。

			　だが、閃光は炸裂しない。

			　士道がそれに違和感を覚えた瞬間、囁(ささや)くような翔の言葉が耳元で響いた。

			「――隙だらけだぞ」

			　騙されたことに愕然としながらも、命の危機を感じ取った士道は『瞬間移動』で離脱する。

			　だが、一歩遅かった。脇腹には、何の容赦もなく放たれたクナイが突き刺さっている。

			　激痛を感じるよりも前に、士道が感じたのは動揺だった。

			　奇術師である自分が騙されるということは、得意分野で上を行かれたも同然なのだ。

			　そして『瞬間移動』を連発しすぎた。

			　レベルが上昇して魔力が増えているとはいえ、せいぜい残り一回だろうか。

			「あれでその程度の傷なのか……」

			　翔の言葉は淡々としていた。

			　士道は脇腹の激痛を堪えながら、翔に尋ねる。

			「……なぁ、ゴルホたちが纏(まと)っていた黒い瘴(しよう)気(き)。あれはお前がやったんだよな？」

			　唐突に、何気ない質問をする士道。

			　翔がそれに答えようとした瞬間、間髪入れずに『稲妻』を炸裂させた。

			　紫電の龍が咆(ほう)哮(こう)を上げて、翔に噛み付こうと肉薄。固有スキルによる一撃。翔の目が見開かれた。慌てたように宙に跳躍する。行動選択までが異様に速い。紙一重でかわしていく。

			　だが翔は空中で見動きはとれない。今が絶好のチャンスだった。

			　落下する翔は冷や汗を流して士道に告げる。

			「二つ目の固有スキル……流石だね。調子に乗るべきじゃなかったよ」

			　しかし、彼の余裕はまだ消えていない。

			　その自信の根拠はどこにあるのかと訝(いぶか)しんだ。

			　その直後の出来事だった。

			「グオオオオオオオオオォォァァァァアアアアアアアアッ!!」

			　獣のような咆(ほう)哮(こう)が炸裂する。

			　それは、士道の真後ろから地鳴りのように響いていた。

			　慌てて振り向くと雄叫びを上げていたのは――ゴルホ・ケイルス。

			　だが、今までとはまるで姿が違っていた。

			　口元から涎を垂れ流しにする彼の目は赤く染まり、背には黒い翼が生えている。

			　そのさまは悪魔にしか見えない。

			「『呪印』強化――下位悪魔化。魔力を使いすぎるから、あんまり使いたくなかったんだけどね」

			「それが、お前の固有スキルか！」

			　士道は叫びながらも、翼を振り回して肉薄するゴルホの攻撃をかわしていく。

			　ゴルホは先ほどの状態よりもさらに一撃の威力が向上していた。

			　今までとは桁違いだ。士道でも油断ならない相手になっている。

			　中段に剣を構えながら、横目に翔の様子を確認する。

			　翔は拘束されていたゴルホの仲間のふたりに悪魔化を使用し、黒い翼を手に入れたひとりの背に乗った。そのまま翼を振るわせ、上空へと舞い上がっていく。

			　追い駆けたいところだが、その手段はない。そもそも魔力切れだ。追いついたところでおそらく敗北する。それに悪魔化したゴルホを放っておくわけにもいかない。

			　ゴルホの身体能力は異常なまでに強化されている。

			　黒い瘴(しよう)気(き)を纏(まと)っていたときよりも強(きよう)靭(じん)で、そして獣のようになっていた。

			　脇腹から血を流している今の状態では、士道にも余裕がない。

			　ゴルホの赤い瞳は虚ろで、いつの間にか鼻血を流し、肉体には血管が浮かび上がっている。

			　明らかに無理をしている。理性を失っているが、人間が悪魔になったのだからその程度の代償はあってもおかしくはない。思わず士道は顔を歪(ゆが)めた。

			　対するゴルホは意識がないことを証明するように、再度咆(ほう)哮(こう)を上げる。

			「くそっ……」

			　すでに、翔との距離はかなり開いている。

			　士道は逃げられたことに苛立ちを覚えながら、悪魔化したゴルホに冷徹な視線を向けた。

			　エレノアやレーナは、悪魔化されたもうひとりの海賊と戦闘している。

			「シドーさん、大丈夫ですか!?」

			「一応、な。……こっちは任せろ。ゴルホは俺が何とかする」

			　そして悪魔との戦闘が始まった。

		

	
		
			　

			第31話　力への渇望

			　

			　船の甲板では怒号が鳴り続いている。

			　エレノアは、優勢な事実を認識しながらも、厳しい表情を保ち続けていた。

			「……こいつにまともな知能はない。だが……」

			「獣のような嗅覚に身を任せてる分、さっきまでよりも厄介ですね……」

			　その下位悪魔は虚ろな瞳のまま、エレノアに襲いかかってくる。

			　エレノアは舌打ちしながら曲剣を抜き、流れるような手捌きで受け流していく。

			「鬱(うつ)陶(とう)しいっ……！」

			　苦々しく呟いた。

			「……シドーさん」

			　レーナが下位悪魔を相手にしつつ時折、士道のほうに視線を向ける。

			　怪我を負っている彼が心配なのだろう。

			　そして素体となった人間の性能が影響しているのか、下位悪魔化したゴルホはエレノアたちが相手にしている男よりも強いように見える。

			　しかしエレノアたちにも余裕があるわけではなかった。

			「レーナ、集中しな……!!」

			「は、はい！」

			「とにかくこいつを何とかしてからだよ！」

			　エレノアの言葉に呼応し、鉤(かぎ)爪(づめ)を装備したレーナが飛び掛かっていく。

			「……もう少しか」

			　レーナの鉤(かぎ)爪(づめ)を下位悪魔がかわす。そこにエレノアの曲剣が振るわれた。勢いのある斬(ざん)撃(げき)は容赦なく翼を根元から引き裂いていく。血飛沫を撒き散らす下位悪魔が地面に倒れた。

			「エレノアさん、準備できました！」

			「了解だ！　レーナ！」

			「はい！」

			　エレノアとレーナの二人が同時に左右へ跳んだ瞬間、魔術師たちの火属性魔法が炸裂し、足を止めた下位悪魔を燃やしていく。

			　それでも焼かれたままエレノアに飛び掛かろうとする下位悪魔を、後ろから近づいたレーナが背中を引き裂き、蹴り倒した。

			　だが、まだ意識を失わない。

			　下位悪魔は呻くような声を上げて、ズルリとした動きで立ち上がる。

			「ええい……!!」

			　エレノアは下位悪魔の耐久性に舌打ちしていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			（――見える）

			　士道は端的にそう思った。

			　ゴルホの素早い動きを正確に目で捉え、動きを先読みし続ける。

			　固有スキルを使うほどの魔力はすでにない。だが、使うまでもなかった。

			　ゴルホが放つすべての攻撃を、最小限の動作のみでかわしていく。

			　それに苛立ったのか、ゴルホは怒り狂ったように怒号を上げ、さらなる速度を叩き出した。

			　ごう、と風が渦を巻くなか、士道は冷静にゴルホの動きを見据える。

			　集中力が研ぎ澄まされた感覚。

			　もはや刺されたことによる激痛は、士道の意識から追い出されていた。

			　ゴルホの一挙一動に目を凝らす。

			（よく見ろ。俺が奴なら、次はどう動く？　取り得る選択肢はいくつだ。その場合の最適解は何だ？　奴の隙はどこにできる？　――考えろ、考えろ）

			　バーンと翔に出し抜かれたことによって、士道の強さへの希求は色濃くなっていた。

			　今のままでは駄目なのだ。このままでは誰も助けることができない。

			　――玄海が殺されたときの光景が、脳裏を過った。

			　あのとき、大切な誰かを失う痛みは充分すぎるほどに思い知った。

			　あんな経験は一度でたくさんだ。

			　もう二度と、守りたい命が零れ落ちるようなことを起こさせはしない。

			　――強くなりたい。

			「グオォォオオオオオオオォォァァアアアアァァァッッ!!」

			　ゴルホの連撃をかわし続け、苛立った彼の獣のような雄叫びが響き渡る。

			　だが、士道は一歩たりとも引かない。

			　その瞳には、厳然たる覚悟の光が燃え盛っていた。

			「悪いな……お前なんかを相手に、手こずってる暇はないんだ……!!」

			　言葉と同時、士道は拳を振りかぶるゴルホに対して一歩、強引に踏み込んでいく。

			　懐に入られたゴルホは動揺したように一瞬だけ動きを止めた。それが致命的な隙だった。

			　鋭く剣閃が走り、二人の影が交差する。

			　――結果は、明白だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――で、また大怪我して戻ってきたわけかい」

			「……返す言葉もない」

			　呆れたように言う治癒術師の老婆に、ベッドに寝転がる士道は憮然とした顔でそう答えた。

			　士道が今いる場所は冒険者ギルドの救護室である。

			　悪魔との戦いの後も、今と同じようにこの老婆に治療をしてもらったらしい。

			　ようやく回復したかと思えば、数日経たずに怪我をして戻ってきたのだ。

			　老婆が呆れるのも当然のことだろう。

			　嘆(たん)息(そく)した彼女は、熟練した治癒魔法を使って士道の脇腹を治していく。

			　白く優しい光が患部を包み込んだ。

			　士道は痛みに顔をしかめる。

			「……どいつもこいつも、魔道服を簡単に貫いてくる。これ高かったんだけどな」

			「そんな優秀な防具を毎回ボロボロにして帰ってくるんだ。どれだけの猛者と戦っているのかは知らないがね、それじゃ命がいくつあっても足りないよ」

			「………………ご、ご」

			「どうしたんだい？」

			「…………あ、あの、お婆さん」

			　治療をボーッと見ていたレーナは、慌てて老婆に声をかける。

			「何だい？」

			　レーナの視線の先では、士道が顔を青くしている。今にも死にそうだった。

			　治癒酔いと呼ばれる現象だ。治癒魔法をかけすぎると、体の自然治癒のための器官が活性化しすぎて気持ち悪さを覚えるのだ。

			　これは重傷者をすぐに回復させられない理由でもあった。

			　レーナも何度か経験がある。

			「……おっと見てなかった。てへっ」

			「ちょっ、シドーさん!?　生きてますか!?」

			　誤魔化すためにきゃびっと笑う気持ち悪い老婆。彼女を素通りしたレーナは、ぐったりとした士道の肩を掴む。ベッドから落ちてしまいそうだった。

			　老婆は白々しく口笛を吹きながら、外へ逃げようとしている。

			　そんな慌ただしい救護室の二階から、ひとりの青年が下りてきた。

			　老婆はその男の顔を見て驚いたように告げる。

			「……アンタ、まだ動けるような状態ではないよ？」

			「ちょっと用があるだけですよ。ご心配なさらずに」

			　青年は首を傾げる老婆を横目に、どうにか意識を回復させたらしい士道に問いかけた。

			「こんにちは。早速ですが、僕を呼んだ理由を聞いても？」

			　――第一級冒険者サリウス・マクドネルは、そう言って微笑を浮かべた。

		

	
		
			　

			第32話　奇術師と天職

			　

			　ゴルホを倒した後、士道は船で簡易な治癒をかけられながら、エレノアに伝言を頼んだのだ。

			　アクラリアに戻ったらサリウスを呼び出してほしい、と。

			　その理由は単純である。

			「――魔法を使いたい？」

			　士道の言葉を復唱したサリウスは、驚いたように目を瞠(みは)った。

			「それはまた、急ですね。……今まで魔法の適性を調べなかったのですか？」

			「はい。だから、才能があるかどうかすら分からない。基礎知識がないですからね」

			「貴方の天職を聞いても？」

			「奇術師。……非戦闘職です」

			「ええ!?」

			　声を上げるレーナを横目に、サリウスは目を丸くする。

			　非戦闘系の天職を持つ人間が、戦闘従事者である冒険者稼業を営むなど、通常ではありえないことだった。非戦闘職は、やはり戦闘の素質がまったくない場合が多い。

			　せいぜい第七級冒険者ぐらいまで昇るのが精一杯だろう。

			　だが、眼前に佇(たたず)む士道はすでに、第一級を凌駕するほどの実力を持っている。

			　――信じられない、とサリウスは思う。

			　だがその一方で、サリウスは何かが腑に落ちたような感覚を覚えていた。

			「奇術師、ですか。……なるほど、貴方の戦い方はそれを応用した感じですね」

			　士道は数々の手札で敵を惑わし、混乱した敵の隙を穿つ。

			　確かにどこか不思議なセンスがあると思っていたのも事実だ。

			　非戦闘系の天職をここまで戦闘に応用できた事例は極めて稀だろう。

			　サリウスは感嘆して目を細めた。

			「……確かに貴方の戦い方なら、魔法を使えればさらに強くなるでしょうね」

			　単純に、戦闘時の選択の幅が広がるのだ。

			　手札を頼みとする士道の戦い方なら、魔法も覚えたほうが良い。

			　問題は士道に魔法の適性があるのかどうかだ。

			　天職が魔術師系にならなかったということは、適性がまったくないか、あったとしても大した素質がない可能性が大きい。それでも極めればグラントのように上手く魔法を補助に使う剣士になれたりする場合もある。

			「まあ、とりあえずは調べてみるべきでしょうね。……私は見ての通りなので、ギルドまではついていけませんが、グラントさんに頼めば検査をしてくれるでしょう」

			　サリウスはそう言って微笑を浮かべた。

			　その肉体は、腹部を包帯で雁字搦めにされている。

			　現状ですら少し無理をしている状態だった。

			　士道はサリウスの言葉に首(しゆ)肯(こう)して立ち上がろうとしたが、慌てたようにレーナが止めに入る。

			　治癒術師の老婆も「今日はまだ動かないほうがいい」と言った。

			　しぶしぶといった様子でベッドに戻る士道を見て、サリウスは苦笑する。

			　そこで、扉を叩く音が響いた。

			「お邪魔するよ」

			　救護室に入ってきたのはエレノアだった。

			　彼女はサリウスを見て、驚いたように言う。

			「アンタ、もう動けるのかい？」

			「はぁ。正直に言うと、立ってるのもキツいですね」

			「駄目じゃないか」

			「ええ!?　ほら、椅子出しましたから座ってください」

			「ありがとうございます。レーナさん」

			「……サリウスがまだ動けないって聞いて、それをシドーに伝えに来たんだけど、どうやら意味がなかったみたいだね。それで、シドーの用件ってのは何だったんだい？」

			　士道が事情を説明すると、エレノアは納得したように頷いた。

			「なるほどね。確かにアンタの戦い方には必要なものだろう」

			　エレノアはそう言いながら、ひょいと布の袋を投げた。

			「ついでに、アンタに依頼報酬を渡しに来た。最大の功労者だしね」

			　そのなかには、金貨がぎっしりと入っている。

			　それを受け取った士道は首を傾げて、

			「レーナは？」

			「わたしはここより先にギルドに行ったので、報酬を受け取ってから来ましたよ」

			「……ゴルホ率いる海賊もどきの討(とう)伐(ばつ)でしたっけ？　正直その程度の敵を相手に貴方が怪我をするとは思えませんが、いったい何があったんです？」

			　サリウスは純粋に疑問を呈した。

			「人間を悪魔化するスキルを持った男が船に乗ってました。スキルも厄介だったけど、そいつ自身も相当な実力でして、見事に逃げられました」

			「人間の悪魔化……聞いたことがありませんね。おそらくは固有スキルですか。それに、シドーさんに怪我を負わせるほどの実力者とは……」

			「実際、悪魔化した連中よりも奴一人のほうが強かったですね」

			「……そういえば、シドーさんはあの男と知り合い、だったんですか……？」

			　レーナが尋ねた。士道は淡々とした口調で言う。

			「以前、一回会ったことがあるだけだな。とはいえ、故郷は一緒だった」

			　そのときの士道には、あまり話したくなさそうな雰囲気があった。レーナは口を噤む。

			　そこでサリウスは話を戻すように、

			「……しかし、ここのところ、悪魔に関する不穏なことばかり続いていますね。百年前の戦争が再び起こるという噂に真実味が増してくる。……まぁ、一介の冒険者に過ぎない私たちにはどうしようもないですが」

			「……」

			　士道は無言で窓の外を眺めていた。

			　上位悪魔を倒し、魔王の復活を目の当たりにし、さらには人間の悪魔化を引き起こす人物まで現れたのだ。思うところがあるのだろう。

			「一応、その男について調査は進めてるけど……大陸のほうに向かったんだし、多分見つからないだろうねえ」

			「いったいその人の目的は何だったんでしょう？」

			　レーナの疑問に士道は肩をすくめた。

			「まあ、ひとまず当初の目的であるゴルホたちは拘束できたんだし、問題はない」

			「問題ならありますよ」

			「？」

			　首をひねる士道に対して、レーナはジト目で告げる。

			「シドーさんが怪我してるじゃないですか……」
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			　士道はその言葉に目を丸くした。直後に苦笑を浮かべる。

			　レーナは顔を紅くして俯いた。

			「ありがとな」

			「…………はい！」

			　サリウスはその光景を微笑ましく見ていた。

			　エレノアは楽しそうに、ニヤニヤとした笑みを浮かべている。

			　随分と暖かい空間だった。

			　セドリックが死んで、グラントが重傷を負ってから、サリウスの気分は常に沈んでいた。

			　久しぶりに心からの笑みを浮かべた気がする。

			「ありがとうございます。皆さん」

			「何だ？」

			　唐突なサリウスの感謝に、皆一様に鳩が豆鉄砲をくらったような顔をした。

			　それが少しばかり面白いと感じた。

			　その後、体調が悪化してきたサリウスは二階の病室に戻った。

			　外を眺めながら、何となしに考える。

			　士道に魔法の適性があったとして、彼に魔法を教える人物が見当たらない。

			　もともとアクラリアの冒険者に魔術師は少ない。

			　それに、今のサリウスがまともに教えられる自信はなかった。

			　だが剣術などに比べて、魔法を独学で学ぶのは厳しいところがある。

			　スキルとは異なり、魔法の術式にはきちんとした理屈がある。

			　基礎理論を知らなければ話にならない。

			（……上級の冒険者で魔術師というと、シュウはもういないですし……）

			　そのとき、一人の女性の顔がサリウスの脳裏を過った。

			　ミレーユ・マーシャル。

			　第一級を越える、世界でたった三人の超級冒険者のひとり。

			　迷宮都市ローレンで魔法塾を開いている彼女なら、何の問題もないだろう。

			「シドーさんがこの街から離れてもいいなら、師匠を紹介することになりますか」

		

	
		
			　

			第33話　魔法の適性

			　

			　翌日。

			　脇腹の傷が回復した士道は、救護室を出て、グラントのもとへ向かった。

			　レーナやエレノアは依頼を受けて外に出ているため、傍にはいない。

			　傷は塞がったとはいえ、まだ激しい運動は控えるように治癒術師の老婆から言われている。

			　だからグラントのもとに向かっている理由は、依頼を受けるためではない。

			　昨日サリウスと話した、魔法の適性検査をするためだった。

			　グラントはギルドの指導員になっている。だから彼に頼むのが最も手っ取り早いらしい。

			　士道はギルド内を横切り、裏手の訓練場へと足を踏み入れる。

			　そこでは予想通りグラントが、新人冒険者の指導にあたっていた。

			「グラントさん」

			「む？　シドーか！　どうしたのだ？」

			「魔法適性の検査を受けたいんですが」

			「ほう？」

			　訝(いぶか)しげな表情をしたグラントに、昨日サリウスに言ったような事情を説明する。

			　彼は納得して快活に笑うと、

			「ふむ。少し待て」

			「すみません、訓練中に」

			「ハッハッハ！　これしきのこと、気にするな！」

			　グラントは新人たちに指示を与えると、のしのしと歩いてギルドに入っていく。

			　士道はその後ろをついていった。

			　グラントと適当に話しながら、ギルドの二階へと昇る。そのうちの一室に入った。

			　光を閉ざす分厚いカーテンが窓にかかる、真っ暗な部屋だった。

			　その中央のテーブルには、綺麗な水晶が置かれている。

			　グラントはそれを指差すと、軽い調子で言った。

			「あれは魔晶と言ってな。魔法適性を計ることができる。あれに魔力を込めてみろ」

			「……分かった」

			　士道はゴクリと息を呑む。

			　魔法はこの世界で生きる上で、最も有効な戦闘手段だ。

			　それが使えるか、否か。

			　奇術師である士道にとって、特に魔法の有無は大きい。

			　覚悟を決めて前へと足を進め、魔晶が置かれたテーブルの前に立った。

			　体の内部から魔力を練り上げ、手先から魔晶へと流していく。

			　その直後、透明を保っていた魔晶の色が変化する。

			　――それは、すべてを塗りつぶすような黒色だった。

			　グラントは驚いたように目を瞠(みは)りながら、

			「……これは驚いた、まさか闇属性に適性があるとは」

			「闇、か。珍しいのか？」

			「うむ。闇属性に適性がある者は相当に珍しい。特に人間ではな。まあ闇術師の天職を持つぐらいに適性がある者は見たことがないが、ただ適性があるぐらいなら何人かは知っている」

			「へえ……」

			　そもそも属性に関してほとんど知らない士道は曖昧に頷くしかない。

			「まあ要するに、魔法を使う素養はあったってことでいいのか？」

			「――ああ。お前には魔法の才能があるぞ」

			　グラントは笑みを浮かべ、落ち着いた口調で告げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――魔法。

			　それは魔力と術式で物理法則を改変し、不可思議な事象を生み出す技術。

			　この世界の根幹をなす魔道技術も魔法を基礎として成り立っている。

			　では、魔法は具体的にどのようなものか。

			　まず魔法は、無属性魔法と属性魔法という二つの分野に大別できる。

			　前者から説明しよう。

			　無属性魔法は、属性魔法と比較して非常に難解な術式が多い上、その効果は多(た)岐(き)にわたる。

			　属性魔法とは異なり適性という概念がなく、術式さえ扱えれば、理論上は誰にでも可能だ。

			　代表的なものは結界、障壁や治癒、強化などである。

			　何年も魔法を研究し続け、ようやく扱えるような難しい術式が多いので使い手は希少だ。

			　とはいえ例外もある。

			　戦闘従事者ならほぼ全員が無意識に使っている〝身体強化〟。これは単純に魔力を身体に流すだけのものではあるが、一応この部類に属していた。

			　次に、後者の属性魔法について。

			　一般的に魔術師と呼ばれる存在は、こちらを操る者を指す場合が多い。

			　なぜなら、強化魔法周辺を除く無属性魔法は、難易度が高く使い手が希少なのに対して、属性魔法は適性さえ持っていれば習得は比較的容易なのだ。

			　俗に六大属性と呼ばれる魔法の基本属性は、火、水、風、土、光、闇のことである。

			　このうち一属性でも適性があるのなら、貴方は魔法を操れるようになるだろう。

			　だが、魔法はスキルとは明確に異なる。

			　生まれ持った性質、才能に完全に左右されるスキル。例えるなら人間が呼吸をするのと同じように備わっているそれとは異なり、魔法にはちゃんとした理屈がある。

			　当然、その理屈を知り、習得しなければ魔法は発動できない。

			　つまり、ひとりで学ぶには厳しい分野である。

			　魔術師になりたいのならこの本だけで満足することなく、師を持つことを私は推奨する。

			　――著者、ミレーユ・マーシャル。

			　『魔法教本』前書きより。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　士道は本を閉じた。

			　ギルドの本棚にあった一冊だ。基礎知識をつけるのにはちょうど良かった。

			「要は、ちゃんとした師を持つべきってことだな。ハッハッハ！」

			「うーん……まぁ、とりあえずサリウスさんに聞いてみます」

			「うむ。そうするといい。では俺は訓練場に戻るぞ」

			「はい、ありがとうございました」

			　士道はギルドの救護室に引き返し、治癒術師の老婆に挨拶して二階へと上がる。

			　窓際には、ベッドに座り窓の外を眺めていた青年がいた。

			　身体中に包帯を巻きつけた痛々しい格好のサリウスは、士道を見て薄く笑みを浮かべる。

			「……来ると思ってましたよ。結果はどうでした？」

			「闇属性の適性を持っているらしいですね。実感はないですけど」

			「ほう、それは素晴らしい」

			　サリウスは感嘆したように息を吐く。

			「貴方が私に相談したいのは、魔法の師に関することでしょう？」

			「よく分かりましたね」

			「そのくらいは予想がつきますよ」

			　驚く士道に対して、サリウスは苦笑する。

			　士道が頼めるかどうかを視線で問うと、彼は静かに首を振った。

			「……私は無理ですね。まだ動ける兆しがないし、まさかこの治癒院で魔法を使うわけにもいかない。しばらく待ってもらえるなら話は別ですが……」

			「……」

			「私を除けば、貴方に手ほどきできるレベルの魔術師はこの街にはいないでしょうね」

			　サリウスは断言した。

			　やはり、独学をするしかないのだろうか。

			「とはいえ、この街に限らないのであれば話は別です。ひとり、推奨する方がいます」

			　サリウスはそう言って、一人の女性の名前を口に出した。

			「ミレーユ・マーシャル」

			　その名前は士道も知っていた。

			　先ほど読んだ『魔法教本』、その著者の名前だったはずだ。

			　サリウスが説明する。

			「〝支配者〟の異名を持つ、たった三人の超級冒険者のひとり。あるいは最巧の魔術師。数十年も前に隠居して姿を見せなくなったと云われています。ですが実際には、身分を隠してひっそりと魔法塾というものを経営しています。かつては私も通っていました」

			　サリウスが目を細める。

			　過去に思いを馳せているのだろうか。

			　世界にたった三人の超級冒険者、最巧の魔術師。

			　そんな相手に師事できるのなら、確かにこれ以上はないだろう。

			「……その魔法塾の場所は？」

			「迷宮都市ローレン。本国がある大陸の北端近くですね。ここからそこまで遠くはない」

			「へえ。迷宮都市、ですか」

			「余裕があれば迷宮にも挑戦してみるといいでしょう」

			　サリウスは言う。

			「どうします？　もちろん紹介状なら書きますが」

			「――もちろん行きます。ありがとうございます」

			　士道は感謝の意を告げた。

			　そうして士道は、一週間後に迷宮都市ローレンへ出発することにした。

			　金銭的な余裕はあるが、旅の準備をしなくてはならない。

			　とはいえ、サリウスと話し込んでいるうちに夕方になっていた。

			　準備は明日以降にしようと思い、士道は泊まっている宿に帰る。

			　宿の食堂で夕食を食べていると、依頼を終えたレーナが戻ってきた。

			　向かいの席に腰を下ろした彼女に事情を説明すると、驚いたように叫ぶ。

			「ええ!?　シドーさん、拠点を移すんですか!?」

			　その言葉で、食堂にいる冒険者たちの視線が集まった。

			　士道は今や有名な第三級冒険者だ。

			　周囲が驚いたようにざわつき始めるが、士道は無視する。

			「そうなんですか…………」

			　レーナは哀しそうに目を伏せ、猫耳をふにゃりと垂らした。

			「……場所は迷宮都市ローレン。どうするレーナ、ついてくるか？」

			「えっ？」

			　士道の提案にレーナは驚いたように顔を上げる。

			　別に大したことではない。どうせなら旅の道連れが欲しいだけだった。

			「い、行きます!!」

			「顔が近い」

			「す、すみません……」

			「じゃあ一週間後に行く予定だけど、準備とかしておいてくれ」

			「了解です!!」

			　レーナは明るく笑みを浮かべた。

			　それを見て、士道は席から立ち上がる。

			　その言葉を最後に、各々の部屋に戻っていった。

			　――夜が更けていく。

		

	
		
			　

			第34話　魔王ファミリー

			　

			　ピレーヌ山脈。

			　それは、迷宮都市ローレンの北方に位置している。

			　棲んでいる魔物が強く、群れる種も多いため、冒険者もあまり近づこうとしない。

			　ローレンと山脈の間にはエルフ族の里が存在する森林が広がっているので、外交上の問題から貴族たちも兵を出しづらい。そんな、潜伏するには絶好の領域だった。

			　ピレーヌ山脈奥地の切り立った崖には、ひとつ洞穴が掘られていた。

			　宙を飛べる手段がない人間では、確認すらできない場所。

			　そこへ、翼を広げる下位悪魔とその背に乗った少年が入っていく。

			「――まったく、災難だったよ」

			「キリサキか」

			　下位悪魔の背から降りた翔は、大仰に息を吐いて肩をすくめた。

			　呟きに答えたのは、可愛らしい顔立ちをした小柄な少女だ。

			　だが、その幼い外見とは裏腹に、何百年という月日を生きた『不死』の怪物でもある。

			　不死魔王リーファ・ラルート。

			「うん。……しかし、相変わらず陰気臭いところだね」

			　この洞穴は仄(ほの)かに蝋燭が灯ってはいるが、やはり全体的に薄暗い。

			　そんな空間でも、リーファは存在感を持って君臨していた。

			　豪奢な椅子に腰を下ろし、両脇には二人の中位悪魔を控えさせている。

			　彼ら二人は、魔王に気安く話しかける翔に対して厳しい視線を向けていた。

			　そんなリーファたちを前に、翔は微塵も臆することなく歩み寄る。

			　その態度に対して特に気分を害するでもなく、リーファは不思議そうに小首を傾げた。

			「――それで？」

			「報告だ。あの迷宮には、確かに龍魔王が封印されていたよ」

			「ほう。そうと分かっていたのなら、どうして封印を解かなかった？」

			　スッ、とリーファの目が細まる。

			　尋常ならざる殺気が翔を射すくめた。

			　魔王は些事には頓(とん)着(ちやく)しない。しかし、命令が関わっている場合、話は別だ。

			　翔に動じることなく、リーファを納得させる言葉だけを端的に告げる。

			「精霊王フィア」

			「……なるほど。龍魔王の封印は奴が護っていたか」

			「封印の維持をしていたのも彼女だったね。そのおかげであっさりと気づかれた。これでも忍の端くれだし、隠密行動には自信があったのに」

			「ふむ。レベルオーバーが相手では、貴様でも手に負えないか。私が出向く必要があるかな」

			　リーファが言うと、傍に控えていた中位悪魔が注意を促す。

			「よろしいのですか？　竜騎士隊が我々に目をつけてますが……」

			「む……まあ拠点なら、また見つければ良い。重要なことは、悪魔残党の集結と龍魔王の封印を解くことだ――そうしなければ、『魔神』ゲルマ様を再臨させる条件が整わない」

			　リーファは真剣な様子だが、翔はいまいちよく分かっていないので首をひねる。

			「うーん。そもそも『魔神』復活の条件って言っても、揃えないといけない『三大魔王』のうち一人は百年前の戦争で確実に死んでるらしいじゃない？　霊魔王マルフィスだったっけ？」

			「そのために新たなる魔王の器は用意されているらしい。魔王軍残党たちのおかげだな」

			「ふぅん」

			　中位悪魔二人は畏れ多いと頭を下げた。翔は適当に頷く。

			　そこへ、

			「……うーす」

			　ものすごくやる気がなさそうな声が響いた。

			　洞穴のさらに奥から、ボサボサの黒髪に冴えない顔立ちをした青年が現れる。

			　彼は眠たそうな目をこすりながら、

			「よぉ、霧崎か。帰ってたのか」

			「ああ草薙さん、まだいたんだ。死ねば良かったのに」

			「ひどくねえ!?」

			　翔が爽(さわ)やかに笑って返答すると、草薙という青年は愕然と声を上げる。

			　それを無視して、翔は異なる話題を提示した。

			「そういえば、バーンを倒したハズレ術師と交戦したよ」

			「へぇ」

			　草薙の眠たげな瞳が興味に彩られた。

			「リーファにこの場所を教えて見送った後、僕はアクラリアで奪った船を使ってのんびりと迷宮都市ローレンに向かっていたんだけど、そこを彼と冒険者たちに襲われたんだ。冒険者ギルドの依頼だろうね。まあ正確には僕の『呪印』で操ってた連中が暴走したんだけど」

			「殺したのか？」

			「いいや。逃げるので手一杯だ」

			　翔はそう言って肩をすくめる。

			　すると、草薙はしばらく無言だった。

			「……バーンに続いて、忍の末裔である霧崎を退けるとは、やっぱり普通じゃねえな」

			「まあ士道も草薙さんには言われたくないだろうけどね」

			「俺なんて『白い空間』から放り出されて彷徨ってたら、そこの魔王に拾われただけの男だぞ」

			「それより前の話をしてるんだけどね……」

			「それにしたって、大したことじゃねえ」

			「ほう」

			　それまで二人の話を黙って聴いていたリーファが、イラッとした様子で言う。

			「気に食わん男だ。一回ぐらい死んでおけ」

			　リーファが能面のような無表情で草薙に手を向ける。

			「……って、リーファ!?　おい、それはマジでちょっとタンマ――」

			　魔法の発動を感じ取り、草薙は冷や汗をかいて後ずさる。

			　同時に慌てて翔が草薙から離れるが、時すでに遅し。

			　ドン!!　と、津波のような水魔法が草薙を吹き飛ばし、その余波を受けて流されていく。

			「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

			　このままでは崖に落ちる。

			　翔は必死に懐から鉤縄を取り出して投げ、岩場にひっかけて何とか踏みとどまった。

			　その横を怒(ど)涛(とう)のような勢いで草薙が流されていく。

			「リーファぁぁああああああああ!?　みんながテメェみたいな不死じゃねえんだぞおお!?」

			　草薙はもがきながら叫び声を上げている。

			　しかし草薙はすでに洞穴から放り出されているので、最早どうしようもなかった。

			　翔は安(あん)堵(ど)の息を吐くと、ニカッと笑いサムズアップ。

			「――まぁ、結果オーライだよね」

			「何だとコラ!!　んなわきゃねえだろ!?　この恨みは絶対晴らすからな！　マジで!!」

			「……うるさいな」

			　おーぼーえーてーろー、と古い悪役みたいな声を響かせて草薙は崖下に落ちていった。

			　崖の底は見えないほど深いが、草薙のことだ。どうせギャーギャー言いながら戻ってくる。

			「――って、分かってると思うけど、アレはともかく僕が落ちたら普通に死ぬからね？　そこはちゃんと理解しといてほしいんだけど」

			「ふん」

			「ほら、拗ねないで」

			「……あの男は、初代勇者と共に私を封印したことを、大したことないと言ったんだぞ？」

			「草薙さんは自分を過小評価するところがあるからね。まあ、僕もまだ初めて草薙さんと顔を合わせてから数日しか経ってないわけだけど」

			「……慰めようとしても、私の機嫌はそう簡単には治らん」

			　そう言って、リーファはそっぽを向いた。

			　傍に控えている中位悪魔たちは狼狽えるが、翔は苦笑して彼女に近づく。

			　正面にしゃがみ込み、リーファの銀髪を撫でた。

			　彼女はまんざらでもなさそうに頬を赤らめる。

			　だが、どうやら無表情を貫いているつもりのようだった。

			「……ふむ。私は魔王だからな。偉いのだぞ」

			「はいはい、魔王様。……そろそろいいかな？」

			「駄目だ。あと一分」

			「えー」

			　――何この可愛い生き物。

			　中位悪魔たちのギラつく視線を平然と無視した翔は、ほんわかしながら彼女を肩に乗せた。

			　端的に言えば、肩車をした。

			「ひゃぁ!?」と、間の抜けた声が洞穴に響く。威厳の欠片(かけら)もなかった。

			　翔が苦笑して歩き出すと、驚きから回復したリーファは歌を口ずさみ始めた。

			「ほう、人の上に座るのは気分がいいな」

			「……ていうか、何そのセンスの欠片(かけら)もない歌」

			「せ、センスないだと。本当か!?」

			　ガーン！　という効果音が響いたかのように、リーファは頭を抱えた。

			　少し涙声だった。

			「ば、馬鹿な。百年前、側近の者たちはみんな褒めてくれたのだぞ!?」

			「それ完全に担がれてるね。間違いない」

			「……世界は残酷だ」

			「原因の半分ぐらいは君だけどね」

			「それは仕方のない犠牲というものだろう」

			「あ、そこは納得するんだね」

			　悪魔たちは慌てるが、少し楽しそうなリーファを見ると、手を出せなくなったようだった。

			　翔は苦笑する。

			　初めて会ったときこそ恐れていたが、ここまで人懐こい少女だとは思わなかった。

			　数百年も生きている魔王だとは思えない。

			　――愛に飢えているのだろうと、翔は冷徹な分析をしていた。

			　魔王として担がれ、恐れられ、そして百年の間、封印されて一人きりだったのだ。

			　彼女の孤独を癒してくれる者など、これまで現れることはなかったのだろう。

			　そんなことを考えていると、入り口のほうから声が聞こえてきた。

			「……ふ、ふふ。俺は、俺は帰ってきたぞーっ!!」

			　うがーっ!!　といった調子で這い上がってきたのは草薙だった。

			　まだ突き落とされてから数分も経っていないというのに、自力で崖を登ってきたらしい。

			　相変わらず化物だと思いながら、翔は無表情に呟く。

			「……死ねば良かったのに」

			「何で!?　ていうか流石にひでえよ！　何で死にかけたの、俺!?」

			「上司の機嫌を損ねたからかな」

			「ぐおお……なぜ異世界に来てまでブラック企業に勤めにゃならんのだ……」

			　草薙は頭を抱えている。

			　翔は「まあまあ」と言いつつ、肩をすくめた。

			「いや、どうせ草薙さん殺しても死なないからね。むしろそれだけが取り柄っていうか」

			「ふむ。百年前もゴギブリのような奴だったからな」

			「さっきから本当にひでえ言われようだな!?」

			「……生き残る能力にだけは長けていると、褒めているのだ」

			「――あ、マジ？　いやー、それほどでもないけどなー」

			　突然照れた様子でくねくねした草薙に、イラッとしたリーファが無慈悲な通告を出す。

			「もう一度頭を冷やせ、ゴギブリめ」

			「――って、ちょっと待てぇぇええええええええええええええええええええええ!?」

			「僕は関係ないんだけど!?　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

			　ともあれ。

			　異世界出身の二人が崖から真っ逆さまに落ちていく。

			　不死魔王の拠点は今日も平和だった。

		

	
		
			　

			第35話　船出と別れ

			　

			　満天の星だった。

			　燦然とした煌(きら)めきを魅せる夜空はそれでいて、静(せい)謐(ひつ)な雰囲気を湛えている。

			「綺麗です……」

			　草原に仰向けで寝転がり、空を見上げているのは獣人の少女だった。

			　レーナ・ランズウィック。

			「……仕方ないなぁ」

			　ぽつりと呟く。

			　当然、答える者は誰もいない。

			『――よう』

			　脳裏に蘇るのは、神谷士道の後ろ姿。

			　漆黒の魔道服をたなびかせた彼の背中は、レーナにはとても大きく見えた。

			　まだ会ってから一ヶ月ほどしか経っていないが、できることなら彼の傍にいたいと思う。

			　士道は少し感情表現が下手で、不器用だけれど、優しい人だ。

			「……上手くいかないものですね」

			　レーナは息を吐いて自分の手元に目をやる。

			　そこには一枚の手紙があった。

			　故郷――獣人族の里に住む、父から送られてきたものだった。

			「…………よし。シドーさんに伝えないと」

			　レーナは元気良く立ち上がり、切り替えるように呟いた。

			　そうして宿屋の自室へと戻っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一週間が経過し、士道が迷宮都市ローレンに向けて旅立つ日となっていた。

			　朝焼けが空を染めるなか、士道はインナーと魔道服を着用し、腰に剣を吊り下げる。

			　食料やテントなどの旅支度を整え、荷物をすべて魔力袋に詰め込んだ。

			　宿屋の店主に、今までの礼を告げて外に出る。

			　アクラリアの街並みには、今日も変わらない喧(けん)騒(そう)が響いていた。

			　今日でこの街から離れると思うと、少し寂しさを感じる。

			　異世界の街ながら、愛着が湧いていたのだろう。

			「……さて」

			　船の出発時刻まで時間がある。

			　士道は欠伸をしながら、もはや通い慣れたギルドの救護室へ向かった。

			　雑(ざつ)踏(とう)を潜り抜けた先にあるボロい木造の扉を開く。

			　そこでは、腰の曲がった治癒術師の老婆がのんびりと洗濯をしていた。

			　士道は軽い調子で手を上げる。

			「よう、婆さん」

			「……アンタか。まったく、今度はどうやって死にかけたんだい？」

			「俺がここに来た時点で死にかける前提なのか……」

			「それが平常運行だねえ。否定できるのかい？」

			「…………今日は怪我してないぞ」

			「あら珍しい。ドラゴンでも降って来そうだね」

			　真剣な表情で窓の外を見やる老婆にジト目を向けながら、士道は二階へと上がっていく。

			　すると、ベッドで書物に目を通していたサリウスが、柔和な笑みを浮かべて顔を上げた。

			「来ると思っていましたよ」

			「……怪我の様子はどうですか？」

			「まぁ、もう少しですかね。コルノさんの腕が良いおかげです」

			「コルノさん？　ああ、あの婆さんのことか」

			「名前ぐらい覚えてあげましょう」

			「あの婆さん、ひねくれてるから教えてくれないんです」

			　頭をかく士道にサリウスは苦笑して、

			「今日が出発でしたか？」

			「はい」

			「気をつけてくださいね。悪魔の動きが活発になってきて、各国はピリピリしてます。港町に到着しても、下手な行動を取らないほうがいいですよ」

			「……分かりました。それじゃ、また」

			「はい」

			　背中を向けて去っていく士道にサリウスは頷き、手を振る。

			「また、会いましょう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　士道はその後も、この街で関わった人たちに挨拶をする。

			「元気でな!!　ハッハッハ！」

			　胸を張り、快活に笑うのは隻腕のグラント。

			「悪魔の一件のときは助かった。あ、もしアルバートに会ったらよろしく言っておいてくれ」

			　この言葉は、わざわざ出向いてくれたノーランド伯爵のものだ。

			「達者でね」

			　そう言って、握手を求めてきたのはエレノアである。
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			　知人と呼べる者たちに挨拶を済ませたせいか、妙に寂しさを覚える。

			　そんな柄ではないだろうと自重しながら、士道は古賀玄海の墓前にやってきていた。

			　玄海が好んでいた酒を魔力袋から取り出し、墓に捧げる。

			「……」

			　片雲が風を誘い、魔道服を靡かせた。

			「シドーさん……」

			　士道が最後に寄る場所を見透かしていたのか、前方にはレーナが佇(たたず)んでいた。

			「どうしたんだ？」

			　士道は柔らかい口調で問いかける。

			　一週間前、レーナはこう言った。あの日の言葉が脳裏を過る。

			『すみません。実家の父に呼ばれてしまい、シドーさんと一緒には行けなくなりました』

			『……そうか』

			　どうやらレーナは、故郷に帰らなければならない用事ができてしまったらしい。

			　詳しいことは分からないが、きっと大切な用事なのだろう。

			　士道が止めることなどできるはずもない。

			　そんな士道の心情も知らず、レーナは目尻を下げて微笑む。

			「また会いましょう」

			「……ああ」

			「これ、形式的なものじゃありませんよ」

			「？」

			「用事を済ませたら、絶対会いに行きますから」

			「……本当か？」

			　士道は目を瞠(みは)る。

			「はい！　もちろん！」

			　そう言って、レーナは港のほうに目を向ける。

			「それじゃ、そろそろ時間ですよね？」

			「確かに、ちょっとヤバいかもな。走るか」

			　ばいばい、とレーナは手を振った。

			　士道は応えるように手を掲げて、船が出航する港の方角へと走り出す。

			　――そして、ライン王国の港町レルヒムに向けて船は出発した。

			　士道の目的地は、その街の北にある迷宮都市ローレン。

			　ハズレの烙印を押された奇術師は、次の街を目指して旅に出た。

			　――そういえば結局、王国の勇者に会えなかったなと、そんなことを考えながら。

		

	
		
			　

			第36話　世界とエルフ

			　

			「これから向かうのは港町レルヒムだったか？」

			「そうだ。良い街だぞ、アレは」

			　士道の言葉に答えたのは、禿頭にサングラス、アロハシャツに短パンという奇怪な格好をした大柄な中年男性である。

			　――その名は榊原迅。

			　アクラリアでは会えなかった、ライン王国の勇者その人だった。

			　たまたま街を出発するタイミングが一致したらしい。

			「助けられた礼を言うためにあんたを探してたんだけど、いったいどこにいたんだ？」

			「ん？　ワシはずっと北の森や遺跡のほうにいたぞ。わざわざ街に戻るのも面倒臭かったしな」

			「そりゃ見つからないわけだ……何やってたの？」

			「一気に受けた依頼をこなしつつ、自己鍛(たん)錬(れん)だな。まだまだ力が足らん！」

			　そう言って豪快に笑う迅に対して、士道は呆れて嘆(たん)息(そく)する。

			　なぜか敬語を使う気が起きない相手だった。

			　だが、せめてあのときの礼を言わなくてはならない。

			「魔王が復活したときは助かりました。ありがとう」

			「ははははは!!　気にするなそんなもの！　ワシだってアルバートの奴がいなければ、とっくに死んでいるからな」

			　迅は大声で笑い、船員を驚かせている。外見の通り、気持ちの良い性格だった。

			　士道は眼前に広がる水平線に目をやりながら、

			「レルヒムまでどのくらいかかる？」

			「まあ、この風なら五日といったところだろうな。見るか？」

			　迅はそう答えて、束ねられていた羊皮紙を広げる。

			「何だそれ」

			「世界地図だ。まあ、だいたいの国の位置ぐらいしか参考にならんがな」

			「こんなところで広げていいのか？」

			　船員に迷惑がかからない位置とはいえ、迅は些事に頓(とん)着(ちやく)しない性格のようだった。

			　士道は呆れながらも、彼の広げた地図に目をやる。

			　何度か見たことはあるが、地球の地図に慣れた士道にはやはり新鮮だった。

			　――この世界は四つの大陸と広大な海域によって成り立っている。

			　地図上で中央に位置するのが、中央大陸と呼ばれている。

			　二つの大国――ヴァリス帝国とレーノ共和国がその地を占領している。

			　中央大陸という名称がついた理由は、ここを中心とした地図が広まったことが原因らしい。

			　実際に世界は球の形をしていると後に判明したようなのだが――ともあれ。

			　中央大陸の東には、大きな大陸が縦に細長く広がっている。

			　それがユーレンザラード大陸。

			　大陸中で最大の面積を誇っていて、穀物の生産が盛んな豊かな土地である。

			　その北部は、士道たちがいるライン王国が占めている。

			　とはいえ、北端付近の森林はエルフ族の領土となっていた。

			　ユーレンザラード大陸の中部にはミラ神聖国が君臨していて、それより南方は小国が乱立している紛争地帯である。

			　北方のランセクト大陸は厳しい寒さが定住には厳しく、人族の国は存在しない。

			　だが、獣人族の里が存在しているらしい。とはいえ、詳しい情報は書かれていない。

			　そして西から南にかけてＬ字型になっている二番目に巨大な大陸が魔大陸である。

			　かつてサタン帝国と呼ばれる悪魔の国が猛威を振るった土地だが、百年前の戦争によって悪魔の数が少ない現在では、誰も住まない不毛の地となっている――はずだ。

			　もともと砂漠や荒野が多く棲みつくのも強(きよう)靭(じん)な魔物ばかりで、訪れる者が少ないらしい。

			（……ふむ。だいたい覚えてるな）

			　何度か見たことがあり、だいたいの地形と名称は理解できている。

			　士道が一人頷いていると、迅はどっしりと座り込みながら、

			「ここだな」

			　中央大陸とユーレンザラード大陸の間を指差した。おそらく現在地だろう。

			「で、港町レルヒムがここだ。ライン王国の中でもだいぶ北のほうにある港だな」

			「――迷宮都市ローレンは？」

			「何？」

			　迅はピクリと眉を動かす。

			「まさかお前の目的地はローレンなのか？」

			「そうだが……問題でもあるのか？」

			「……いや、単純に、ワシと同じというだけだ」

			　その言葉に、士道は驚いて目を瞠(みは)る。

			「本当か？」

			「うむ。……ただ、もし迷宮が目的で向かうのなら今はやめたほうがいい。どうも、あの近くに不死魔王が潜伏しているようなのでな。これはオフレコで頼むぞ」

			「……なるほど、分かった」

			「――話を戻そう。ローレンの場所だったな。確か、ここだ。レルヒムよりさらに北、ライン王国の最北端近辺、エルフが棲む森林にも近い」

			「……エルフか。やっぱりいるんだな」

			「ワシもまだ見たことはない。あまり人族と友好的な関係ではないらしいな。王国上層部からすると敵対したくはないようだが」

			「何か理由があるのか？」

			「エルフは人族よりも種族的に魔法適性が高いだの何だので、強い魔術師が多いとか聞いているな。数の差はあるから戦っても負けることはないだろうが、被害が見合わないのだろう」

			　迅が饒(じよう)舌(ぜつ)に説明していると、そこで魔道具による警報が鳴り響いた。

			　船員たちが慌てたように船内への避難を促す。

			「魔物が出たみたいだな」

			「ほう。後は頼んだぞ、冒険者」

			　迅はあくびをしつつ、船内へ戻ろうとする。

			「いやあんたも戦えよ……」

			「あの程度の魔物、お前ひとりで充分におつりが来る」

			　迅はそのまま扉を開いて船内へと去っていく。

			　士道はそれを見て嘆(たん)息(そく)すると、意識を切り替え、振り返って剣を抜いた。

			　船の前方では、ダグジラと呼ばれる鯨をそのまま巨大化させたような魔物が海から顔を見せている。第二級相当とされる怪物を前に、士道は軽く首を鳴らしながら、足を踏み出した。

			「……一分かかるかね」

			　ダグジラは士道の殺気を受けて怯えたように退き下がるが、もう遅い。

			　蹂(じゆう)躙(りん)が始まる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――それで、本当に見つかったのか？」

			　その言葉を放ったのは、褐色の肌に精悍な顔立ちをした青年だった。

			　長めの銀髪を一つにまとめていて、先が尖った耳はエルフだと示している。

			「はい。今まで見つからなかった理由は、ミレーユ・マーシャルが匿っていたようです」

			　青年に丁寧な言葉遣いで接するのは、同じくエルフ族の少年である。

			「……超級冒険者のあの女か、つくづく忌々しい奴だ」

			「どうしますか？」

			　青年は顎(あご)に手をやってしばらく黙考する。

			　周りを囲んでいる数人のエルフたちは静かに指示を待っていた。

			「……あの勇者には連絡したのか？」

			「はい。港町レルヒムにて仲間が捕まえました。少しばかり厳しい条件がつけられましたが」

			「見せてみろ」

			　少年が渡した伝書に目を通していると、どこからか足音が聴こえた。

			　青年たちは大木の枝の上にいる。

			　エルフ族の住処(すみか)である森林のなかでも、人気のない場所だった。

			　いったい誰がやって来たのか。

			　そう思って周囲を見回した青年は、その姿を確認して即座にひざまずいた。

			　不思議そうにしていた周囲のエルフたちも状況を理解したのか、慌てて彼にならう。

			「スイメル。相変わらず律儀な男だな、お前は」

			　そう言って姿を見せたのは、背中に純白の翼を生やした中年の男だった。

			　スイメルと呼ばれた青年は言葉少なに返答する。

			「――いえ、天使長イリアス様、ちょうど良いところに。ご報告がございます。ローレンにてあのハーフエルフが見つかったようです」

			「ほう。同胞を殺すことになるが……構わないな？」

			「……ハーフエルフは我々エルフにとっても禁忌と云われる存在です。何も問題はございません。すでにこちらの準備は整っております」

			「それなら頼むぞ。ああ、ピレーヌ山脈にいる悪魔共は一応、私が適当に牽制しておく」

			　イリアスは淡々と告げると、翼をはためかせて上空へ消えていった。

			　まさか、それだけのためにやって来たわけではないだろう。

			　他にも何か目的があるはずだが――ともあれ、スイメルは嘆(たん)息(そく)した。

			「……これだから天使共は。俺たちを駒としか思ってない」

			「しかし……」

			「ああ、分かってる。今のところ従わざるを得ない。心配しなくとも下手なことはやらんさ。俺は今、エルフ族の命運を背負っている身だからな」

			「スイメル様……」

			　尊敬の視線を向ける者たちに思わず舌打ちしそうになったが、それを我慢してスイメルは立ち上がった。これは勝手な感傷だ。皆を傷つける理由にはならない。

			「頭の堅い長老共は俺が適当に言いくるめておく。……後は、そうだな、レミィ。勇者との交渉はお前に任せた」

			　レミィと呼ばれた妖(よう)艶(えん)な体型の女性はスイメルに選ばれたことに対して、少しだけ顔を赤くしながらも、不思議そうに小首を傾げた。

			「どうして私なんです？」

			「可愛いからさ。あのハゲ勇者は単純だ。誘惑すれば何とかなるかもな」

			「身も蓋もないですね」

			「そんなものだ」

			　適当に言いながら、スイメルは大木から飛び降りた。

			「……」

			　やるべきことはたくさんある。

			　エルフ族の将来を担う者として、弱音を吐くことは許されない。

			　それでも――凍結させたはずの感情が蠢(うごめ)くのはどうしても抑えられなかった。

			　一人の少女の笑顔が脳裏を過る。

			　両親を失った義理の妹が、小首を傾げるその姿を。

			『――どうしたの、お兄ちゃん？』

			「ちくしょう……」

			　皆の前で冷静な表情を保っていたスイメルは、ひとりになった途端、顔を苦渋に歪(ゆが)めた。

			「リリス……っ！」

			　――呪われた運命への慟(どう)哭(こく)が響く。

		

	
		
			　

			第37話　旅路

			　

			　港町レルヒム。

			　その整然とした街並みを眺めながら、士道はのんびりと歩いていた。

			　隣では迅がムシャムシャとパンを買い食いしている。

			　この街に到着してからいったん別れたのだが、また再会してしまったのだ。

			　迅は軽い調子で言う。

			「士道、お前はすぐにこの街を出発するつもりか？」

			「一日休んだら出ようかと思ってる」

			「随分と早いな」

			「……かもしれないけど、この街に用事はないからな」

			「なら別に構わんが、生き急いでもいいことはないぞ。人生楽しまんとな。ははははは!!」

			「……あんたほどじゃないけど、それなりに楽しんでるよ」

			「おお、焼き鳥が売っているじゃないか」

			「話を聞け」

			　迅は露店に向かって走っていく。

			　相変わらず騒がしい男だった。

			「食うか？」

			　二本の焼き鳥を買った迅は、片方を士道に差し出す。

			　士道は怪訝そうに眉をひそめる。

			「どういう風の吹き回しだ？」

			「焼き鳥ぐらい奢(おご)らせろ。上位悪魔討(とう)伐(ばつ)の礼といったところか」

			「それはあんたのためにやったわけじゃないし、仮にそうだとしても魔王復活のとき助けられた件で帳消しになるだろ」

			「――ワシの仕事は、世界の敵を討ち滅ぼすことだ」

			　迅は淡々とした口調で言う。

			　だが、サングラス越しの眼光は、そのときだけは強く鋭(えい)利(り)な光を放っていた。

			「だから世界の敵を討ったお前は、間接的にワシのためになっている。そういうことで納得しておけ」

			「……分かったよ」

			　士道は焼き鳥を頬張りつつ、今晩の宿を探す。

			　饒(じよう)舌(ぜつ)に話す迅を適当にあしらいながら、見つけた宿屋の扉を開いて足を踏み入れた。

			　一階は酒場だったが、まだ夕方なので人が少ない。

			　それでも何人かたむろっている冒険者たちの視線を受けながら、カウンターに進む。

			　帳簿のようなものに手をつけていた老婆に話しかけた。

			「一泊、頼めますか？」

			「ワシもだ」

			「あいよー。一部屋ずつでいいね？」

			「…………はい」

			　迅が平然と同じ宿に泊まることに嘆(たん)息(そく)しつつ、士道は老婆の言葉に頷く。

			「どうせ目的地が同じだしな。ははははは！」

			　ともあれ、士道たちは部屋でしばらく休息をとることにした。

			　

			　そして夜の帳が下りた頃。

			　いつの間にか眠っていた士道は、下からの喧(けん)騒(そう)で目を覚ます。

			「……腹減ったな」

			　隣の部屋の迅はどこかに出掛けているようなので、一人で一階の酒場に下りる。

			　夕方とは異なり、多くの人で賑わっていた。

			　がやがやとした喧(けん)騒(そう)が響き、冒険者たちが自分の功績を肴に酒を呑んでいる。

			　アクラリアでもよく見られる光景だった。

			　少し懐かしさを覚えながら、空いている席に座り、適当に料理を注文する。

			　思いのほか美味だったパスタをあっという間に食べ終わり、リラックスした気分で紅茶を飲んでいると、いつの間に戻ってきたのか、向かいの席に迅が腰を下ろした。

			　彼は当たり前のように酒を数種類頼んだ。

			　もはや士道は驚かない。

			「――どこに行ってたんだ？」

			「これでも勇者だからな。街を訪れたからには、人々を活気づける義務がある」

			「真面目だな。それも天使に押し付けられた役割だろうに」

			「だが、役割をきちんと果たさんと、酒が手に入らんからな。ははははは！」

			　迅は酒瓶を次々と空ける。おそろしい速度だった。

			「今は不死魔王の復活で民衆は皆、不安を抱えている。勇者はそれに対する唯一の希望。だからワシは、さっさと強くならんといけないのだがな」

			　物憂げに迅が呟く。士道が口を挟もうとした瞬間、何者かの声が聞こえた。

			「――勇者様。少しよろしいですか？」

			「何だ？　条件なら昼間に話したはずだろう」

			「それとはまた別件です」

			　

			　外(がい)套(とう)で顔すら覆い隠した不審な女だった。

			　士道が眉をひそめるなか、迅は立ち上がり、女と共に宿屋の外に出ていく。

			「まったく……面倒な」

			　迅のぼやきだけが、士道の耳に届いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日。

			　迅は宿に戻ってこなかった。

			　目的地が同じとはいえ彼を待っている理由も特にないので、士道は出発することにした。

			　港町レルヒムから北へ続く街道を高速で駆け抜けていく。

			（……まだまだ余力があるな）

			　これだけの身体強化を行えば、これまでの士道ではすぐにバテていただろう。

			　だが、今は苦に感じていない。

			　レベルが高くなったおかげで身体性能が向上している。

			　

			　シドー・カミヤ：男：17歳

			　レベル：62

			　種族：人族

			　天職：奇術師

			　スキル：翻(ほん)訳(やく)

			　　　　：鑑定

			　　　　：【固有】幻影

			　　　　：【固有】瞬間移動

			　　　　：【固有】稲妻

			　

			　改めてステータスプレートを見ると、かなりレベルが向上していた。

			　あの戦いではかなりの数の魔物を倒したが、何よりバーンを倒したことが大きい。

			「…………あれか」

			　つらつらと考えながら疾走していると、行く手には小さな村が見えた。

			　空を仰げば綺麗な黄昏に染まり、そろそろ太陽が山間に落ちようとしている。

			（今日はあの村に泊まらせてもらおう）

			　このペースなら明日の午前中には迷宮都市ローレンに辿り着くはずだ。

			　そう考えながら、士道は小さな村に足を踏み入れた。

		

	
		
			　

			第38話　迷宮都市ローレン

			　

			「ここか……随分とデカい街だな」

			　士道は迷宮都市ローレンの高い城壁を仰いでいた。

			　堅牢そうな防壁は、もしかすると北方のエルフ族に対する要塞も兼ねているのか。

			　街道を駆け抜けてきた士道はそのまま南門から街に入ろうとする。

			　門番が士道に声をかけてきた。

			「――次、お前は旅の者か？　だとするなら仮の身分証明書を作ることになるが」

			「冒険者です」

			「そうか。ギルドカードを提示してくれ」

			　言われた通りにギルドカードを魔力袋から取り出し、手渡す。

			　軽い調子で受け取った門番だったが、内容を確認した途端、驚いたように目を瞠(みは)った。

			「ほう、驚いた。その歳で第三級とはな」

			「そんなに珍しいですか？」

			「自覚がないのか……まあいい。入って構わん。冒険者ギルドなら東の迷宮区にある」

			「分かりました」

			　士道はそう言って、喧(けん)騒(そう)が飛び交う街のなかに足を踏み入れた。

			　アクラリアとも似た雰囲気の雑多な街並みだが、唯一異なる点は武装した人間の多さだろう。

			　おそらく冒険者だと思われる装備をした人間たちが、ぞろぞろと通りを歩いている。

			　士道は冒険者を見かける度に『鑑定』を行ったが、誰もがそれなりの熟練者ばかりだ。

			　雰囲気もやはり常人とは一線を画している。

			　実力のある者が揃っているようだ。

			　流石は冒険者の街と呼ばれる迷宮都市。士道は感嘆していた。

			（……これは油断ならないな）

			　東の迷宮区と呼ばれている区画に入ると、戦闘従事者の装いをした人がさらに増加する。

			　周囲の店も武器屋、防具屋、鍛(か)冶(じ)屋などの冒険者御用達の店が多い。

			　冒険者ギルドはわざわざ探すまでもなかった。

			　迷宮区の中心に、巨大かつ無骨な建築物が存在感を持って鎮座している。

			　士道はまず冒険者ギルドに向かった。

			　サリウスから教えられた魔法塾と、その講師ミレーユ・マーシャル。

			　推薦状と共に正確な居場所を描かれた地図をもらってはいるが、まだ土地勘がない。

			　誰かにだいたいの位置を聞きたいところだが――ともあれ、士道はギルドの扉を開いた。

			　瞬間。

			　ギロリと、内部にいる冒険者たちの視線が一斉に突き刺さる。

			（……これだけは、どこに行っても変わらないな）

			　冒険者流の歓迎に士道は呆れる。

			「新参だな」

			「まだ若いぞ……だが、装備は良い」

			　隠す気もないだろう好奇心丸出しの声がそこかしこから聞こえてくる。

			　士道は小さく嘆(たん)息(そく)して、カウンターの受付嬢に話しかけた。

			「……しばらく滞在するつもりなので、ここのギルドに登録してほしいのですが」

			「分かりました。ギルドカードをご提示ください」

			　士道が渡したギルドカードを見て、受付嬢は頷く。

			「……はい、確認しました。これで、ここのギルドでも依頼を受けられます」

			「ありがとうございます」

			「第三級の実績があるようですし、迷宮に挑戦してみてはいかがですか？」

			　受付嬢はにこやかな笑みを浮かべて言う。

			　士道としても興味はあった。

			「迷宮というのは、具体的にどういうものなんだ？」

			　尋ねると、受付嬢は顎(あご)に手を当てつつ、士道に説明を始めた。

			　迷宮とは、端的に言えば魔物の住処(すみか)のようだ。

			　空気中の魔素が濃く、それで体を構成している魔物が生み出されやすい環境。だから定期的に討(とう)伐(ばつ)しなければ魔物が地上に溢れ出してしまう。

			　基本的に深層に潜るほど魔素の割合が高くなり、強い魔物が出現する。

			　だがその分、深層のほうが質の良い魔石を獲得できる。

			　冒険者としては自身の実力を把(は)握(あく)し、安全に狩れる階層さえ理解しているなら、危険が少なく安定して稼げる良い狩り場となっているらしい。

			「とはいえ、迷宮の難易度は魔物の強さだけで決まるわけではありません」

			　階層の深さや通路の狭さ、構造の複雑さによってかなり変化するとのことだ。

			　未踏破迷宮の深層には、高価な魔道具が置いてある場合が多い。

			　この現象は以前から疑問に思われていたようだが、魔道学者によると、捨てられた普通の道具が深層の色濃い魔素を吸い続け、変質した結果だと云われているらしい。

			「……だから深層で一攫千金を狙って命を落とすような方も多いんですよねー」

			　受付嬢が言う。

			「だいたいこんなところですかね」

			「なるほど……」

			「ちなみにこの街にあるローレン大迷宮は二十三層が最前線となっています」

			「へぇ。まだ踏破されてないんですね」

			　雑談をしつつ時計に目をやると、まだ午前中だった。

			　時間も余っているので、士道は試しにローレン大迷宮を体験してみると決めた。

			　冒険者ギルドから出て、大通りを東へと真っ直ぐに進んでいく。

			　その先に見えてきたのは洞窟と広場だった。

			　おそらく、あの洞窟の奥に広がっているのが迷宮なのだろう。

			　周囲を見渡すと、迷宮前の広場には何人かの冒険者がたむろっていた。

			　どうやら一仕事終えて戻ってきたらしい。

			　周囲には魔石売場など、迷宮探索に関連する露店が立ち並んでいた。

			　士道はそれらを眺めながら迷宮の入り口に近づくと、その場にいた衛兵が静止を促す。

			「見ない顔だな。冒険者か？」

			「はい。この街にやってきたばかりですね」

			　そう言いながら、士道はギルドカードを提示する。

			　衛兵は「第三級か……」と呟き、

			「確認した。入ることに問題ないが……まさか一人で行くつもりか？　この迷宮の通路はそこそこ広いほうだから、十人程度までパーティを組むこともできるが」

			「まあ、試しに潜ってみるだけなので。そんな深くまで行くつもりもないし」

			「そうか。まあ来たばかりなら仕方ないよな」

			　衛兵はそう笑いかけると入り口の前から退き、士道を手で促した。

			「一応言っておくが、このなかで起きたことはすべてが自己責任だ。規則上は駄目とされていることでも、たとえば同業の冒険者に襲われたって証拠が残らなければ罰せられない。気をつけることだな」

			　注意を勧告する衛兵にひらひらと手を振り、士道は迷宮に足を踏み入れた。

			　少し薄暗いが、逆に光源がない場所にしてはむしろ異様に明るい。

			　その疑問から『鑑定』すると、迷宮の壁を構成する石は仄(ほの)かに発光する性質を持っているようだ。それに加え、おそろしい硬さを誇っているので破壊はおそらく不可能だろう。

			（……なるほど、壁を壊して進むとかはできないっぽいな）

			　しばらく広い通路を進んでいくと、迷宮らしく道が分かれていた。

			　どちらに進もうか迷う。地図を買ったほうが良かっただろうか。

			「……まあ、いいか」

			　今日は別に深層まで潜るわけではない。

			　地図を持っていない状態で潜りすぎると、帰り道が非常に面倒臭そうだ。

			　そんなわけで、士道はとりあえず一層攻略を目標にして進み始めた。

		

	
		
			　

			第39話　怪物と勇者

			　

			　どんよりとした曇り空の下で、冴えない顔立ちの青年がのんびりと葉巻を吸っていた。

			「……くあー」

			　怠そうな声と共に、紫煙が吐き出される。

			　その声の正体は、ピレーヌ山脈の中腹で岩に腰掛けている草薙竜吾だった。

			　有害な物質がたっぷりと含まれた煙を肺に吸い込み、ゆっくりと吐き出していく。

			　魔王軍というブラック企業に勤める草薙にとっては珍しい休息の時間だ。

			　ちなみにリーファと翔は共に忙しなく動いていて、この場にはいない。

			「……何だ、テメェは？」

			　――だからこそ。

			　誰にも邪魔されずに休めるはずだった時間。

			　それを邪魔されることに、草薙はひどく嫌悪感を覚えていた。

			　草薙は嘆(たん)息(そく)しながら立ち上がり、虚空に向けて詰問する。

			　ここには、草薙の他に人影はない。誰もいないはずだった。

			　しかし――直後。

			「やはり気づかれたか」

			　虚空から唐突に、声が顕(けん)現(げん)する。

			　声に付随するかのように、純白の翼を生やした天使がいつの間にか現出していた。

			　天使長イリアス。

			『白い空間』で、転移者たちを異世界に落とした張本人だ。

			　草薙が警戒していると、彼は厳格な表情で呟く。

			「魔王は留守のようだな」

			「それが分かってるなら何しに来たんだよ？　面倒くせえ」

			「お前という存在を確かめに来たのだ」

			　――やはり勘付かれたのかと思いつつ、草薙は何とか舌打ちを堪える。

			「何の話だ？」

			　適当に嘯くと、イリアスは確信を持った表情で告げた。

			「……『女神の使徒』として呼び出した者の一人が、まさか……かつて女神様の手でこの世界に呼び出され、戦争で活躍した英傑だったとはな」

			　草薙は何も答えない。

			　だが、立ち姿と纏(まと)っている風格が答えを示しているだろう。

			「流石だ。ここまで天使を完璧に欺くとは」

			「……よく気づいたな。巧く隠れていたつもりだったが」

			「私は気づいていなかったが……女神様は当然、把(は)握(あく)しているだろう」

			「ハッ、天使長イリアスともあろう者が、女神に言われるまでは気づかなかったのか」

			「明らかに時間軸がおかしい。百年前に生きていた人間が、今も若々しい容姿でそこにいることに気づけと言うのか？　なかなかに厳しい相談だな。貴様ら人間は短命だ。とうに死んだものだと思っていた」

			「別に百年も生き続けてたわけじゃねえよ。気づいたら百年後の世界に来ていただけだ」

			「何……？」

			「いや……初代勇者との年代のズレ、霧崎との一致を考えると、俺はそもそも、百年前の世界に転移していて――今、本来の俺がいるべき時間軸に戻されたんだよ。多分な」

			　煙草の煙をゆらゆらと揺らしながら、草薙は語る。

			「俺は他の転移者連中みたいに女神の『世界渡り』で転移させられたわけじゃない。百年前の世界に呼び出されたときは『時間渡り』との組み合わせだったんだろうが……おそらく、今回は使っていない。そのときからそういう設定にされていただけだ」

			「――どういうことだ？」

			「まあテメェに語っても意味はねえな」

			　イリアスはしばらく眉をひそめていたが、やがてその部分を追求したところで意味がないと考えたのか、別の質問に移る。

			「……ひとまず聞こうか。百年前の戦争で、初代勇者と並びその名を轟かせた英雄よ。なぜ貴様は再び面倒事を背負い込み、あろうことか悪魔側についているのだ？」

			「………………はぁ？　そんなもん簡単なことじゃねえか」

			　本気で分からないのか――と、草薙は肩をすくめる。

			　イリアスは怪訝そうに眉をひそめ、

			「……悪魔側につく理由がどこにある？　奴らの目的は結局、悪そのものだ。かつて世界を救うために奔走した貴様が――」

			「――テメェらが、気にくわねえからに決まってんだろ」

			　イリアスはまるで、理解できないものを見たかのように眉をひそめた。

			「……テメェら女神側にはこの世界を任せられねえ」

			「では、魔神側なら世界を任せられるとでも言うのか？」

			「いいや」

			　草薙は煙草を放り捨てると、腰の剣を一息に引き抜いた。

			「――理由はいくつかあるが、俺は一時的に魔王軍に協力しているだけだ。だから女神にも魔神にも、安心して世界を任せるなんて無理な話だな」

			　草薙の洗練された仕草に、イリアスは気圧されたように構えを取りながら、

			「……貴様がやっているのは、かつて護った世界に対する裏切りだぞ？」

			「護ったなんて大層なことはしちゃいないし、だいたいテメェらはやり方が苛立たしい。百歩譲って、俺はいいとしよう。だが、日本で平和に暮らしていた者たちを無理やりこの世界に呼び出して、大した世話もせずに放り出して駒にするだと？　――ふざけてんじゃねえぞ」

			　草薙の表情に、怒りが発露する。眠そうだった瞳に、明確な殺意が宿った。

			「俺や霧崎なんかは例外中の例外だ。普通の日本人はたとえどんなに強力な固有スキルを持ってようが、まともに戦えるわけがない。戦いなんか見たことないような場所からやってきたんだ。ほとんど死ねと言ってるのと同じだ」

			「……さて、女神様はどうお考えなのだろうか」

			「ヤツに会ったら言っておけ。テメェは歪(ゆが)んでるってな」

			「……」

			「……世界の命運だの救済だの、聞こえはいい。だが、その実テメェらの掌の上で踊らされてるだけだ。俺は勝手に動く。やるべきことがあるんでな」

			「私たちがやっているのが、世界をより良くするために、必要なことだとしてもか？」

			「当たり前だ」

			　切り捨てる。草薙はこれが最後だと言うように、魔力を練り込み始めた。

			「そもそもテメェらにとってのより良くってのは、俺たちにとっては悪いことかもしれねえ」

			「……」

			「おおかた俺を味方につけようとしたんだろうが――悪いな、帰ってくれ」

			「ほう、敵対宣言をした貴様を逃すとでも思ったか？」

			「御託はいい。来るならさっさと来いよ」

			　純白の翼を大きく広げて威(い)嚇(かく)するイリアスに対して、草薙は不敵に笑った。

			　勝てるかどうかは関係がない――これは、自らの意志を貫き通すために必要な行動なのだ。

			　イリアスは僅かに顔を歪(ゆが)めて、言った。

			「……後悔するなよ」

			「テメェがな」

			　誰もいない静かな山の中腹で。

			　世界を震撼させる、怪物と怪物の死闘が幕を開けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「何だ……!?　地震か？」

			　ズシン……!!　と、迷宮内に重い地響きが鳴り響いた。

			　一層の通路を歩いていた士道は、その大幅な揺れを警戒して足を止める。

			　剣を抜いて周囲を見渡すが、特に変化はなかった。

			　断続的な地響きは続いているが、罠や魔物によるものではないようだ。

			　その事実に安(あん)堵(ど)しながら、前へと歩を進める。

			　しばらくは一本道で拍子抜けしていたが、ここにきて急に分かれ道が増えている。

			（……そろそろ迷宮らしくなってきたな）

			　いくつかに分かたれた通路を、士道は気の赴くままに進んでいく。

			　何回か行き止まりに突き当たるが、同じ失敗は繰り返さないように頭を回していく。

			　魔物の出現率はかなり高いが、所詮はまだ一層だ。

			　士道の相手になるような魔物は現れず、いずれも瞬殺で終わっていた。

			　そんな風に油断をしていると、歩いていた士道は足元に違和感を覚える。

			「――迷宮特有の、罠か？」

			　便利スキル『鑑定』を使うと、どうやら落とし穴のようだ。

			　士道は表面を崩して穴を覗き込む。

			　どうやら二層の小部屋に落ちるだけみたいなので降りてみることにした。

			「よっ……と」

			　士道は膝を曲げて着地し、周囲を見渡す。

			　そこは何の変哲もない小部屋――そのはずだった。

			　だというのに、士道は周囲をゆったりと見回して、驚きに目を瞠(みは)った。

			「――なるほどな、モンスターハウスか」

			　直後。

			　壁から湧き出るように現れたリザードマンの群れが、咆(ほう)哮(こう)を上げて襲いかかってきた。

			　およそ三十体ほどだろうか。

			　いくら士道とはいえ、囲まれるとやりにくい。少しだけ危機感を覚えていた。

			　波のように近づいてくるリザードマンたちに対して、士道は真っ直ぐに突撃していく。

			（……敵一体を見るな。周囲全体を注視しろ。動きを先読みして、的確に位置を変えろ）

			　士道は囲まれないように動き回りつつ、リザードマンの数を削っていく。

			　なかなかに骨が折れる作業だった。

			『稲妻』を発動すれば一瞬で終わるかもしれないが、固有スキル頼りの戦い方では、魔力切れすると打つ手がなくなる。その展開は避けたかった。

			　士道は冷静さを保つために呼吸を調整しながら、剣を握る手に力を込める。

			　残りは二十体。

			　気合を入れ直したそのとき、小部屋の入り口から大柄な男が駆け込んできた。

			「大丈夫か坊主よ！　助太刀するぞ！」

			「うおっ!?」

			　野太いその声に、気圧されて一歩退く。

			　――否。正確には、その声に聞き覚えがあったのだ。

			「あんた……なんでここに!?」

			　身の丈ほどの大剣を振り回す大男は、豪快にリザードマンの群れを吹き飛ばしていく。

			　これだけのリザードマンを相手に苦戦する様子がない。

			　それも当然だった。

			　なぜなら、サングラスをかけ、アロハシャツを着て、短パンを穿いたファンキーな格好の三十代の中年男性は――明らかに、王国の勇者、榊原迅だったのだから。

			　なぜだか助太刀に来た迅は、大剣を思い切り振り回す。

			　轟!!　と、爆音が炸裂し、リザードマンたちが虫けらのように吹き飛んでいく。

			　そして一息ついたところで、迅は士道を見て固まった。

			「士道か。お前、どうしてここに……」

			「それはこっちのセリフだよ。まあ目的地は一緒だったし、不自然ってほどじゃないが……」

			「まあ、そうだな」

			　迅が頷く。そこで足音と共に、金属鎧を着た青年が部屋に入ってきた。

			「――勇者様、せっかく護衛がいるんですから、ひとりで行くのはやめてくださいよ」

			「ははははは！　まあそう気にするな！」

			「気にしますよ、まったく……不死魔王の件も勝手にアルバート様についていっちゃったし」

			　青年は手で額を押さえて嘆(たん)息(そく)している。

			　迅の護衛をするために苦労しているようだった。

			　士道は哀れみにも似た視線を彼に向ける。

			　ともあれ――士道たちはいったん街に戻ることにした。

		

	
		
			　

			第40話　酒豪

			　

			「ははははは!!　そうかそうか！　ほれほれ、酒でも飲め！」

			「未成年に酒を勧める大人はちょっとな……」

			「何を言う！　こんな世界まで来て、今更法律もクソもあるまい！」

			「そりゃそうだけど」

			　ライン王国に降臨せし勇者は、酒を樽ごと抱え込み、豪快に喉を潤している。

			　士道はそれを引き気味に眺めていた。

			「――いや、しかし、これが勇者を名乗るのはどうかと思うよなぁ」

			「……すみません。こんなのが勇者で。申し訳ない」

			「いやいや、別にあなたが謝る必要は全然ないけども」

			「誰がこんなのだ。暴言も一度は許してやろう。だが次はないぞ、アルドック？」

			「何で私だけ!?」

			　アルドックと呼ばれたのは、勇者のお目付け役だという護衛の騎士だ。

			　何というか、苦労人のような顔をしている。

			　彼と士道はあの後、そのまま迷宮を出て酒場に連れこまれていた。

			　樽ごと酒を飲む迅のせいで、士道たちは非常に目立っている。

			　アルドックは顔を歪(ゆが)めて、

			「私だって最初は伝説の勇者様を護衛できると純粋に喜んでいたんですよ……！」

			「……そして出てきたのがこの男か。ドンマイとしか言いようがないな」

			「はははははは!!　そう褒めるな！」

			「褒めてない。というか、せめて服ぐらいはもうちょっと何とかならないのか」

			「どんなに高い鎧や魔道服を持ってきても、勇者様はそれしか着ないんですよ……！」

			「ワシはファッションというもんを重視しとるからな！」

			「その格好でファッションのたまうってどうなの？」

			「――え？　これが向こうの世界での普通だと勇者様に説明されたんですが……」

			「いやいや、これが普通とか逆立ちしてもありえないから」

			「やっぱりですか。……話を聞く限り、勇者様の同郷の方ですよね？」

			「ああ」

			「どうやってこっちの世界に？」

			「これ、ワシら異世界人は天使に呼び出されたと言っただろう」

			「普通の人間からすると、天使が姿を見せたことがすでに信じられないんですが……」

			「まあ俺たちだって信じたくないけど……」

			「ワシは信じたぞ。勇者にしてくれるって言われたしな。ははははは!!」

			　士道は呆れるが、迅は上機嫌に酒を飲み続ける。

			　もう夜だからサングラスに意味はないだろうが、外すつもりはないらしい。

			「酒樽もういっちょよろしく！」

			　迅が店員に声をかけると、アルドックが半分涙目で財布を覗き始めた。

			　妙に世知辛い現実を見てしまい、士道は目を逸らす。

			　何だか泣けてきた。

			「勇者様……せっかく迷宮で稼いだお金が切れますので自重してください！」

			「金が消えたらまた稼げばよかろう。ワシを誰だと思っている」

			　ドヤ顔の迅を生暖かい目で眺めるのは、アルドックと周囲の冒険者たちだ。

			「……これが勇者か」

			「……こんなのが勇者なんだ……」

			　そんな冒険者たちの呟きを受けて、迅は堂々たる口調で言う。

			「ワシの名は榊原迅。ライン王国に降臨せし勇者にして、世界の敵を討ち滅ぼす者だ。気軽に頼ってくれて構わんぞ。何せ――人々の、希望を背負っているからな」

			　一瞬だけ酒場が静まった。

			　その言葉だけは、勇者としての意志と自信が存分に乗っていたからだろう。

			「まあ、それはそれとして、酒をくれ酒を」

			「駄目だこいつ」

			　士道は真顔で呟いた。

			「そろそろやめてください……いくら酒に強いとはいえ……」

			「分かった分かった！　これで最後にしよう！　ははははは！」

			　アルドックはこめかみに手を当てて嘆(たん)息(そく)した。

			「仕方なかろう。向こうには『酒がなくては戦はできぬ』という格言もある。なあシドーよ？」

			「ないぞ」

			「ふむ。そうだったか？　ははははは！」

			「は、はぁ。今となってはもう、その酒代を稼ぐために冒険者稼業をこなしているんですが」

			「本末転倒だな」

			「別に構わんだろう。どのみちレベルの向上は必要だからな。……あ、酒樽もういっちょ！」

			「さっき最後って言ってなかったか？　何樽目だよ」

			「酒は数えるものじゃあないんだ。まだ飲み始めたばかりのシドーには分かるまい」

			「できれば一生分かりたくないわけだが」

			「私もです。シドーさん、貴方がいなければ、向こうの世界にはこんなのしかいないとかいう勇者様の妄言を信じるところでした……！」

			「こんなのって言ったな、アルドック貴様！　自分とこの勇者をあんなのと言い放ったな！　お仕置きをくれてやろう！」

			　迅は手をワシャワシャさせながら立ち上がると、見当違いの方向に向けて駆けていく。

			　酔っているからか足取りはフラついていた。

			　どうやらアルドックを探しているらしいが、そんなに遠くではない。

			　周囲でのんびり酒を酌み交わしていた冒険者たちが、慌てたように逃げていく。

			「う、うわぁ！　ハゲが来る……!?」

			「どこだアルドック！　って今、ハゲって言ったのは誰だ!?　お仕置きをくれてやる！」

			「ひぃっ!?」

			「……なあ、アイツはいったい何で向こうに行ったんだ？」

			「酒のせいで方向感覚が曖昧なのと、あの黒い眼鏡のせいで私たちが見えてませんね。ここの酒場、雰囲気重視で薄暗いですし」

			「いや、サングラス取れよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ワシはもう眠い」

			　酒の飲みすぎで顔を赤くしていた迅は、唐突に地面にぶっ倒れた。

			　士道は心配しかけたが「ぐおー」といういびきをかいているのを見て、呆れる。

			　そしてアルドックに爽(さわ)やかな笑みを浮かべて言った。

			「じゃ、俺はこれで」

			「――え？　ああ、はい。お疲れ様です」

			　そそくさと酒場の外に出ると「……この人、私が宿まで運ぶの？」という声が聞こえた。

			　強く生きてほしいと士道は思う。

			　ともあれ周囲を見回すと、すでに夜も深まっていた。

			　今日のところは宿を探し、休むことにしよう。

			　そう考えつつ、人気のない裏路地に入った――直後、ふと、違和感を覚えた。

			「……誰だ？」

			　振り向く。漆黒の魔道服をたなびかせ、夜闇に向けて詰問する。

			　誰かが隠れている気がした。

			「……」

			　その気配は質問に答えなかった。

			　ただ、士道に向けておそろしい速度で肉薄してくる。

			「お前、街中で……!?」

			　士道は『鑑定』を行使する。

			　

			　スイメル・カートレット：男：26歳

			　レベル：89

			　種族：エルフ族

			　天職：結界師

			　スキル：結界

			　

			（エルフだと……!?）

			　その事実に気づいた直後。

			　士道の理解を、ゆうに越えた現象が炸裂した。

		

	
		
			　

			第41話　エルフと思惑

			　

			「――――っ！」

			　スイメルというらしい男が突如として放った得体の知れない攻撃。

			　士道はそれを感じ取った直後、本能に従って『瞬間移動』を行使した。

			　一瞬で、スイメルの背後に転移する。

			　――直後。士道が一瞬前まで立っていた地面に轟音が炸裂した。

			（何だ……アレは!?）

			　今の現象が何なのか、士道はまったく理解できていない。

			　回避できた理由は、本能の警鐘に従っただけに過ぎなかった。

			　冷や汗を垂らしながらも、士道は敵の背中に向けて剣の柄を握り、居合斬りを放つ。

			　まだスイメルは『瞬間移動』した士道には気づいていない。

			　ならば、その隙を突くまでだ。

			　事情は知らないが、急に襲いかかってくるような相手に手加減はしない。

			　――夜闇に銀閃が迸(ほとばし)る。

			　並の相手なら一撃で戦闘不能に追い込めるほどの、渾身の一撃だった。

			　だが、その攻撃は直前で気づかれた。

			　剣に手応えがない。スイメルは右に体を振り、紙一重でかわしていく。

			　隙を悟った士道は、咄(とつ)嗟(さ)に後方に跳躍して距離を取った。

			（……強い）

			　初見殺しの『瞬間移動』からの奇襲。それをあっさりと回避した。

			（逃げるか、戦うか。――どうする？）

			　士道は一瞬だけ逡巡したが、迷いは行動に現れ、敵に見破られる――だから、全力で足を踏み込んでいく。烈帛の気合いと共に、連撃を放った。

			　洗練された体さばきで次々にかわされる。

			　しかし、スイメルの姿を隠している外(がい)套(とう)を切り裂くことには成功した。

			「――チッ」

			　スイメルの姿があらわになる。

			　銀色の髪に褐色の肌。精悍な顔立ちをしていて、細身の青年だった。

			　エルフだと証明するように、耳が鋭(えい)利(り)に尖っている。

			「……何の用だ？」

			「……」

			　答えはない。

			　スイメルの動きに迷いはなかった。

			　魔力による身体強化を実行し、爆発的な速度で肉薄してくる。

			　対する士道は剣で迎撃した。

			　スイメルの拳を体を振ってかわすと、カウンターとばかりに脇腹を蹴りつける。

			　だが――まるで見えない壁に衝突したような感覚と共に、足が弾き返された。

			　ビリビリとした振動で足が痺(しび)れる。

			（……固有スキルは持ってない。結界師だったな、障壁みたいな無属性魔法？　――くそっ）

			　スイメルはその隙を逃さず、懐に踏み込んでくる。

			　咄(とつ)嗟(さ)に警戒する士道だが、青年の拳が届くまでに充分な間があった。

			　まだ余裕を持って戦術を立てられる。

			　そう思っていた。

			　直後。

			　

			　ゴッ!!　と、士道は凄まじい勢いで後方へと吹き飛ばされた。

			　

			「がはっ!?」

			　回転しながら地面を転がる。

			　やがて士道は爆音と共に建物に衝突した。

			　その壁にすら亀裂を入れて、ようやくすべての運動エネルギーを消化する。

			　激痛よりも混乱が先に現れた。

			　おそらくは初手と同じ攻撃だろう――と、それだけは分かる。

			　だが、何をされたのかはまったく理解できない。

			　体全体に響くような攻撃だった。

			　立ち上がろうとした途端、激痛が脳内を支配し、赤黒い液体が喉を通り抜けていく。

			　思わず士道が喀(かつ)血(けつ)すると、スイメルは即座に接近してくる。

			　『瞬間移動』で後方に転移して剣を振り下ろす――が、同じ手は通用しないとばかりに、スイメルが創った見えない障壁に弾かれる。

			　士道は舌打ちした。これが無属性魔法の使い手。それも結界を操る術者。

			（ええい――面倒だな）

			　激痛を抑え込み、士道は考えを放棄した。

			　そうして、渾身の魔力で肉体を強化して突貫していく。

			　右手には『稲妻』が唸りを上げている。

			　そう。

			　障壁の隙を穿てないのであれば――真っ向から、叩き潰すまでだった。

			　士道の咆(ほう)哮(こう)と共に、紫電の竜が顎(あご)を開き、地獄の釜を覗かせる。

			　雷の牙がスイメルへと食らいつく直前。

			　それまで、常にポーカーフェイスを保っていたスイメルは眉をひそめた。

			「――派手にやりすぎた、か」

			　その呟きと同時に、いに『稲妻』が炸裂する。

			　雷光を瞬かせて障壁を突き破ったときには――もう、彼の姿はどこにもなかった。

			「くそ……逃げ、たか」

			　士道はふらりとその場に倒れ込む。見事にしてやられた。

			　結局、スイメルの目的は何も掴めないままだ。

			　士道は固有スキルを乱発したというのに重傷で、対するスイメルは無傷。

			　自分の弱さに吐き気がした。

			　そこへ、

			「う、うわわ!?　だ、大丈夫なのですか!?」

			　甲高い声が士道の耳に届いた。

			　痛む肉体をどうにか起こして、その声の主へと振り向く。

			　士道の姿を見てオロオロしていたのは、十歳程度に見える少女だった。

			　水色の髪に蒼い瞳をした子供。

			　もう夜も深まっている。子供が出歩くのは危険だ。

			「と、とりあえず手当てをしなくちゃですよね!?　……でも私、治癒は専門外なのです」

			「……お母さんが心配するぞ。はやく家に帰れ」

			「子供扱いするななのですよー！」

			「はあ？」

			　士道は目を細めつつ、リーファのような例もあるので『鑑定』をする。

			　

			　ミレーユ・マーシャル：女：１２２歳

			　レベル：１０８

			　種族：人族／精霊族

			　天職：魔術師

			　スキル：高速演算

			　

			「……信じてないですね……」

			　むー、といった感じで頬を膨らませる少女。士道は唖然としていた。
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			　それにしても――と、彼女はざっと辺りを見渡す。

			　一瞬、家屋の屋根に鋭い視線が飛んだ気がした。

			　少女――もといミレーユは言う。

			「戦闘の形跡があるのですよ……この魔力の残(ざん)滓(し)は、エルフですかね？」

			　ミレーユは深刻そうな顔で何かを考え込んだ。

			　士道は混乱を抑えつつ、尋ねる。

			「分かるのか？」

			「もちろん。私はこれでも、魔術師の端くれなのです」

			「……やっぱり、そうなのか」

			「？　……とりあえず、あなたを治癒院に運ぶことにするのですよ」

			　ミレーユは首を傾げつつも、士道の体に手をかけた。

			「そりゃあ!!」

			「え!?　おま、ちょっと待て!?」

			　魔力で体を強化したのか、そのまま士道を持ち上げる。

			「さあ、揺れますけど、治癒院はすぐそこなので我慢するのですよ！」

			「いや、下ろしてほしいんだが……！　自分で行けるし」

			「あ、名乗っていなかったですね」

			　ミレーユは、おそろしくマイペースに、ふと思い立った感じで告げた。

			「私はミレーユといいます。そこの魔法塾で先生をやっているのですよ！」

			「信じたくないよな」

			「ええ!?」

			　ミレーユは愕然としていたが、やがてそれどころではないと気づいたのか、

			「それじゃ、行くのです！」

			　驚く士道を担いでスタコラと走り始める。

			　余談だが、ミレーユにお姫様抱っこされた士道は、精神的に大きな怪我を負ったらしい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……うーむ。割り込む機会を見失ったな」

			　とある家屋の屋根で、胡座をかいて酒を呑んでいた一人の男が呟いた。

			　星の光を反射する頭に、夜闇に溶け込むサングラス。

			　そう、勇者と称されている男――榊原迅は、顎(あご)に手をやりながら、

			「……スイメルの奴、ワシに気づいたから逃げ出したんだろうが……いったい何を考えておる？」

			「尾行させますか？」

			「ああ、もういい。ワシがすでに追っている」

			「……それにしても、勇者様の同郷って、強い方が多いのですね……」

			「さて、アレはアレで特別製だと思うが。――ハズレ術師、か」

			「？」

			「いや、何でもない。ワシからの報告を待つことにしよう」

			　そう言って、迅は愉快そうに笑みを浮かべた。

			　夜闇の下で、それぞれの思惑が蠢(うごめ)いていく。

		

	
		
			　

			第42話　ミレーユ・マーシャル

			　

			　士道は痛みに顔をしかめながら、ベッドから身を起こした。

			「ここは……」

			　周囲を見渡す。

			　どうやら治癒院のようだった。

			　確か、スイメルと交戦して倒れた後、ミレーユに運ばれたのだったか。

			　あんなに見た目は幼い少女にお姫様抱っこをされるなど、あまり思い出したくない。

			　窓から外を眺めると、街が一望できる。ここが二階であることに気づいた。

			　冒険者ギルドは相変わらず威圧的な存在感を放っている。

			　大通りに目をやれば、朝早くから人々は街を歩き回っている。

			　がやがやとした喧(けん)騒(そう)が飛び交っていた。

			　しばらくそれを眺めていると、

			「あ、起きたのですね！」

			　スープを手に持っている少女が階段を上がってきた。

			　水色の明るい髪に透き通るような碧(へき)眼(がん)。ぷるぷるとしていて、白磁のような肌。

			　ミレーユ・マーシャルだった。

			「助けてくれたことには、感謝する。ありがとう」

			「はいはいー。あ、スープ持ってきたんで飲みましょう。体が温まるのです」

			「作ってくれたのか？」

			「はい！　自信作なので、きっと美味しいのですよー」

			「この治癒院で働いてるとかじゃないんだよな？」

			「ただのボランティアなのですよ。あなたのことが心配でしたし」

			「優しいんだな」

			　濃厚そうなスープを口に含むと、舌の上にゆっくりと旨味が広がった。

			　熱が沈み込むような感覚だ。体の芯から温まってくる。

			　ミレーユはベッド横の椅子にちょこんと腰掛けながら、首を傾げる。

			「……ところで、どうしてエルフ族と戦ってたのですか？」

			「俺にもよく分からない」

			「？」

			「隠れていたから声をかけたら、急に襲われただけだ」

			「……なるほど。エルフが、ね」

			　ミレーユが深刻そうな目で遠くを見た。士道は尋ねる。

			「どうかしたのか？」

			「あ、いえ！　なんでもないのですよ！」

			　ブンブンと顔を振るミレーユ。士道は苦笑しながら、

			「本当に、世界にたった三人とかいう超級冒険者なのか……？」

			　その言葉を放った瞬間。

			　ミレーユの雰囲気が一変した。鋭い視線が士道を射貫く。

			　薄ら寒い風が頬を撫でた。

			　士道は怪訝そうに眉を顰(しか)めながらも、その視線を受け止める。

			　ミレーユは今までとは雰囲気の異なる真剣な様子で、士道に尋ねた。

			「……どうして、それを知っているのですか？」

			「そりゃ、伝説の超級ともなれば名前ぐらいは知ってるわな」

			「いえ、そういう意味ではなく――」

			「――ああ、そういえば超級冒険者だってことをこの街では隠してるんだったか。サリウスさんが言ってたな」

			「え、今、サリウスと言いましたか!?　もしかしてサリウス・マクドネルのことなのです!?」

			　サリウスの名を出した途端、ミレーユの放つ威圧が急に霧散する。

			　士道は拍子抜けしながら、

			「あ、ああ……そうだ。もともと俺がこの街に来たのは、あなたに魔法の教えを請うためだからな……いや、まさか、こんなちっちゃいとは思わなかったけど」

			「……だから知ってたのですね。びっくりさせないでくださいよ。後ちっちゃくない」

			「サリウスの書状がある」

			　士道はそう言って、紙の束を放る。

			　ミレーユはあわあわしながら、それを受け取った。

			　ざっと内容を確認したミレーユは、

			「ふむふむ。分かりましたー。闇属性魔法ですか、なるほど」

			「ああ。金ならそれなりにあるから心配しないでくれ」

			「うちはそこまでお金にこだわってないのです。これでも元超級ですからねー」

			「ふむ、魔法塾って何人ぐらいいるんだ？」

			「今は四十人ぐらいですかね。小規模ですけど、それなりに本格的なことをやっている自負はあるのですよ。一般にはあまり知られてないですけど」

			「知られてないというか、どうせ知られないようにしてるんだろうが……」

			「――む、なぜ分かったのです？」

			「いや超級だって隠してるし、普通に考えれば……」

			「流石です！」

			　ミレーユは目をキラキラさせる。

			「あ、じゃあ私は用事があるので失礼します。魔法塾には五時から来てください。怪我のせいで体がだるかったら、また明日で大丈夫なのですよー。では、お大事に」

			　ミレーユはそう言って慌ただしく一階に降りていった。

			　あたふたするその姿はサリウスやグラントを越える超級の冒険者には見えない。

			　隠居している魔法の達人。

			　すべての冒険者から畏(い)怖(ふ)と尊敬の眼差しを受ける伝説。

			「……それがあんな少女の姿をしているなら、バレないわな」

			　思わず呟く。

			　士道は大きく嘆(たん)息(そく)した。

			　この世界はまだまだ怪物だらけだという事実を再確認する。

			　――もっと強くならなければ。

			「……」

			　士道はベッドから身を起こして、魔道服に身を包み、迷宮へと向かった。

			　その瞳に映るのは焦(しよう)燥(そう)ではない。

			　士道は冷静な人間だ。自分がどれだけやれるのかは客観的に分析できている。

			　無茶をしたところで強くなれるわけではない。

			　だから、最小のリスクで最大のリターンを得たいところだった。

			（……そういや、スイメルの謎の攻撃。ミレーユに聞いておけば良かったかな）

			　そんなことをつらつらと考えつつ街中を歩いていると、

			「おお、ちょうどいい。士道！」

			　誰かに呼ばれたので振り返ると、迅とアルドックがこちらに歩いていた。

			　士道の進行方向には迷宮がある。

			　おそらく迅たちも同じ目的なのだろう。

			「どうした？」

			「お前も迷宮に潜るのだろう？　――どうだ、一緒に行かんか。お前なら、ワシらにもついてこられる」

			　迅はそう言ってニカッと笑みを浮かべた。

			　サングラスの奥では、瞳が妖しい輝きを放っているような気がした。

		

	
		
			　

			第43話　迷宮の深層

			　

			　――ローレン大迷宮。第二十四層。

			　強力な魔物が多数出てくるこの階層が、現在の最前線だった。

			　優れた冒険者が集まるこのローレンでも、最前線を開拓していくパーティはたったの一組。

			　クラン〝一つ目狐〟の精鋭が率いる、熟練で構成されたパーティのみである。

			　それだけ深層に進むのは、危険が高い険しい道なのだ。

			　だが現在その最前線を、冒険者ですらない者を含んだパーティが進んでいた。

			　勇者の迅と護衛の騎士、アルドック、そして士道の三人である。

			　普通は迷宮に潜る以上、冒険者になったほうがいろいろと便宜が図られる。

			　彼らは勇者と騎士なので、冒険者でなくとも迷宮に入ることは認められている。

			　とはいえ――これは、前例のない事態だった。

			　

			「……やっぱり強いな」

			　迅、アルドックと共に迷宮内を歩いている士道は、端的に呟いた。

			　いつの間にか深層まで潜っているので、やはり出現する魔物も強くなっている。

			　単体ならともかく、群れると厄介な個体が多かった。

			「士道、気をつけろ。多分その辺りに罠がある」

			　助言をしたのは、身の丈ほどもある大剣を肩から背負った中年男性、王国の勇者だ。

			　迅は特に意味もなく、士道に向けてサムズアップする。

			「――何で分かる？」

			「勘だ。迷宮に長年潜っている者の言葉は信用しておけ。年の功というヤツだ」

			「全然違うと思うが……」

			「そもそも勇者様あなた、ここ以外の迷宮含めても、まだ一ヶ月も潜ってないですよね」

			　アルドックが呆れたような目で迅を見る。

			「ワシにとって一月とは百年のようなものだ。常人とは時の密度が違う。ははははは！」

			「そうか。……って、おっと」

			　士道は罠らしきものを察知した瞬間、後方に跳躍して難を逃れた。

			　どうやら典型的な落とし穴のようだった。

			　迅の助言がなければ間違いなく引っ掛かっていただろう。

			「悪いな」

			「なに、ワシも当たるとは思ってなかったから気にするな」

			「自信なかったのかよ」

			「ワシはまだ迷宮に入ってから一ヶ月だ。罠の位置など分かるはずもあるまい」

			「さっきと言ってること真逆だぞ……」

			「勇者様の言い分が百八十度変わるのは良くあることです。気にしないほうがいいですよ」

			「うん？　アルドックよ。ワシは最初から言っていることは何も変わっとらんぞ。この世界にある美味い酒をあるだけ持ってこい――召喚直後からそう言っとるではないか」

			「……お酒のためじゃないと仕事しないんですから……」

			「未成年には分からない話だ」

			「ふむ？　今時の高校生なんて酒と煙草持って騒いでるだけではないのか」

			「ひどい偏見だな……」

			「つまらん。道理で最近、調子に乗っている学生連中をあまり見かけんと思ったわけだ。お前のような奴が増えとるのかもな。おかげでワシは仕事が減って助かるが」

			「それは知らんが……アンタ警察官かなんかだったのか？」

			「待て」

			　雑談しながら通路を歩いていた迅は、道の途中でピタリと足を止めた。

			　士道とアルドックもつられて立ち止まる。

			「――来るぞ、構えろ」

			　そこで士道も、数メートル先の曲がり角から、魔物の気配を感じ取った。

			　士道たちが立ち止まったのを察知したのか、魔物が飛び出してくる。

			　まず目に入ったのは骸骨の体。ボロ切れのようなローブ。血が錆びて固まった鎌。

			　――デスサイズと呼ばれる凶悪な魔物だった。

			　単体でも強いのだが群れで出現するので、冒険者たちから怖れられている。

			　それが五体。士道たちに突撃してくる。

			「マジですか……」

			　少し青い顔をしているアルドックを横目に、士道は剣を引き抜いた。

			　このパーティのリーダーは迅だ。

			　戦うか逃げるかは士道が決めることではない。

			　よって迅に視線を向けると、サングラスの奥の瞳が士道を捉えた。

			　互いの視線が交(こう)錯(さく)し、迅はより愉快そうな笑みを刻んだ。

			　凄絶な殺気がデスサイズに牙を剥く。

			「やるぞ」

			　言葉と同時。

			　迅は身の丈ほどもある異常な大きさの大剣に手を掛けた。

			　それを軽々と片手で振り回すと、デスサイズたちの中心に向けて疾走していく。

			「おおおらああああああああああああああああああああっ!!」

			　ごう、と風が唸る。

			　迅は一太刀で二体のデスサイズを吹き飛ばした。

			　一体を剣で殴り飛ばし、もう一体はビリヤードのように連鎖させたのだ。

			　そうして迅は、デスサイズたちの中心に着地する。

			　ギラリとした視線が魔物たちを射貫いた。

			　どう見ても連携には向いていない戦い方だが、アルドックは迅に追従するようにデスサイズへと接近し、動きを合わせるような形で連携を取っている。状況判断が巧い。

			　スペックそのものは迅が上回っているが、アルドックには技術と経験が滲(にじ)み出ている。

			　迅も攻撃の思い切りが凄まじい。

			　すでに三体目のデスサイズに止めが放たれていた。

			　戦況を眺めている場合ではない。

			　士道は背後から肉薄していたデスサイズの鎌を屈んでかわすと、膝を曲げた反動を利用して体をひねりつつ、真上に大きく斬り上げる。

			　慌てたように引き下がるデスサイズだが、士道の剣をかわしきれない。

			　ボロ切れのようなローブを引き裂き、骸骨の体があらわになる。

			　魔物の弱点ともいえる魔石の所在が明確になっていた。

			　それは骨に囲まれた心臓部で妖しく輝き、存在感を放っている。

			　士道は足元の小石を蹴り上げた。

			　こんなものでダメージは与えられない――が、デスサイズの視線がつられる。

			　それだけで充分だった。

			　士道は斜めから抉るような角度でデスサイズに肉薄していく。

			　だが、デスサイズは士道の動きに即座に反応した。

			　視線誘導に失敗。士道は舌打ちする。

			　デスサイズは骨そのもの。ゆえに眼球がなく、視線が読みにくい。

			　とはいえ士道は突進を止めなかった。

			　デスサイズの懐へと足を踏み入れていく。

			　士道は袈(け)裟(さ)斬りに剣を放つが、ひらりと後方に回避された。

			　だが、そこまでは予想通り。士道は斬(ざん)撃(げき)の角度を急速に変化させる。要は強引に曲げた。

			　凄まじい速度で放たれた剣が、速度を殺すことなく直角に曲がっていく。

			　銀閃が鋭(えい)利(り)な翼を生み出す。

			　デスサイズは反応すらできずに、胸の魔石を叩き斬られ、光となって消えていく。

			　士道は残心の息を吐いて周囲を見渡す。

			　奇術師としての技術を剣に組み込み、剣速は落ちるものの、敵の意表を突くような攻撃を仕掛けたのだが、どうやら成功したようだった。

			　迅たちのほうを見ると、ちょうどデスサイズが全滅したところだった。

			　士道が一体倒す間に、二人で四体。

			　やはり、強い。

			「……」

			「どうした、士道？」

			　デスサイズを倒して休憩を取っていた士道は、立ち上がって通路の奥に目をやる。

			　――今、確かに悲鳴が聞こえた。

			「それも……女だな」

			「勇者様、おそらくは人間の悲鳴です。発生源はこの先でしょうね、多分」

			「ワシらの他に最前線を攻略しているのは熟練の〝一つ目狐〟だけのはずだが……しかし、あのパーティに女はいないはずだな」

			「はい。中堅が無謀な真似でもしたんですかね……？」

			「――俺は助けに行くぞ。アンタらはどうする？」

			　士道が言うと、迅は僅かに目を瞠(みは)った。

			　するとアルドックの視線を受けて、迅は珍しく真剣な声で告げる。

			「分かった。ワシらも様子を見にいく。何が出てくるか分からんからな、警戒しろ」

		

	
		
			　

			第44話　禁忌の少女

			　

			　――失敗した。

			　外(がい)套(とう)で身を隠した少女は歯噛みする。

			　フードから覗く瞳に、苦渋の色が浮かび上がった。

			　その理由は少女の眼前にある。――魔物の群れが迫っていた。

			　三体のグールに加えて、二体のデスサイズ、そしてミノタウロスまでもが少女を狙っている。

			　深層で猛威を振るうその魔物たちは、少女の力量をはるかに越えていた。

			　少女は罠に引っ掛かり、深層まで落ちてしまったのだ。

			　あれほどまでに分かりやすい落とし穴に嵌まるという、取り返しのつかない過失。

			　――普段なら、容易に気づくはずだった。

			　これでも少女は、十層周辺を狩場として、ソロの冒険者を続けている。

			　だが、この階層で生き残れる自信はまったくなかった。

			　自分の不覚を強く恥じる。

			　少女は唇を噛み締めながら、自分の無力さを痛感していた。

			　それでも、こんなところで死ぬわけにはいかない。

			「〝岩弾〟……！」

			　文言に呼応して魔法陣が展開。

			　虚空より生み出された岩塊が、バラバラに分離しながら射出されていく。

			　土魔法を行使して、肉薄する魔物たちを牽制する。

			　だが、やはり魔物の数が多すぎる。

			　一体のデスサイズがいつの間にか〝岩弾〟の雨を突破して、少女に接近していた。

			「この……ッ!!」

			　咄(とつ)嗟(さ)に身を翻(ひるがえ)すがデスサイズの凶刃は速く、鋭い。

			　かわしきれずに薄く肌から鮮血が飛ぶ。

			　ぞくりと、痛みよりも先に恐怖が脳内に伝播した。

			　死の足音が、少女の背後から忍び寄っているかのような錯覚すらある。

			　それでも少女の碧(へき)眼(がん)にはまだ光が宿っていた。

			　――まだ、終われない。

			　この状況をどうやって切り抜けるか。

			　少女は思考を回転させる。

			　一本道の通路。前方にはグールとミノタウロス。後方にはデスサイズが回り込んでいる。

			　グールは一体ずつならば少女でも対処できるが、三体もいれば連携を取ってくる。

			　正直、ソロでは倒す自信がなかった。

			　デスサイズにいたってはこれまで一度も戦ったことがない。

			　だが、殺気の質が中層にも現れるグールとはまるで違った。ミノタウロスも同様だ。

			　少女は迷宮の深層を体感している。

			　熟練冒険者たちはこんな魔境を探索しているのか――そう、畏(い)怖(ふ)の念が渦を巻いた。

			　少女は次々と魔法を放ち、グールたちを牽制した。

			　しかし、魔物を近づけさせないだけでは埒が明かない。

			（どうにかして……突破口を開かないと）

			　少女は体中に魔力を巡らせる。

			　その身に秘める、膨大な魔力量を無差別に撒き散らす。

			　客観的に見ても、それは尋常ではない魔力量だった。

			　確かに少女は魔法に長けた種族との混血で天職が魔術師系統とはいえ、レベルはいまだ50程度に過ぎない。

			　だから理由は不明だが、この魔力量は少女にとって唯一の才能だった。

			　その莫大な魔力を惜しげなく噴出させ、周りを囲む魔物たちを威圧する。

			　今もなお敬愛する義兄から教わった、危機に陥った際の威(い)嚇(かく)方法だ。

			　まだ戦い方を知らなかった頃、こうするだけで大抵の魔物は逃げていくと教わった。

			　――もう彼とは、死ぬまで会うことはないだろうけれど。

			「これでも逃げないって……流石は深層か」

			　少女の頬を冷や汗が滑る。

			　グールは少し退いたが、逆にデスサイズは一息に突撃を敢行してきた。

			　その迅速な判断に少女の息が詰まる。

			　一秒にも満たぬ刹(せつ)那(な)。

			　少女の魔法構築の隙すら与えず、デスサイズは鎌を高速で振り抜く。

			　反応が間に合わない。

			　だから――少女は思わず目を瞬かせた。

			　デスサイズが自分を襲う寸前、頭から真っ二つに裂かれていったからだ。

			　理解が追いつかずに混乱していると、思い出したかのように剣圧がフードを揺らした。

			　外れないように細工はしてあるとはいえ、思わずフードを手で押さえる。

			　その直後、少女の眼前に黒服の少年が立っていることに気づいた。

			「数が多いな」

			「グールが三体。デスサイズが残り一体。奥にミノタウロスか。アルドック、お前一人でやれ」

			「いや無理ですからね!?」

			「話は後だ――来るぞ」

			「ワシがミノタウロスをやる。他は任せた」

			「ああ」

			「了解です」

			　端的なやり取りの直後、男たちは躊躇(ためら)いなく魔物へ突撃していく。

			　勝負は一瞬だった。

			　少女がへたり込んでいると、いつの間にか殲(せん)滅(めつ)されていた。

			　安(あん)堵(ど)も束の間、少女は中央に立つ奇怪な大男の正体に気づき、少し体を強張らせた。

			「勇者ジン……」

			「そうだが――どうかしたのか？」

			　迅は興味深そうな目で少女を見た。

			　フードをより深く被りつつ、少女は忌々しげに呟く。

			「……アンタには関係ないでしょ」

			「まあそう言うな。ちょうど助けてやっただろうに」

			「うぐっ……」

			　それを言われると弱い。

			　というか、まずは感謝の言葉を告げるべきだった。

			　いろいろと事情があるとはいえ、助けてもらった以上は礼を言うのが当然だろう。

			　礼節を重んじる――それがエルフの流儀だと義兄からも教わった。

			　とはいえ少女はエルフではなく、人族と混血のハーフエルフに過ぎないのだが。

			　少女は自嘲的な笑みをフードで隠しながら、感謝の意を表した。

			「……ごめん。助けてくれてありがと」

			「と言ってもまあ、助けると決めたのはワシじゃなくてコイツだがな」

			「……え？」

			　迅が指差す先にいたのは、スラリとした長身の少年だった。

			「だから、感謝するならコイツが正しい。ははははは！」

			「何が面白いんだ」

			　少年は呆れたように肩をすくめている。

			「あ、えっと……ありがと。あなたのおかげで助かりました」

			　少女はそう言って、ぺこりと頭を下げる。

			　少年は魔石を回収しながら、ひらひらと手を振った。

			「気にしなくていい」

			「……てか、ここらじゃ見かけないけど、名前は？」

			「シドー・カミヤ。第三級だ」

			「どっかで聞いたことあるような……あ、アクラリアの上位悪魔討(とう)伐(ばつ)の英雄だったかな」

			「……よく知ってるな」

			「王国の冒険者ならだいたい知ってるでしょ。魔王の復活なんて死活問題だし」

			　少女は驚く士道に淡々と言った。

			　士道たちが魔石の回収を終えると、迅は周囲を索敵しながら少女に話しかけてくる。

			「それで、結局どうしてお前はこんな深層まで潜っている？」

			「……深層へ通じる落とし穴に嵌まっちゃったのよ」

			「うん？　落とし穴ぁ？」

			「……何よ、笑いたければ笑えばいいじゃない。あんなの一生の不覚だから」

			「ああ……なるほど。まあ、その何だ、たまにはそういうこともある。ははははは！」

			「慰め方が雑すぎるだろ……」

			　士道は額を押さえて嘆(たん)息(そく)している。

			「そういえばシドーよ。お前だって昨日ワシに会ったとき、罠に引っ掛かっていただろう。モンスターハウスの」

			「落とし穴には気づいてたんだけどな。下に何もなかったから降りてみたら――」

			「――大量のリザードマンか。ははははは！」

			　迅は高笑いする。

			　ともあれ二人の会話を眺めている場合ではない。

			　少女は意識的に甘えるような口調で言った。

			「ねぇ、報酬は出すし、十層ぐらいまでで充分なので、あたしを護衛してくれませんか？」

			　ここからひとりで戻る自信がない。

			　少女にとって、これは死活問題だった。

			　士道が迅に目を向けると、彼は顎(あご)に手を当てながら、

			「ふむ。まあちょうど、今日はこれぐらいにしようと思っていたところだ。そろそろ戻るか」

			「ああ。俺も用事があるしな」

			　少女は安(あん)堵(ど)した。

			　同時に、もしこのフードが取れてしまったらと考えると、身震いが収まらなかった。

			　フードの奥には、僅かに尖った耳が潜んでいる。

			　それはハーフエルフであるという証明。

			　気づかれてしまえば、迷宮内に取り残されてしまうかもしれない。

			（……どうか、あたしのことを詮索しないでください）

			　少女は心のうちで、密かに祈る。

			　なぜなら――ハーフエルフは、禁忌の存在であるからだ。

			　人族とエルフ族の長い歴史で、かつて戦火を生み出した火種。

			　ゆえに少女は蔑(さげす)まれ、理不尽な弾圧に耐えながら日々を生きてきた。

			　だが、ようやく少女はこの街に居場所を確立し始めたのだ。

			　台なしにしたくはなかった。

			　しかしフードで耳を隠し続けるのは息苦しい。

			（――早く、帰りたい）

			　少女がありのままの自分を曝け出せるのは、あの子供のような見た目をしていて、しかし実際には長生きしている、優しくて暖かい教師のところだけだった。

			　ミレーユ・マーシャル――彼女も精霊族との混血だから、少女の気持ちを分かってくれる。

			　だからミレーユのもとに、早く戻りたかった。

			「あれ……？」

			　そんなことを考えている間に、迷宮の入り口まで辿り着いたようだった。

			　これで契約は終了。

			　報酬はギルドで支払うことを約束すると、彼らはさっさと歩み去っていく。

			　何となしに士道の後ろ姿を見ていたら、肩越しに振り返った彼と目が合ってしまう。

			　士道は僅かに動揺したように目を逸らしつつ、

			「――またな、リリス」

			　そんな風に告げた。少女は愕然と目を見開く。

			　どうして、その名を知っているのか。

			　一度も名乗った覚えはなく、冒険者ギルドには偽名で登録してある。

			　士道も自らの失言を悟ったのか、ハッとしたように苦笑し、街のほうへと消えていく。

			（なんで……？　名前を知っているのなら、まさか正体も知っているの……？）

			　そうして。

			　士道に注目していた少女は。

			　自分に向けられた、ひどく鋭(えい)利(り)な視線に気づくことはなかった。

		

	
		
			　

			第45話　王を名乗る怪物たち

			　

			　士道は勇者たちと別れた後、ミレーユの魔法塾を目指して歩いていた。

			　地図によると街の東端に位置しているらしく、迷宮からは少しばかり距離がある。

			　とはいえ急ぐ理由もないため、士道はのんびりと歩いていた。

			（……それにしても）

			　先ほど、ハーフエルフの少女を名前で呼んだのは失敗だったと反省する。

			　士道は『鑑定』で名前を知っていたのだが、思わず口から零れたのは迂闊だった。

			　リリスからすれば、士道は知らないはずの情報を知っていたのだ。驚いて当然だろう。

			　顔を隠していた理由は分からない。

			　ハーフエルフだということに何か関係があるのだろうか。人族とエルフ族の関係が不穏という話を聞いたことはある。

			　そんなことを考えていると、いつの間にか魔法塾があるはずの場所に到着していた。

			　士道は周囲を見回し、

			「これ、か……？」

			　首を傾げる。

			　この世界ではあまり見かけない簡素な木造建築だった。

			　周囲の建物に比べれば大きいが、四十人近い生徒を収めるには狭すぎる。

			　考えていても仕方がないので士道はひとまず、その建物の扉を開いた。

			　すると、いきなり教室のような空間が広がっていた。

			　机と椅子が規則正しく並ぶその光景は、士道にとって懐かしいものだった。

			　時刻はまだ三時頃。

			　ミレーユに言われた時刻にはまだ早い。

			　だというのに、教室にはすでに、一人の生徒の姿があった。

			　美しい銀髪を長く伸ばし、僅かに尖った耳が覗いている碧(へき)眼(がん)の少女。

			　彼女は士道を見て、驚いたように固まっていた。

			　見覚えはないが、耳の形状から何となく察しをつけながらも『鑑定』する。

			　

			　リリス・カートレット：女：14歳

			　レベル：54

			　種族：人族／エルフ族

			　天職：光術師

			　スキル：【固有】魔因子

			　　　　：【固有】龍因子

			　

			　リリス・カートレットという表示。

			　やはり先ほど迷宮で会ったハーフエルフの少女だった。

			　表示にある二つの固有スキル――どういうものなのか、さっぱり見当がつかない。

			（……カートレット？　どこかで見たような……）

			　ともあれ『鑑定』を解くと、リリスと再び目が合った。

			「よう……」

			　士道が歯切れ悪そうに声をかけると、リリスは表情を険しくする。

			「……何が目的なのよ？」

			「は？」

			「どうやってあたしの名を知ったのかは分からないけど……なら、どうせ種族のことも知ってるわけよね？　ていうか、今も耳が見えちゃってるし」

			「ああ。ハーフエルフみたいだな？」

			「そうよ。悪い？　ていうか、何が目的であたしに近づいてきたの？　街の皆にはバラさないから、その代わり俺の言うことを聞け――とか言うつもり？」

			「……何言ってんの？」

			「あたしはハーフエルフ。人族からも、エルフ族からも、忌み嫌われた存在。だから姿を隠してる。それを知ってる以上、利用するつもりで近づいてきたんじゃないの？」

			「落ち着け。俺はこの街に来たばかりだし、そのハーフエルフどうこうの話も分からん」

			「違うっていうなら、何であたしの名を知ってるの？」

			「その手のスキルを持っているだけだ」

			「ええ……気持ち悪っ！」

			　ひどい言われようだった。

			　だが、確かに自分を勝手に調べられていると思うと、良い気分ではないだろう。

			　士道は肩をすくめる。するとリリスは顔を赤くして、

			「あたしが可愛いからって……ひ、秘密をバラしたくなければとか言って、あんなことやこんなことしようと画策してるんでしょ!?」

			「するかボケ」

			　突然慌て始めるリリスに、士道は平坦な口調で否定した。

			「というか知られたくないならお前、何でこの塾じゃ素顔を晒(さら)してるんだ？」

			「――ここの皆は、信用できるから」

			「ふうん。まあ、別に否定はしないが」

			「そんなことより！　アンタ、結局なにが目的なのよ!?」

			「まだ信じてくれないのか。本当に何でもない。俺がここに来た理由は、純粋に魔法を習いたかっただけだ。ほら、紹介状もある」

			　サリウスによる紹介状をリリスはひったくり、その書面に目を通すと、

			「……じゃあ、信じるからね」

			　ぶっきらぼうに言って、紹介状を突き返してきた。

			　リリスは「助けてもらった恩もあるし」と呟き、自分を納得させようとしている。

			　士道は僅かに目を細める。

			（ハーフエルフは忌み嫌われる存在……か。少し調べる必要があるな）

			　そこでガラリと扉が開き、少女が姿を見せる。

			「あれ、リリスちゃんもう来てたのですね。シドーさんも」

			「あ、こんにちは、先生」

			「……おう」

			　教室に入ってきたのはミレーユ・マーシャルだった。

			　相変わらず年上には見えない容姿の彼女は、「ちょうど良かった」と士道を手招きする。

			「こっちに来てくださーい」

			「早速か」

			「何をするのよ、先生？」

			「シドーさんへの特別授業なのです。昔の教え子にも、手厚く教えるように頼まれちゃいましたからねー。皆が集まる前に二時間ほど個人指導をやるのです」

			「ありがたい。何せ、魔法なんて見たことしかないからな」

			「……ええ、どうして魔法を習おうと思ったのよ？」

			「たまたま適性があったし、強くなるために必要だったってだけ」

			　リリスは士道の腰に吊られている剣に目をやりつつ、

			「でも、天職は魔術師じゃないんでしょ？」

			「まあな」

			「ふうん……適性は？」

			「闇属性に適性があるらしいな。魔晶とやらで検査したけど」

			　リリスは少し驚いたように目を瞠(みは)った。

			「珍しいのね」

			　士道たちが話していると、扉のほうからミレーユの声が聞こえた。

			　ミレーユがぷんすかと怒りつつ、「はやく来てくださいー」と言っている。

			　リリスが苦笑して彼女に尋ねた。

			「……見学していい？」

			「いいのですよ。なんなら、一緒にやりますか？」

			「あ、うん」

			「明日もこの時間ですから、来たい場合はそれでお願いするのですよ」

			　ミレーユはそう言いながら、入り口とは逆側の扉を潜り、通路を進んでいく。

			「どこに向かってるんだ？　あの教室でやるんじゃないのか？」

			「あれはただの偽装なのですよー。あの教室じゃあ魔法を使うには狭すぎますからね。本当の塾はここの地下です」

			「何でわざわざそんな面倒な真似を？」

			「先生の塾は信用できる人間しか入れませんので。私が超級だと秘密にしていることもありますし、リリスちゃんの事情もありますからね」

			「へえ」

			　士道は頷く。

			　迷宮ですらフードで顔を隠していたほど用心深いリリスが、なぜ魔法塾では心を許しているのかと思ったが――民衆に見咎められないように、きちんと警戒しているらしい。

			「……で、地下は広いのか？」

			「そうですねー。少なくともこの建物の三倍ぐらいの面積はあるのですよ」

			「三倍って、どうやってそこまで広げたんだ？」

			「アンタ、この人が誰だと思ってるのよ？」

			　リリスがふふんと鼻で笑い、自慢げな口調で言う。

			「伝説の超級冒険者よ。それも、最巧の魔術師とすら呼ばれた」

			　その言葉に士道は眉をひそめたが、やがて得心したように言う。

			「……ああ。つまり、土魔法でどうにかしたってことか」

			「そうよ」

			「なんか崩落しそうだな」

			「え……そんなことは、ない、と思うよ？」

			　リリスは目を彷徨わせてミレーユを見る。彼女は苦笑しつつ、

			「大丈夫なのですよー。何度も耐久度を確かめていますし」

			　そんな風に会話しながら階段を下りていくと、広大な地下空間があらわになった。

			　地面は土で固められていて、周囲はにわかに明るい。

			　当然のように歩いていくミレーユとリリス。士道はその後ろを歩きつつ、首を傾げた。

			「何で明るい？」

			　その問いを聞いたのか、リリスが上を指差した。

			　地下空間の天井にランプのようなものがあることに気づき、士道は納得する。

			「――ああ、魔石灯か」

			　魔物から獲れる魔石のエネルギーを利用した光源だ。

			　一般的な都市なら普及していると士道も知っているが、今回は位置に気づかなかった。

			　ともあれ、ミレーユが言う。

			「なかなか立派なものでしょう？」

			　そうして、この地下空間を自慢するように手を広げた。

			「そうだな」

			　士道は頷く。街の人々に気づかれず、これだけの空間を作り出すとは。

			　流石は超級冒険者と云われるだけはあると思った。

			　見た目が幼くとも、その小さな体のうちには技術と経験が詰まっているのだろう。

			　士道は真剣な様子で告げた。

			「……じゃあ、頼む」

			　ミレーユは笑顔で頷いた。リリスはその横で士道たちを眺めている。

			「はい。それじゃあ、魔法塾の講義を始めるのですよー」

			　そして、士道の特訓が始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――それで」

			　不意に、声が響いた。

			「魔王ともあろう者が、こんな辺境に何の用かな？」

			　その問いを放ったのは、フィアと呼ばれる精霊族の王だった。

			　金髪碧(へき)眼(がん)の、美しい少女。

			　戦いとは無縁そうな見た目からは、見る者を卒倒させるほどに圧倒的な覇(は)気(き)が噴出している。

			　――迷宮都市ローレンとピレーヌ山脈に挟まれる大森林には、エルフ族が住む里がある。

			　その近辺には――異様なほど丁寧に磨かれた神殿のような建物があった。

			　エルフ族が信仰し、人族は一部の者しか知らない精霊族の住処(すみか)。

			　そんな神殿の階段上から、フィアは突然の侵入者を見下ろしていた。

			　その対象は――銀髪紅眼の、美しい少女。

			「私が魔王だと分かっていて、今更そんな問いを投げるとはな」

			　凛とした声が響く。

			　フィアを見上げるように階段の下に佇(たたず)んでいるのは――不死の称号を持つ悪魔の王。

			　リーファ・ラルート。

			「同胞を助けに来たと、話は決まっているだろう」

			「私がやらせると思うの？　龍魔王の封印を司るこの私が？」

			「それなら、突破するまでだ。精霊族の安寧を保障する代わりに、龍魔王の封印を管理する契約を結んでいるらしいな？　いずれにせよ、王のやることではない」

			「……それは、こうして一人で動いているあなたにも言えることだよね」

			「私は一人じゃないが……驚いたな。まさか精霊王ともあろう者が、まだ気づいていないのか？　忍術師だか何だか知らないが、奴の潜入技術もなかなかのものだな」

			　その言葉を聞いて、フィアは僅かに目を細めた。

			　感覚を研ぎ澄まして警戒範囲を広げるが、リーファ以外の気配を捉えることはできない。

			　だが、不自然な違和感が各所に残されていた。

			「……誰か、いるのか」

			「ようやく分かったか。まあ、私の存在があるからこそ成り立つのだろうが」

			　リーファは少し楽しそうに呟く。

			　――まずい、とフィアは焦(しよう)燥(そう)を覚え始めていた。

			　リーファの手の者が潜入しているとするなら、このままでは封印が解かれてしまう。

			　今すぐにでも引き返し、侵入者を排除しなければならない事態。

			　しかし、目の前に佇(たたず)む少女がそれを許すはずもない。

			　フィアは死を覚悟する。

			　世界の平和だとか、そんな大層なものを護ろうとしているわけではない。

			　だが、ここに封印されている龍魔王を復活させるということは、災厄が再び闊(かつ)歩(ぽ)することを意味している。フィアの同胞たる精霊たちの安寧を崩されるかもしれないのだ。

			　ここにあるのは龍魔王の肉体だけ。フィアが敗れたところであの災厄が復活するというわけではないが――それでも、たとえ数パーセントだったとしても、可能性は生まれてしまう。

			　ならば、譲るわけにはいかなかった。

			「――行くよ、魔王」

			　覚悟を決めたフィアに対して。

			　リーファは面白くもなさそうな仏頂面のまま、階段に足を踏み入れていく。

			　精霊王たるフィアに向けて、無造作に進む。

			　お前には警戒する価値すらない――そう、言外に語るように。

			「甜められたものだね」

			「そう思うか？」

			「仮にもレベルオーバーの一角。そして一種族の王を名乗る人物に対する態度じゃあないね。あなたのそれは――慢心だよ」

			「さて、それはこの状況に対応した形容だとは言い難いな。何しろ、私はキリサキが封印を解くまで足止めしているだけでいい。これがどういう意味なのか分かるだろう？」

			　リーファの言葉は確かに的を射ていた。

			　その霧崎というらしい侵入者が封印を解こうとしている以上、フィアは格上のリーファを極めて迅速に片付けなければならない。

			　随分と厳しい条件だ。

			　そもそも魔王の封印はそう簡単に解除できるようなものではないが、リーファがその相手を信頼している以上、解けないことを期待するのは楽観が過ぎる。

			　しかしフィアはそれでいて、薄っすらと笑った。

			　状況は悪いが――まだ最悪ではない。

			「本当に、封印さえ解けば龍魔王が復活するとでも思ったかな？」

			「何？」

			「アレはただの抜け殻だよ。その魂がどこにいったのかは知らないけど」

			「……いずれにせよ、解除してから考えればいい話だ」

			　フィアは少し安(あん)堵(ど)していた。

			　どうやらまだ、魂のほうを見つけたわけではないらしい。

			「――私を舐めるな。精霊はそもそも高位存在、それだけで突破口になりうる」

			「そう思うなら、来てみろ。魔王がどのような存在か――その身に刻みつけてやる」

			　そこから先に、言葉は必要なかった。

			　魔王と精霊王。

			　共に種族の王を名乗る二人の怪物は、戦場に圧倒的な理不尽を撒き散らしていく。

			　轟ッッッ！！！！！！　という、凄まじい音が炸裂した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――なるほど、してやられたよ」

			　声を発したのは、爽(さわ)やかな顔立ちに飄(ひよう)々(ひよう)とした雰囲気を携える眼鏡の少年だった。

			　霧崎翔。

			　リーファに連れられ神殿に侵入していた翔は、すでに封印の解除を終えていた。

			　スキル『鑑定』を持っているなら、さほど難しいことでもない。

			　――ともあれ。

			　翔の眼前に佇(たたず)むのは『三大魔王』の一角、龍魔王ことウォルフ・バーゼルト――ではない。

			　

			　その、残骸だった。

			　

			　龍族と魔族の混血と云われているウォルフの肉体は、まるでミイラのようにしわがれた状態で地に伏せている。

			『鑑定』すると、どうやら完全に死んでいるわけではないらしい。

			　ただ――その身に宿っているはずの莫大な魔力と、魂を失っているだけ。

			　翔はそれを見下ろしながら、

			「まさか――そういう事情か？　だから迷宮都市ローレンに？」

			　翔は呟き、舌打ちをした。

			　これは少し思惑から外れている事態だ。

			　早急に何とかしておきたい。

			　翔は嘆(たん)息(そく)しながら、魔力袋に手を入れる。そして通信ができる魔道具を手に取った。

			　これは非常に稀少な品で、今では高位の貴族が持っているのがせいぜいだ。

			　しかし翔は得意の潜入技術を活かして、盗むことに成功していた。

			　――予想通り、これが役に立つ状況になった。

			　翔はそんな風に思いつつ、貝のような形状のそれに話しかける。

			『あーあー。草薙さん、聞こえてるかな？』

		

	
		
			　

			第46話　百年前の英傑

			　

			『あーあー。草薙さん、聞こえてるかな？』

			　草薙竜吾は通信用の魔道具から響くその声を聞き取り、嘆(たん)息(そく)した。

			　返答するのが面倒臭い。

			「何だよ？　この魔道具すげえ魔力消費するから、あんまり使いたくないんだけど」

			『もっと高性能なやつも盗んでおいたのに、草薙さんが壊したからねえ』

			「うぐっ……。ま、まあそれはいい。で、何の用だ？　ウォルフの封印は解けたのかよ？」

			『まぁ何とか。龍魔王ウォルフは確保しておいた。とはいえ、その抜け殻だけどね』

			「――抜け殻？」

			　草薙は気になる単語を聞き取り、鋭く詰問する。

			『この個体、魔力と魂を失ってる』

			「……なるほどな。あれで死んでいないって聞いたときはビビったが、やっぱり重い代償があるみてえだな……で、リーファはなんて言ってんだ？」

			『彼女は精霊王と戦ってるよ。巻き込まれるのも嫌だし、さっさと逃げてきた。怖いねぇ怪物たちは。まあ、でもリーファがどうにかできるってわけじゃないだろうね、これは』

			「ふぅん――で、どうする気なんだ？」

			『これは僕の推測だけどね』

			　翔は淡々とした口調で言う。

			『勇者が迷宮都市ローレンを訪れ、天使がエルフ族の里に降りた意味を考えると――』

			「――ああ、ハーフエルフのことか」

			　草薙は頷く。

			『ここに来て、彼女が本格的に狙われている理由が分かったかもしれない』

			「……まさか」

			『まあ、とりあえずローレンに向かってほしい』

			「……だいたい分かってきたが、そいつはちょっと厳しい相談だぞ」

			『何かあるのかい？』

			「理由は単純だ。要するに、俺は今まさに死にかけてる」

			『は？』

			　呆気に取られたような翔の声に苦笑しながら、草薙は葉巻をゆっくりと吸う。

			　その身体には大量の包帯が巻き付けられ、ところどころから血が滲(にじ)み出していた。

			「ちょいと天使長イリアスの奴とやり合ってな。まあ仕留めきれなかった。というか、ほぼ敗けたのに、奴はなぜか逃げてった。予想外の事態でも起きたのかね」

			『天使長って……無事なのかい？　草薙さんが死んだら悲しむ人が――いないか』

			「いるわ!!　悲しんでくれる人ぐらいはいるわ！」

			『ハハッ。英雄様はご冗談が上手い』

			「ええい!!　……まあ、命に別状はない。ちょっと動くのはキツいがな」

			『それは残念だね』

			「喧嘩売ってんのかコラ。……まあ、仕方ねえな。その件も使い魔で何とかするさ」

			『何だ、できるんなら初めから言ってくれないか、まったく。使えないな』

			「ひどくね!?　え、嫌われてんの!?　何かした!?　俺お前に何かした!?」

			『ははは、草薙さんのせいでこの前崖から落ちたからね、忘れてないよ。それじゃ』

			　俺のせいじゃねえし、という言葉は届かないままに通話は途切れた。

			　しばらくごろごろと地面を転がり、痛みに呻いていた草薙はむくりと起き上がると、簡素な使い魔を生み出す魔法を行使する。

			　習得が困難といわれる無属性魔法を起動。流麗に魔法陣が展開していく。

			　別に、草薙は天才というわけではない。

			　これは血の滲(にじ)むような努力と、幾千もの経験がなせる業だった。

			　直後、草薙の眼前に青い小鳥が出現する。

			「今からお前は俺の目だ。いいな？」

			　小鳥は僅かに頷くと、パタパタと羽ばたき、ローレンへと向かっていった。

			　草薙の脳内で小鳥の視界が展開される。

			　第三の目があるような感覚。

			　百年前はこの感覚に慣れず酔っていたこともあるが、今となっては容易い。

			　そうこうしている間にも傷口が断続的に痛覚を刺激する。

			　草薙は顔をしかめた。

			「痛つつ……。やっぱ、寝て回復するしかねえか……」

			　ローレンの治癒院まで向かう気力もない。

			　そして治癒魔法だけは完全に才能依存の分野で、どう頑張っても習得できない。

			　草薙は嘆(たん)息(そく)して、ベッドで眠るために歩き出した。

			　そこで、草薙のいる洞窟に近づこうとしている気配を感じ取った。

			「……チッ。今度は誰だ」

			　振り返りつつ、思わず舌打ちをした。

			　つい先日、イリアスが尋ねてきたばかりだというのに――またか。

			　草薙は洞窟の入り口まで向かう。

			　入り口の断崖絶壁を改めて見て、以前リーファに突き落とされた記憶が蘇る。

			　とはいえ臆している場合でもないので、崖の上方を仰いだ。

			「ほうほう、まさか悪魔の本拠地から最初に登場するのが転移者とはな」

			　愉悦を滲(にじ)ませた低い声。

			　崖の上より草薙を見下ろしているのは、背に身の丈ほどの大剣を背負い、禿げた頭がやたらと目立ち、目にはサングラスをかけ、この寒い山脈でアロハシャツと短パンを着ている、季節感とファッションという概念が存在から抜け落ちている大男だった。

			「……うわぁ……」

			　思わず引いてしまったが、噂に聞く特徴と一致しているので素性は看破していた。

			　ライン王国の勇者――榊原迅。

			「……気持ち悪い格好しやがって。勇者がこんなところに何の用だ？」

			「そりゃ、ワシは勇者だしな。近隣に悪魔の本拠地があるとか言われたら、放っておくわけにもいかないだろう？」

			　そう言って、くつくつと迅は笑う。

			　対する草薙は、ゆったりとした動作で剣を引き抜いた。

			　殺気をあらわにし、迅を鋭い視線で射貫く。

			「一応言っとくが、かかってくるなら容赦はしない」

			「ほう、ワシは悪魔に用があるのであって、貴様に用はないんだがな」

			「俺が、悪魔の味方だと言ってもか？」

			「まあ、そこにいる以上はそうなんだろうが……馬鹿げた真似をするものだ」

			「馬鹿正直に女神に従うテメエらよりはマシだよ」

			「――ワシの仕事は、世界の敵を討ち滅ぼすことだ」

			　迅はそう言って大剣を軽々と構える。

			「お前が世界の敵だと判明した以上、同郷といえど、潰すのも仕方がない」

			　戦闘態勢に入った彼を、草薙は冷めた瞳で眺めていた。

			　堂々たる雰囲気。大剣を片手で操る膂(りよ)力(りよく)。その身に纏(まと)う洗練された魔力。

			　――確かに、強い。

			「でも、俺には届かねぇよ」

			　仮にも――百年前の戦争を終わらせた英雄の一角。

			　その身に刻まれた幾千もの戦闘経験が彼我の実力差など簡単に見抜く。

			　イリアスとの戦いにより満身創痍の今でも、勝てると思えるほどの隔絶があった。

			　できることなら同郷の者をあまり殺したくはない。

			　だが、襲撃してくるなら話は別だ。容赦をするつもりはまったくない。

			　草薙は膝を曲げ、迅を見据える。

			　崖上へと一気に飛び上がろうとする構えを見て、迅は大剣を中段に構えた。

			　それを見て、草薙は僅かに目を細めた。

			　確かに隙のない洗練された構えだろう。

			　ただ草薙からすれば、たとえどういう構えをしようと的でしかなかった。

			「……自惚れるなよ」

			「ほう。ワシの――」

			　応答の言葉は最後まで続かなかった。

			　一瞬。

			　それにも満たぬ僅かな時間の後、草薙は崖上を歩いていた。

			「――は？」

			　迅の呆けたような声が遅れて響く。

			　すでに剣は振り抜いていた。

			　

			　根本から断ち切られて、迅の首が落ちていく。

			　

			　まるで信じられないとでも言いたげな表情をしていた。

			　残された胴体から、噴水のように鮮血が迸(ほとばし)る。

			　断末魔すら、ない。

			　あまりにもあっさりと、王国の希望は息絶え、地に伏した。

			「……哀れだな。胸糞悪ぃ」

			　これはスキルでも魔法でも何でもない。

			　ただ、跳躍して剣を振る。動きのレベルが違いすぎたというだけの話。

			　勇者を始末したことでいろいろと情勢は動くだろうが、やってしまったものは仕方がない。

			　

			「――で、誰のことを哀れだと言ったのかね？」

			　

			　真横から声。

			　それに気づけなかった理由は、やはり万全には程遠い状態だからか。

			　だが、驚(きよう)愕(がく)よりも先に草薙の体は反応していた。

			　戦場ではいちいち驚いている余裕はない。

			　まずは迅速に殺す。

			　それまでは感情を凍結させ、ただ思考を回し的確な行動のみを算出する。

			　驚くのも怖がるのもすべてが終わった後でいい。

			　それは、数々の戦いを乗り越えた末に草薙が得た結論だった。

			　赤い血が滴る剣を再度振り回す。

			　殺したはずなのに、なぜか真横に立っている迅。

		

	
		
			[image: p236.jpg]
		

	
		
			　その首を再び斬り落とした。

			　音を立てて胴体が崩れ落ちる。

			　やはり感覚は本物だった。幻覚を見せられている様子もない。

			　念には念を入れて、今度は復活しないように風魔法でズタズタに刻んだ。

			　しかし。

			「ふむ。どうにも今のワシでは敵わんようだな」

			　今まさに殺した男とまるで同じ声。

			　また別の迅が、岩の上で腕を組んで立っていた。

			「……」

			　剣には確かな手応えがあり、決して幻覚ではない。

			　ならば――分身か。

			　しかし、実体のある分身など、百年前の戦争を経験した草薙ですら聞いたことがない。

			　つまり――

			「――なるほど、固有スキルか」

			　ちらりと目を落とせば、最初に首を刈り取った迅は確かにそこに存在していた。

			　少し経つと魔力の塊(かたまり)と化し、淡い光となって空気に溶けていく。

			「ご明察だ。しかし、やはり強いな。流石は百年前の英雄といったところか」

			「……どうして知ってる？」

			　迅は薄っすらと笑みを浮かべ、その問いを黙殺した。

			　草薙は疑問を感じながらも、神経を研ぎ澄まして周囲を索敵する。

			　分身が何体いるのか確かめたかったのだ。

			　結果、三人目の迅――その奥の岩陰には、さらに二人の人間が隠れている気配がある。

			　おそらく、これも分身だろう。

			　草薙が百年前の戦争で名を馳せた実力者だと知っているのなら、この男は本体を連れてくるほどの馬鹿ではないはずだ。

			「……ふざけやがってクソ野郎」

			「悪魔の本拠地に保険もなしに乗り込むわけがないだろう。捨て駒での威力偵察。効率的だと思わんかね？」

			「チッ、テメェはイリアスの命令でやってきたのか？」

			「さて、な。ところで草薙竜吾よ。デカい傷口が開いたようだが大丈夫かね？」

			「……」

			「ワシと戦う前からすでに満身創痍。とはいえ、実力が隔絶しすぎてるようだな」

			　どうやら隠すつもりはないらしい。

			　この勇者は天使長イリアスと繋がっている。

			　そう考えなければ知り得ない情報をいくつも手にしていた。

			　五勇者のひとりに選ばれているのだ。女神の息がかかっているのは当然ではある。

			　正しい意味での『女神の使徒』なのだろう。

			　草薙は冷静に思考を回転させる。

			　迅の目的はイリアスと戦い、傷を負った草薙をあわよくば始末すること。

			　そして、この洞窟の戦力を探ることだろうか。あいにく、悪魔たちは出払っているのだが。

			「勇者といえど、所詮は女神の狗か。胸糞悪い野郎だ」

			　草薙は吐き捨てる。

			　対する迅は、岩陰に潜んでいた分身を呼び出した。

			　その分身の手には、草薙が先ほど飛ばした使い魔の小鳥があった。

			　――すでに、羽根が引き裂かれた状態で。

			「ところで、これをローレンに飛ばす狙いは何だね？」

			　それも目的のひとつか。

			　つまり迅はローレンに住むハーフエルフの少女には、手を出すなと言っている。

			　草薙がその存在を知らなかった場合にも備えて、暗喩する形で。

			　迅は何が面白いのか、くつくつと笑う。

			　対する草薙は、もう対話をするつもりはなかった。

			　ここにいるのはどうせ分身だ。

			　つまり、これ以上の情報を引き出すことはできない。

			　だから足を一歩踏み出す。躊躇(ためら)いなく大地を吹き飛ばし、肉薄。薄ら笑いを浮かべる迅を無視して、高速で剣を振り抜いた。

			　一瞬にして三つの首が飛んでいく。

			「……こりゃ、もう使い魔に任せておく場合じゃねえな」

			　草薙は満身創痍の体を引き摺るように、ローレンへと足を向けた。

		

	
		
			　

			第47話　魔法塾での決闘

			　

			　――魔法には三段階の手順がある。

			　術式の構成。

			　魔法陣の展開。

			　魔力の装填。

			　この手順をいかに正確かつ迅速に実行できるか。

			　そこに、魔術師としての真価が問われる。

			　術式が乱雑ならば威力が落ちるだけではなく、暴走の可能性すらありえる。

			　魔法理論を基に、脳内で術式を構成。

			　そして術式を基にした魔法陣を展開。ここで、使う術式にミスがないか再確認する。

			　次に魔力を魔法陣に装填し、術式を稼働させる。

			　この場合、込める魔力量は術式によって基準が異なる。

			　術式が簡素で融通の利く魔法ならば、込める魔力量の差異によって威力が大幅に変化する。

			　逆に、複雑な術式は暴走を避けるために、込める魔力量を正確に決めている場合が多い。

			　その量を調節するための、魔力を精密に操る技術が必要だ。

			　これだけの筋道を立ててようやく魔法は成立し、効果を発揮する。

			　そのうえ生来の才能にもかなり左右される分野なので、魔術師は数が希少なのだ。

			　一般的には、簡素な魔法を操れるようになるまで半年かかると云われている。

			　基礎とされる魔法理論を学ぶだけで三ヶ月。

			　術式構成から魔法陣展開のコツを掴むことに一ヶ月。

			　魔力を正確に操るための技術を手に入れるのに二ヶ月。

			　もちろん簡単な術式に限った話であり、複雑な術式を操るためには、長年の研(けん)鑽(さん)が必要になるだろう。

			　とはいえ、当然のように例外はいる。

			　士道は高レベルな教育を受けた日本人だ。

			　魔法理論など、言ってしまえば算数に等しい。

			　――だからミレーユの教え方が良かったとはいえ、理解するのは簡単だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「〝暗闇〟」

			　士道はゆっくりと確かめるように、闇属性魔法を発動した。

			　粗は多いが確かに稼働した魔法が効力を発揮。周囲一帯を薄暗い闇が覆っていく。

			　――成功だ。

			　士道は術式を解きつつ、息を吐いた。

			「…………嘘」

			　リリスが呆然とした表情で士道を見ている。

			　ミレーユや周囲の塾生もひどく驚いている様子だった。

			「どうだ？　ちゃんと使えてたと思うんだが……その様子だと何かおかしかったか」

			「いや……そういうわけじゃないのですよ」

			　ミレーユが答える。彼女は塾生たちのほうを見て苦笑していた。

			「なら、とりあえずは一つ目か。まだ三日目だし、こんなところだな」

			　士道が淡々と呟くと、リリスが「いやいやいや」と首を振って口を挟んでくる。

			「……始めて三日目で魔法を覚えてる時点で頭おかしい」

			　リリスは呆れたような声音で言う。

			　周囲の塾生たちも、うんうんと強く頷いていた。

			「ていうか、魔法理論を覚えるの早すぎでしょ……」

			「……まあ、この世界の教育レベルだと難しいだろうな」

			「どういうこと？」

			「いや、何でもない。こっちの話だ」

			　士道は首を振る。葉山集など天職が魔術師系統とはいえ、あっさりと火魔法を使いこなしていたし、転移者なら不思議なことではない。それを説明するのは面倒だが。

			　それに――ミレーユに教わったことが何より大きいだろう。彼女は魔法理論を完璧に理解していた。おそらく普通の魔術師は何となくというか、感覚的にしか理解していない。だから弟子などに教えるときも、言葉が曖昧になり伝わりにくくなってしまう。

			　その点、ミレーユの言葉は常に端的で要領を得ていて、ひどく分かりやすい。

			　あのサリウスが推薦するだけはあった。

			「先生……なんか釈然としないー」

			　リリスが大げさに嘆いている。ミレーユがよしよしと慰めていた。

			　ともあれ。

			　士道たちがいるのは、例の地下にある広大な空間だった。

			　ミレーユの魔法塾。そこで学んでいる三十八人の塾生は、出身も年齢も共通点がなかった。

			　各所に散らばっているミレーユの弟子から推薦された者がほとんどのようで、南のミラ神聖国からやって来た者や、西のヴァリス帝国から訪れた者もいる。

			　年齢も上は三十代から下は十代まで、ひどくバラバラだった。

			　入塾から三日が経過した現在、士道は塾生たちとそれなりに仲良くなっている。

			　彼らは士道の魔法行使を見て、かなり驚いた様子を見せていた。

			　昨日までは黙々と講義を観察していただけだったのだ。当然の反応ではある。

			　塾生たちはただただ驚くばかりだったが、ひとりの少年が鼻で笑った。

			「……ふん。いくら早く使えるようになったって言っても、所詮は一つだ」

			　少年は士道を睨みつけていた。

			　くすんだ茶髪にそばかすが目立つ、中肉中背の少年。

			　そういえば彼とはあまり話したことがなかった。

			　士道は名前を思い出すために『鑑定』する。

			　

			　ブルース・マグナンティ：男：18歳

			　レベル：66

			　種族：人族

			　天職：水術師

			　スキル：なし

			　

			　そしてリリスを手招きした。

			　彼女はとことこと歩いてきて小首を傾げた。士道は端的に尋ねる。

			「アイツ、どうしたんだ？」

			「優秀なヤツなんだけどねー。ちょっとああいうところがね……」

			　リリスは困ったように苦笑する。

			　彼女の士道に対する態度もだいぶ和らいでいた。

			「ねえブルース、わざわざそんなこと言う必要ないでしょ？」

			　リリスが不服そうに言う。

			　そしてまたブルースが苛立たしげに舌打ちをした。

			　ミレーユが口を出そうか迷っているのを横目に、士道は肩をすくめる。

			「そういうのは良くないよ」

			　リリスが「ねっ？」と士道に尋ねる。

			　ブルースが僅かに顔をしかめ、士道を睨みつけてきた。

			「――僕と勝負をしないか？　確か名前は、シドーだったか」

			「ええ……」

			　士道は思わず声を漏らした。

			　周囲の塾生は苦笑を浮かべつつも、面白がるように二人のスペースを作っていく。

			　ミレーユは黙って眺めていたが、士道に近づき、耳元で囁(ささや)いた。

			「お灸を据えてくれると助かるのですよ。ブルースは最近調子に乗っているので」

			「……仕方ないな」

			　適当に会話していると、リリスは困惑した様子でブルースに言った。

			「……ね、ねえ。こんなの意味ないじゃん。やめようよ、シドーは強いよ？」

			　おそらく善意から言っているのだろうが、ブルースの神経を逆撫でするだけだろう。

			　士道も認めていた。

			　この三日間、講義を受けつつ塾生を眺めていたが、ブルースは確かに強い。

			　傲(ごう)岸(がん)にも見えるほどの自信を持つだけはある。

			　そもそもこの塾はミレーユが指導しているおかげでレベルが非常に高い。

			　塾生たちは士道も見たことがないほど優秀な魔術師ばかりだ。

			　ブルースはそのなかでも最も良い成績を有しており、非常に多彩な魔法を操る。

			　ローレン大迷宮の中層まで潜れる実力を持つリリスを上回るだろう。

			　そうなると士道が固有スキルを使わなければ、実力的に同等でもおかしくはない。

			　そんなことをつらつらと考えていると、

			「仕方ないですねー」

			　ミレーユがいたって冷静な様子で割り込んだ。

			　彼女は他の塾生たちに、もっと離れるように手を振る。

			「やるのなら、王国式の決闘に則りましょう」

			　ミレーユが言うとブルースが頷く。

			　士道が視線で尋ねると、彼女は説明を始めた。

			「規則は単純。魔法にしろ剣にしろ、最初の一撃を胸か頭に叩き込んだほうの勝ちです。かする程度の攻撃は無視、相手を殺すのはもちろんなしなのです――大丈夫ですか？」

			　塾生のひとりが二本の木剣を持ってきて、士道とブルースに向かって放り投げてきた。

			　士道はそれを手に取ると、一度振って感触を確かめる。悪くない。

			「治癒術師の子もいますし、多少の傷なら大丈夫ですが、くれぐれも気をつけて」

			「分かりました。……ふん、実力の違いを思い知らせてやる」

			「御託は良いよ」

			「むぅ……それでは、始め！」

			　一瞬の硬直。

			　士道が木剣を肩に乗せるのに対して、ブルースは中段に構えて様子を窺(うかが)ってくる。

			　思ったよりも冷静。構えにも隙は見えない。

			　――さて、どうするか。

			　士道がこの決闘に乗った理由は、ミレーユに頼まれたこともあるが、もうひとつある。

			　習得したばかりの魔法も含め、いくつか試したいことがあった。

			　実験台としてブルースの実力に不足はなかった。

			　ひとまずは小手調べ。士道は指を曲げてブルースを挑発する。

			「……何だ、その構えは。僕を舐めているのか？」

			「そう思うか？」

			「どこまでも気に入らない奴だ……!!」

			　ブルースは斜めに抉るような角度で士道に接近してきた。

			　その際に魔法陣の展開を済ませていたのか、辺りの地面から何本もの水流が飛び出してくる。

			　魔法と剣技の合わせ技。

			　グラントと似たタイプの魔法剣士か。

			　おそらくもともとは冒険者稼業か何かで、剣士をやっていたのだろう。

			　そこで魔法の才能を見抜かれ、ここに推薦されたのだ。

			　士道が体を振って水流を回避。その隙を穿つように、ブルースは剣を鋭く振るってきた。

			　ガードした士道の木剣と衝突して、鈍い音を響かせる。

			　士道は後退して距離を取った。

			　だが、ブルースはニヤリと笑った。「〝水槍〟」と口元が動く。

			　躍るように宙を舞っていた水流たちが一つに収束し、槍のような形で士道に向けて放たれた。

			　ごう、と空気を切り裂いて勢い良く突貫してくる。

			　堅実で隙の少ない戦い方だった。

			　――だが同じ天職としては、グラントのほうがよほど上手だ。

			　士道は木剣を巧く使って〝水槍〟を上方に逸らす。

			　ブルースの驚いたような声が耳に届いたが、士道は無視して大地を蹴った。

			　高速で肉薄。しかしブルースは動揺を圧し殺したのか、水流を操って牽制した。

			　士道は立ち止まり、安全に回避する。

			「ふむ」

			「……チッ、その程度で！」

			　ブルースは〝水槍〟を三本構成して、士道に向けて解き放ってくる。

			　三本なら剣で逸らしきれないと思ったのだろうか。

			　いずれも十全に魔力が込められていて、回避は容易ではない。

			（……ただ突破口はいくつか見える）

			　士道は冷静に状況を見据え、戦術を考える。

			　そろそろ実験に入ろうかと思う。

			　固有スキルを使うことにはなるが、リリスがハーフエルフだということや、ミレーユが超級冒険者だという秘密が外に伝わっていない以上、この塾の人間はやはり口が堅い。

			　なら、問題ないだろう。

			　それに強くなるための実験を放棄してまで、秘密にするほどのことではない。

			「〝暗闇〟」

			　士道は呟く。唯一覚えた闇属性魔法を行使した。

			　しかし士道が通常の数倍の魔力を込めたせいか、異様に深い闇が周囲を覆っていく。

			　塾生たちの慌てたような声が聞こえるが、士道は意識の隅に追いやった。

			　視界が塗り潰されていくが、目を凝らせば辛うじてブルースの姿は確認できる。

			「……小癪(しやく)な真似を！」

			　そう言って接近してくるブルースに向けて『幻影』を解放する。

			　漆黒の闇に、わざとらしく肩をすくめる道化師の幻影が映し出される。

			　――ここからが奇術師の本領だった。

		

	
		
			　

			第48話　呪われた運命の申し子

			　

			　ブルースは混乱から目を丸くしていた。

			　目の錯覚かと思った。目を瞑ってまた開いてみる。

			　だが、眼前の光景に変化はない。

			　周囲は薄暗い闇に包まれているが、それは〝暗闇〟の効力だ。

			　だから、ブルースが目を疑っているのは、薄暗い視界のことではない。

			「な、何だ……!?」

			　ブルースは恐怖を覚えた。

			　薄暗い闇のなかから、何人もの士道が笑いながら迫ってきている。

			　剣をぶら下げた士道の群れは全方位から、ブルースを取り囲むように殺到してきた。

			「……あ」

			　呆けたように口を開くが、思考を停止させている場合ではない。

			　ブルースは動揺を押し隠して身構え、この状況を突破するための方策を考える。

			　意識的に深呼吸して心を落ち着かせると、見えてくる突破口もあった。

			　――幻覚を見せられている。

			　そう断定したブルースは体内に魔力を循環。かけられた幻覚を取り払おうと試みる。

			　五感に干渉する系統の魔法は大抵の場合、この方法で対処する。

			　幻覚に陥っている自覚がないと袋小路だが、気づいてしまえば後は簡単。それが定説。

			　ブルースも当然のようにそう思っていた。

			　しかし。

			「……何？」

			　どれだけ魔力を循環させ、意識をクリアにしても、幻覚が収まる気配はない。

			　そうしている間に、複数の士道たちとの距離は足一歩分まで縮まっていた。

			「な、なぜだ!?　こんなの、幻覚以外でありえるはずが……っ!?」

			「――その通り。これはあくまで幻影だ」

			　士道が肩をすくめて言う。ブルースの脳内を焦(しよう)燥(そう)が埋め尽くした。

			　思考に空白が生じたとき、眼前には、笑みを浮かべる奇術師が立っていた。

			　敗北を覚悟して、ブルースは呟く。

			「……それなら、いったい、どうやって？」

			「奇術師は種を明かさないんだよ」

			　その言葉の、直後の出来事だった。

			　何ひとつ理解できないままに、ブルースの意識は闇に閉ざされた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……悪かったよ」

			　仏頂面でそっぽを向きながら、ブルースは言う。

			　決闘が終わってから数充分。

			　目を覚ました彼は同時に怒りも冷めていたのか、ぶっきらぼうに謝罪の言葉を告げてきた。

			　その横ではリリスが「もっと誠意を見せなさいよ」と叱っている。

			　士道は苦笑した。

			「気にするな。そもそも、ただの勝負だろ」

			「……まあ、そうなんだけど。それまでの態度とか、な」

			　リリスからガミガミと叱られるブルースに同情した士道は、苦笑を浮かべていた。

			「――じゃあ何でアンタ、妙に敵対心を持っていたの？　シドーに対して」

			　リリスが小首を傾げる。

			　透き通るような銀髪がさらりと揺れ動き、無垢な瞳がブルースを見た。

			「いや、それは……」

			　ブルースが言葉を濁す。

			　士道は首を傾げていたが、やがてポンと手を叩いた。

			「あー、なるほど。お前あれか。リリスのことが――」

			　――ブルースの手によって口を塞がれた。

			　彼はまるで危険物でも取り扱うかのような表情で士道を見やると、

			「ぶっ飛ばすぞ」

			「いや、済まん。普通に」

			　思わず口から零れかけたので、真顔のブルースに士道は謝る。

			「ちょっと、どうしたのよ。二人だけで納得してないで、あたしにも説明しなさいよ」

			　リリスはそう言って唇を尖らせた。
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			　ブルースは誤魔化すためにか、別の話題を提示する。士道に視線を向けた。

			「……ところで、あの幻覚はいったいどうやったんだ？　解けなかったぞ」

			「あ、そうそれ。幻術関連は確かに闇属性分野だけど、高等技術のはずだよね」

			「そもそも魔法じゃなくてスキルだからな、アレは」

			「スキル、か。……奇術師は種を明かさないんじゃなかったのか？」

			「いやだって、流石にお前が可哀想だったし」

			「こ、この野郎……」

			　憎々しげに睨んでくるブルースに苦笑しつつ、士道は語る。

			「まあ単純に、無属性魔法の幻術系は対象の五感に働きかけるものだけど、俺のスキルは魔力で幻影をその場に生み出しただけだからな。そりゃ幻術対処の方法じゃ解けない」

			　士道の実験とは要するに、固有スキルと魔法を組み合わせることで幻術と誤認させることができるかというものだった。つまり成功していた。

			　ブルースは頷きつつ、感心したように言う。

			「……優秀なスキルだな。まあ、君だし今更か」

			「何だよ」

			「ホント意味分かんないスキル多いよねー、シドーは」

			　リリスが苦笑する。そんな風に話していると、ミレーユが近寄ってきた。

			　彼女はつかつかとブルースに歩み寄り、

			「……ブルースちゃん……反省したのですかー？」

			　凄みのある笑顔で尋ねた。謎の威圧感が放たれている。

			「は、はい。もちろん」

			　ブルースは冷や汗をダラダラと流しながら、こくこくと頷いた。

			「それでも、ちょっとお説教が必要なのですよ！　こっちへ来るのです！」

			　ミレーユはその小さな手でブルースの腰をがっしりと掴み、そのまま持ち上げて連れ去っていく。「や、やめてくれ!?」とブルースが暴れても、ミレーユは小揺るぎもしない。

			　流石は超級冒険者――ではあるが、見た目十二歳程度の少女が右手だけで十八歳の少年を抱えているその光景は、客観的に見てかなりシュールだった。

			　士道は堪えきれずに笑いを漏らしつつ、地面に座り込んだ。

			　ブルースが恨みがましい視線を向けてきたが、完全に自業自得である。

			「面白い奴だな」

			　士道が呟くと、リリスも嬉しそうに頷いた。

			「そうなのよ。本当は、優しい人なの。調子に乗りやすいけどね」

			「……なるほど。信頼してるな」

			「うん。この塾の皆は、あたしに優しくしてくれるから」

			　リリスは噛み締めるように呟く。

			「他の国から来た人とかも多いから、なのかな……あたしを、差別しないで見てくれるんだ」

			「……」

			　士道もこの三日間で人族とエルフ族の確執――そして、禁忌とされた混血、ハーフエルフのことをある程度調べていた。だから深くは尋ねることなく、頷いた。

			「……すごいね、シドーは」

			　リリスは座り込む士道に背中を向けて、ゆっくりと歩き出す。

			　士道が振り向くと、揺れる銀髪から僅かに尖った耳が垣間見えた。

			「急にどうした？」

			「……あたしね、魔法が使えるようになるまでに、三ヶ月かかった」

			　リリスは上方を仰ぎながら、語る。

			「普通は半年って話だし、充分すごいんじゃないのか？」

			「……かもしれない。でも、あたしはハーフエルフなの。人族よりもずっと魔法が得意なはずの種族の血を引いてるはずなのに、三ヶ月。……だから、ちょっとアンタに嫉妬してる」

			「俺の場合は、魔法理論を最初から理解していたようなものだからな」

			　だとしても、とリリスは言葉を区切った。

			「……ねぇ、エルフが魔法を使えるようになるまでに、普通はどのくらいかかると思う？」

			「……さて、二ヶ月とか？」

			　士道が肩をすくめると、前へと歩いていたリリスは振り返る。

			　輝くような銀色の髪。整った目鼻立ち。凹凸の少ないスレンダーな肢体。

			　改めて眺めると、思わず見(み)惚(と)れてしまいそうだった。

			　リリスはどこか壊れてしまいそうな、儚(はかな)い笑みを口元に浮かべる。

			「ううん、一ヶ月もいらないのよ。エルフって生まれつき魔力制御は上手いし、魔法理論なんて理解しなくても、センスだけで魔法を使えるから」

			「……」

			「でも、あたしはそうじゃなかった。センスだけじゃ、魔法は使えなかった。多分、混血だからなのかな……エルフ族の里で、同年代の子たちがあっさりと魔法を使えるようになっていく光景を、ただ指を咥えて眺めてた」

			　リリスは淡々と語る。

			「里では、落ちこぼれと呼ばれて、蔑(さげす)まれた。……もともとハーフエルフだったせいか、仲良くしてくれる人は、義理のお兄ちゃんぐらいしかいなかったんだけどね」

			「……北の森林にあるっていう、エルフ族の里か」

			「うん。まあ、やっぱりハーフエルフなんかを認められないって言われて追放されたから、もうあの里と関わりはないけどね」

			「……ひどい話だ」

			　士道は顔をしかめる。

			　いつの間にか拳を握り締めていた。

			　リリスは一歩ずつ士道に近づきながら、微笑を浮かべる。

			「そうやって、怒ってくれるだけで嬉しいのよ。人とエルフの確執を知ってる大人たちは、決して、あたしの存在を認めようとはしないからね」

			「……大丈夫なのか？」

			「うん。この塾の皆とか、ミレーユ先生はあたしを認めてくれるから、それだけで、幸せ」

			　リリスは遠くを見るような瞳で、懐かしそうに呟く。

			　――幸せ、か。

			　彼女はそう言っている。

			　だが、冒険者稼業をしているときにフードを着用している理由は、やはり街に住む人々の反感を買わないためなのだろう。

			　エルフ族の里からは追放され、人族の街では忌み嫌われ――もしバレてしまえば、差別を受ける。存在を認められていない。だから常に身を隠さなくてはいけない。

			　それはいったい、どこまで息苦しい生活なのだろうか。

			　きっと今の生活を作ることにも困難が立ちはだかったはずだ。

			　リリスはそれを乗り越えてきた。士道には想像もつかない地獄を潜り抜けてきた。

			　だから、今こうして、幸せだと笑っていられる。

			　――強い少女だと思った。

			「あー、ごめん……ね？　なんか、暗い話になっちゃったね。そんなつもりは、なかったんだけどなあ……だから、要するに、エルフの血が混ざってるあたしでも習得に三ヶ月かかった魔法を、三日で使えるようになったシドーは、とってもすごいってことよ」

			「……そうか」

			「そうなのよ。それじゃ、そろそろ帰らないとね。支度しなくちゃ」

			　リリスは話を無理やりまとめて、帰りの支度を始めた。

			　――普通なら、そんな境(きよう)遇(ぐう)に放り込まれたら心が折れるに決まっている。

			　生まれついて、呪われた運命。

			「……お前はすごいな」

			「え？」

			「他の誰が認めなくとも、俺だけはお前をすごい奴だと言い続ける。絶対に」

			　感情に任せて告げると、リリスはポカンとした表情になった。

			　そんなに驚くようなことを言ったつもりはない。

			　これはただの事実だ。だから、差し出がましいことをした。

			　そう思っていた。

			　――リリスの瞳から、一筋の水滴が零れ落ちるまでは。

			「お、おい……」

			「え？　……あ、ご、ごめんね？　そんなこと言われたの、久しぶり、だったから、ね？」

			　リリスは誤魔化すような照れ笑いを浮かべる。

			　その頬は少し紅潮していた。

			　やがて彼女は涙を手で拭きながら、言う。

			　――ありがとう。少し、元気が出た、と。

			　頬に涙の跡が残るその笑みを見て、もう少し状況をどうにかできればと、士道は思った。

		

	
		
			　

			第49話　己の矜持のために

			　

			「――ねぇ、ご飯、一緒に食べようよ」

			　夜の帳が下りてから数時間。

			　月が煌(こう)々(こう)と辺りを照らす街は、昼間とは一風変わった賑わいを見せていた。

			　迷宮に潜っていた冒険者たちが街へ繰り出し、酒場や娼館で稼いだ金を落としていく。

			「もう七時か。確かに腹減ったな」

			　魔法塾の外へ出た士道とリリスは、東区の大通りを歩いていた。

			「俺はいいけど、お前は外で食べても大丈夫なのか？」

			「まあ場所によるけど、酒場とかならフード被ってても気にされないし」

			「ふうん」

			　そういうものか、と士道は頷いた。

			　リリスはフードで顔を隠したまま、キョロキョロと何かを探している。

			　がやがやとした喧(けん)騒(そう)が響くなか、「むう……どこだっけ」と唸っていたリリスは、しばらくすると目を輝かせて、ひとつの建物を指差した。ひっそりと開かれている小さな酒場だった。

			　リリスは、はにかむような笑みを浮かべて士道の手を引っ張る。

			「あ！　あったあった。あそこ目立たないけど美味しいのよねー。ほら、早くしなさいよ！」

			「はいはい」

			　士道は苦笑してついていき、リリスが指差した建物を観察する。

			「……へぇ、なんか雰囲気あるな」

			　街中の喧(けん)騒(そう)とは切り離された、独特の空気感がある酒場だった。

			　扉を開けると、カランと鈴が音を鳴らす。

			　手狭な酒場だったが、六人の客がそれぞれ落ち着いた雰囲気で酒と料理を楽しんでいた。

			　バーのような感じだ。といっても士道はドラマやアニメでしか知らないのだが。

			　ともあれ、店主が空いてるテーブル席のほうに座るよう、手で示した。

			　リリスは士道の対面に座りつつ微笑する。フードを被っていてもそれぐらいは窺(うかが)えた。

			「最近のお気に入りなのよ」

			「ちょっと高そうだな」

			「少しはね。でも、シドーなら普通に出せる範疇だと思うよ。何なら奢(おご)るし」

			「自分で出せるよ。むしろお前の分も俺が出す」

			「気にしなくていいよ。迷宮に潜ってるから、それなりにお金あるし――ねっ？」

			「お前こそ遠慮とか全然いらないから。マジで金には余裕あるし」

			「むぅ……大丈夫なのに」

			　士道は不満そうなリリスと見つめ合い、やがてお互いに苦笑を漏らした。

			「あたしみたいにフード被ってても不審に思われないから、何というか、雰囲気が好きなの」

			　リリスは言う。確かにフードで顔を隠している者もなかには存在した。

			　店が全体的に薄暗いので、そもそも顔がよく見えない。

			　蝋燭による仄(ほの)かな光だけが辺りを照らしている。士道もこの雰囲気は好きだった。

			「確かにな」

			　士道は相槌を打ちながら、テーブルに頬杖をついた。

			　メニュー表から適当に料理とエールを選び、店主に声をかける。

			　そして、しばらくリリスと雑談していると、やがてテーブルに料理が置かれた。

			　トマトスープにパン、そしてステーキの皿がやってきた。

			　そしてゴトン、と生のエールが豪快に置かれる。

			　しばらく質素な食事ばかりしていたので、士道は思わず唾を飲み込んだ。

			「んー！　美味しいなー」

			「早いよ」

			　リリスが目元を緩ませて笑う。士道は真顔で返したが、やがて苦笑を浮かべた。

			　リリスの口元に浮かんでいるのは悲しげな微笑ではなく、心から楽しそうな笑みだった。

			　士道は美味しい料理に舌鼓を打ちながら、

			「お前にはそれが似合うよ」

			　素っ気なく告げた。

			「んー？　どういうことよ？」

			　料理に集中していたリリスは不思議そうに小首を傾げ、上目遣いで士道を見てくる。

			「――何でもない。当ててみろよ」

			「え、ヒント少なすぎ。分かるわけないでしょ」

			　リリスは口を尖らせて不平を言う。実に表情豊かな少女だった。

			　フード越しでも何を考えているか分かる。

			「……まあ、こっちの話だ」

			　やがて食事を終えると、士道は腹をさすりながら息を吐いた。

			「……ふー、満足した」

			「あたしも。久しぶりだったからね」

			「普段はどうしてるんだ？」

			「先生と一緒に食べることが多いかなー。今日はなんか用事あるみたいだったけど」

			「何してるんだろうな」

			　ミレーユもまた謎が多い。

			　年齢といい、種族といい、不思議に思うことばかりだ。とはいえ、世界にたった三人の超級冒険者なのだ。きっと壮絶な過去があるのだろう。軽々しく尋ねたくはない。

			　そんなことを考えつつ店員に銀貨を払って、再び夜の街に繰り出した。

			　夜も更けてきたせいか、大通りを歩く人々は数が減っている。

			　近隣の娼館から響く嬌声に、リリスは顔を紅潮させた。

			「意外と初心だな？」

			「な、何よ。別にあんなの全然気にしてないから！」

			　そう言いながら、声が響く度に、リリスはチラチラと視線を向けている。

			　士道も多少気にはなるが、そこまで露骨な反応は見せない。

			「そういうお年頃なのか……」

			　自分のことは棚に上げつつ、士道はニヤニヤとした笑みを浮かべる。

			　からかわれているのだと理解したらしいリリスは「うーっ」と猫みたいに唸ると、

			「……ばか」

			　小さな声で言った。

			「悪かったよ」

			　士道は肩をすくめながら、尋ねる。

			「リリスは普段どこで寝てる？　どこかで宿を取ってるのか？」

			「ううん。あたしは先生の家に泊まらせてもらってるの。流石に宿だと、ね。フードを被ってるわけにもいかないから……」

			「まあ、そうだよな」

			　リリスの言い分に、士道も相槌を打つ。

			「……あ、あたし、こっちだから。先生の家、こっちのほうなんだ」

			「俺の宿とは逆だな。それじゃ、また」

			「うん。また明日ね！」

			　リリスは花のような笑みを浮かべて、士道に手を振る。

			　そして何度も振り返りながらも、曲がり角の奥へと消えていった。

			　士道は苦笑しながら、自身が泊まっている宿へと足を向けようとする。

			　その直前。

			　ギラリとした双(そう)眸(ぼう)が肩越しに後方を射貫いた。

			「……何の用だ？」

			「ほう。気づいてたか」

			　突如として感嘆したような声色が響いた。

			　士道の声に呼応するように物陰から姿を現したのは、奇怪な格好の大男。

			　ライン王国の勇者――榊原迅。

			　士道は感情の見えない瞳で彼を一(いち)瞥(べつ)し、ゆったりとした仕草で剣を抜いた。

			　迅は驚いたように両手を前に出し、静止を促す。

			「おいおい急にどうした？　こんな街中で剣を抜かんほうがいい」

			「誤魔化せると思ってるのか？」

			「何？」

			「さっきから俺たちを監視してたのはお前だろう。だから聞いてる。――何の用だ？　と」

			　より鋭い眼光で睨みつける。

			　だが、迅はその威圧を気楽そうに受け流し、肩をすくめた。

			「……感覚も鋭いらしいな。ふむ、ワシの陣営に欲しいぐらいだ。どうだ、何度か一緒に迷宮に潜った縁もある。ワシの仲間にならんかね？」

			「まずは俺の質問に答えろ。俺がお前のことを信じられる理由を出せ」

			　苛烈なまでに鋭く低い声だった。

			　迅の明るく面白い人格は素直に好ましい――士道はそう思っている。

			　だが、士道たちを尾行した理由を提示できないのなら、迅を信用することはできない。

			　ただでさえ異世界転移者は同族殺しを推奨されている環境に置かれているのだ。

			　不審な行動をした者を警戒するのは、至極当然のことだった。

			　場合によっては、たとえ同郷であろうとも――殺す。

			　その覚悟を決めておかないと命取りになる。

			　とはいえ、士道にはまだ迷いがあった。

			　この残酷な異世界で、そんな甘い考えは通用しないと理解していながら。

			　そんな風に考える士道に対して、迅は困ったように腕を組む。

			　面倒臭そうに嘆(たん)息(そく)しながら、近くの壁に寄りかかった。

			「ふむ。話せば味方についてくれる可能性もあるな。といっても、どこから話すべきか」

			「……嘘はつくなよ」

			「分かった分かった。あー、そうだな。まず、ワシはお前を尾行していたわけではない。というか、お前が目当てというわけではない」

			　その言葉に士道は眉根を寄せた。

			　同時に、不吉な予感が脳内に湧き上がって渦を巻く。

			「……それなら、リリスか？」

			「うむ。その通りだ」

			「確かにハーフエルフは、忌み嫌われている存在かもしれない。だが、異世界人の俺たちには関係がないはずだ。いったい、どうして？」

			「士道――もちろん、あのハーフエルフに『鑑定』は使っているのだろう？　だとしたら、多少は察しがついているはずだ」

			　士道は眉をひそめるが、心当たりはないわけではなかった。

			「…………固有スキル、『龍因子』と『魔因子』」

			「そうだ」

			　迅はニヤリと笑う。

			　リリスが所持している固有スキル。

			　それがいったい、どんな意味を宿しているのか。

			　嫌な予感に顔をしかめる士道に、迅は淡々と説明する。

			　

			「――あのハーフエルフは、『三大魔王』の一角、龍魔王の魂をそのまま宿している」

			　

			『三大魔王』――その単語が、士道の脳内でぐるぐると回る。

			　つまり、あれほど猛威を振るった不死魔王リーファと同格の存在ということか。

			「どういう、意味だ……？」

			「百年前の戦争。英雄クサナギに追い詰められた龍魔王ウォルフは、どうやらそのまま封印されることを良しとしなかったらしい。仮に肉体が封じられても、魂だけはどこかで覚(かく)醒(せい)できるように、封印される寸前に魂を逃し、ただの抜け殻と化した」

			「……それで？」

			「やがて『世界の中心』で蠢(うごめ)き、機を窺(うかが)っていたウォルフは、魂を馴染ませやすい、乗っ取りやすい個体をひたすら探していた。とはいえ、龍族と悪魔族の混血で、しかも魔王と化しているウォルフの魂が定着する存在なんてそうはいない。百年前の戦争で悪魔は数を減らし、龍族はそもそも少ないからな――だから奴は、別の混血に目をつけた」

			「それがリリスだと？」

			「ワシもこの話は聞いただけで、本当にたかが混血というだけの共通点で適合したのかまでは分からん。他にも条件があったのかもしれんし、それは分からん。……だが現実に、ウォルフの因子があのハーフエルフに宿っている」

			　迅はサングラスを上げ、ひどく冷徹な瞳で淡々と語る。

			「このまま放っておけば、ウォルフは必ず覚(かく)醒(せい)して少女の体を乗っ取る。そして本来の肉体を取り戻しにいくだろう。そして不死魔王に続き、世界最悪とすら呼ばれた災厄の龍魔王が世界に復活する――それだけは、避けなければならない展開だ」

			「だから――どうすると？」

			「あのハーフエルフを、殺す」

			　士道はその言葉を聞いて眉をひそめた。

			「……本当に？　ただ殺したいだけなら迷宮でリリスと遭遇したとき、俺を強引にでも止めていれば良かったんじゃないのか？　そうすれば勝手に死んでいたはずだ」

			「ワシはウォルフの魂を宿した存在を探しに、この街に来た。だが、まさかいきなり現れるとは思わなかったのでな。単純な話、あのときはまだリリスを殺す許可が下りていなかった」

			「許可だと？　誰のだ？」

			「エルフ族だ」

			　迅が淡々と言った直後、ズズン……！　という地響きがローレン全体に轟いた。

			　士道は危機感を強める。

			　すると迅はつまらなさそうに息を吐く。

			「話をすれば何とやら、か。エルフ族の連中とハーフエルフの交戦が始まったようだ」

			「……何だと？」

			「いくらミレーユ・マーシャルの塾生とはいえ……所詮、深層で死にかける程度の実力。すぐに決着はつくだろう。肝心なのはミレーユだ。塾生のためだけに動くコイツばかりはどうにも対処し難い。その点、お前が協力してくれればワシらはかなり楽になる」

			「……」

			「それで、どうする神谷士道。ワシらに協力するか？」

			「俺に、リリスを殺す手伝いをしろ、と？」

			「放っておいたところで、いずれウォルフに魂を乗っ取られる。そして災厄を振り撒く怪物となるのだ。彼女に、未来はない。絶対に。生きていれば、新たな悲劇を生み出すだけだ。そうなる前に引導を渡してやることもまた、優しさだとは思わんか？」

			「……」

			「確かに、酷な要求をしている。だから、別に、この件には手を出さないと確約するだけでも構わんぞ。お前にデメリットはないはずだ。しかもワシに貸しを作れる。一国の勇者にな」

			「――そうか」

			　筋は通っている。

			　迅の話をすべて鵜呑みにしたわけではないが、リリスに龍魔王の『因子』が宿っているのは事実なのだろう。それは『鑑定』で確認している。

			　このまま生かしておけば魔王が復活する。

			　災厄が世界を襲い、望まぬ悲劇が巻き起こる。

			　だから今のうちに殺しておく。

			　リリスは禁忌とされているハーフエルフ。エルフ族の里からは追放され、人族の街では姿を隠すことを余儀なくされている。だから殺しても、何一つとして問題はない。

			「……さて、どうする？」

			　世界の平和を考えれば――それは確かに道理だろう。

			　そして士道は不死魔王復活の場に立ち会っていた人間だ。

			　あの怖気が立つほどの恐怖は、震えるほど圧倒的な絶望は、この身に刻まれている。

			　あのような存在を再び蘇らせるわけにはいかなかった。

			　それに加えて勇者に貸しを作れるのなら、もしものときに融通が利くだろう。

			　そこまで考えて、士道は首(しゆ)肯(こう)した。

			「……そうだな」

			「決まったか？」

			「ああ」

			　夜空を仰ぐ。

			　そのとき脳裏を過ったのは――今にも壊れそうな笑みを浮かべたひとりの少女だった。

			　生まれたときから蔑(さげす)まれ、忌み嫌われ、理不尽な運命に晒(さら)され――そして、魔王の魂すらその身に宿しているとされ、普通に生きているだけでも、必ず人々を災厄に巻き込む存在。

			　彼女は今、幸せだと言っていた。不幸な境(きよう)遇(ぐう)に置かれても決して歪(ゆが)まなかった。そんな自分を差し置いて、皆に気を遣える優しい性格をしていた。生来、魔法の才能が周囲より劣っていても、努力を継続できる強い心の持ち主だった。生まれ育った里を追放され、常に顔を隠して生活しなければならない状況でも、笑みを浮かべることのできる人間だった。

			　――また明日、と、未来を願うことのできる少女だった。

			　その少女を殺せば、災厄は姿を見せないのだろう。悲劇は誰も襲わないのだろう。

			　安心して、皆が笑顔で暮らせる未来がやってくるのだろう。

			　だから士道は答えた。

			　

			「ふざけるな」

			　

			　空気を切り裂く音が響く。士道の魔力が唸りを上げて『稲妻』が放たれた。

			　攻撃されるとは思っていなかったのか、迅は慌てたように大剣をかざして防御する。

			　轟ッッッ！！！！！！？　という凄まじい音が炸裂し、紫電の咆(ほう)哮(こう)が迅の肉体を貫いた。

			「……正気か？」

			　迅は片膝をつく。だが、その双(そう)眸(ぼう)は鋭く細まり、苛烈な光を宿した。

			　その身から圧倒的な強者の覇(は)気(き)が噴出し、士道を威圧していく。

			「……この選択は、お前には何ひとつメリットがないぞ？」

			「知ったことか」

			　だが、士道は吐き捨てる。

			　そもそも士道は世界の命運や平和など、そんな大層な目的のために戦っていたわけではない。

			　ひとりだけ、憧れた存在がいた。

			　あの人のようになりたいと、思ったことがあった。

			　古賀玄海のように、誰かを助けられる存在になりたいという願いが、心の根底にあった。

			　――だから、分かっているのだ。知ってしまっているのだ。

			　古賀玄海なら、ここでリリスを見捨てるような真似は絶対にしない、と。

			　だが。

			　それだけでは、ない。

			　剣を引き抜く士道に、迅は鋭い口調で尋ねる。

			「あのハーフエルフのためか？　まだ会ってから三日も経過していないだろう。お前が命を懸けるほどの価値が、どこにあるというのだ」

			「死んでほしくなかった」

			　士道は低い声音で端的に答えた。

			「苦しんでいるのなら、助けたいと思った」

			　ただ、それだけだった。それが最も大きい理由だった。

			　彼女とまた話したいと思ったのだ。

			　その笑顔が見たいと願ったのだ。

			　また明日と言われてしまったのだ。

			　だから――認めない。

			　リリスがそんな救いのない末路を迎えるなど、士道は絶対に認めない。

			　龍魔王の魂がリリスを乗っ取るというのなら、そうして悲劇を起こす存在になってしまうというのなら、必ずそこから助け出す。リリスを呪われた運命から引きずり上げてみせる。

			　もう、あんな哀しそうな笑みを見たくはなかった。

			「……それは危険の多い、茨の道だ」

			「だとしても」

			　士道は剣をゆらりと構える。前へと足を踏み出した。

			「俺はリリスを助ける」

			　迅はそれを聞いて、大剣を下段に構え、冷徹な口調で告げてきた。

			「――ワシの仕事は、世界の敵を討ち滅ぼすことだ」

			「……」

			「お前が世界の敵に味方するというのなら、容赦はせんぞ」

			　百人の転移者から選ばれた五人の勇者、そのひとり。

			　不死魔王の脅威から士道を救い上げた、隔絶した実力の持ち主。

			　だが、それは足を止める理由にはならなかった。

			「行くぞ」

			「来い」

			　その言葉の、直後の出来事だった。

			　奇術師と勇者が激突する。

			　夜の帳が下りて数時間。

			　人気のない迷宮都市ローレンの裏通りで、怪物たちの戦いが始まった。

			　そして――事態は、動き始める。

			　

			〈『ハズレ奇術師の英雄譚』③へ続く〉
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			千葉県出身。二〇一六年一月よりイラストレーターとしての活動を開始。小説の挿絵等を手がける。趣味はホラー映画鑑賞。（二〇一七年一〇月現在）
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